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  登場人物

  

  ギーク●恋する高校二年生男子。クローラを校舎裏に呼び出すが……。

  ナード●ギークの親友であり同級生。規律を重んじる性格の男。

  クローラ●皆に好かれる優等生で美少女。しかし、その正体は？

  ヲチ●レジスタンスの長。システムの破壊を目論んでいる。



  人間らしくありたい――

  だからオレは世界をぶっ壊すんだ


  


  第一章　現実世界 miniscape

  



  
    　窓際の席は教室内でも特別だ。

    　最後列ともなればなおさらで、その席を引き当てた生徒は、ちょっとした英雄ヒーローである。多少、恨みがましい視線を感じることもあるが、ようするにそれだけの価値があるわけだ。その理由は単たん じゆん純めい明かいで、教壇から最も離れているという一点につきる。

    　そんな特等席に陣取っているのは、ギークという名の男子生徒である。高校二年生にもかかわらず、体つきはクラスの女子と同程度。体育で縦じゆう隊たいになるときは最前列が指定席というチビっ子である。気にしてないと言えば嘘うそになるが、小回りが利きく上に身軽なので、ギークはそれなりに気に入っていた。

    「嫌いやになるくらい平和だな」

    　ギークは少しふてくされた表情で教室を見渡すと、ふぅと溜ため息をつく。

    　病院にも似た白く清潔な教室には、四十台の机が整然と並べられている。休憩時間のせいか室内は賑にぎやかで、談笑する者、予習を行おこなう者、仮眠を取る者など、各々が好きな時間を過ごしている。白を基調とした制服を身につけているせいか、誰も彼もが華やいで見えた。

    「幸せそうだ」

    　ギークは黒髪シヨートヘアを指先でもてあそびながら悪あく態たいをつく。

    　実際、クラスメイトは満ち足りた表情をしており、不満顔をしているのはギークだけだ。その理由はいくつかあるが、つまるところ朝のホームルームに行われた席替えが原因である。

    「そういう君も、幸せな毎日を送っているのだろう？」

    　ギークの独ひとり言に割りこんできたのは、クラス委員長を務めるナードという名の男子生徒だ。百八十センチに迫る長身の持ち主で、ギークの前に立つその姿は、そびえ立つ山のようである。体つきもガッシリしており、眼鏡めがねの奥の理知的な瞳ひとみからは意志の強さをうかがうことができた。

    「ちょっとは同情してくれてもいいだろ？」

    　ギークは右の眉まゆを器用に持ち上げ、ナードの様子をチラリと見やる。

    「こんなハズレの席を引いちまって、オレは学校一の……。デイジーワールドで一番残念なヤツかも」

    「大半の生徒にとって、君の席はうらやむべき場所のはずだが」
  


  
    「オマエもか？」

    「私はどの席でもかまわない」

    　ナードは指先で眼鏡のズレを正すと、ギークの前の席に腰を下ろした。

    「オレの前に座るのは、避けてほしかったけどな」

    　ギークはやれやれとばかりに肩をすくめると、ナードの背中にいちゃもんをつけた。その大きな背中のせいで、黒板の一部は覆おおい隠されていたのだ。

    「席を決めるクジは、誰にとっても平等なものだ。どの席になるかは運次第。そこには誰の思おも惑わくも介かい在ざいしない。つまり……」

    「不平不満は出ないってことだろ？」

    「そのとおりだ」

    　ナードはギークへと向き直ると、表情一つ変えずに頷うなずいた。

    「希望どおりにならない者が大半だろう。しかし生徒にとって、そして世界デイジーワールドにとって、公平であることはとても重要なことだ。分かるだろう？」

    「なんとなく」

    「だとしたら、そんな不満顔はよしたほうがいい。目をつけられることになる」

    「もう手遅れだし」

    「それは私のことを指しているのだろうが、もっと厄やつ介かいな連中がいることを君は認識するべきだろう」

    「Ｇホッパー？」

    「内通者スパイもいるという話だ」

    「なんだそれ」

    　ギークは眉み間けんにシワを寄せ、う～んと唸うなり声を上げる。

    「表おもて沙ざ汰たにならないだけで、システムに抗あらがう不届き者はそれなりにいるということだ」

    　ナードは淡々とした口調で話したかと思うと、表情を緩ゆるめた。
  


  
    「それはさておき。君の不満が何かを訊たずねておこうか」

    「お、さすが委員長」

    「親友、の間違いだろう？　どちらにせよ、不満の芽は早急に摘つんでおくべき事案だ」

    「それじゃあ、遠慮なく言わせてもらうか。実は……」

    　ギークが口を開いた直後、無情にも教室内にチャイムが鳴り響いた。

    「そらみろ。やっぱオレは世界デイジーワールド一の残念なヤツじゃないか」

    　ギークは子供っぽく頬ほおを膨ふくらませた。
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    　デイジーワールドは、人類がたどり着いた理想郷だ。そこでは約十万人の人々が満ち足りた日々を送っている。

    　不平不満のない完かん璧ぺきなシステムを実現するのは、ドーム型をした巨大な都市だ。街はコンピュータによって完璧に制せい御ぎよされ、気候は年間を通して一定。暑くもなければ寒くもない。四季という概念は存在しないが、強いて表現するなら常春といったところだろう。

    　管理下にあるのは環境だけではない。衣食住のすべてが事細かに管理されており、生活に必要なものは携帯端末ＰＤＡを通じて発注する仕組みになっている。デイジーワールドに〝買う〟という概念は存在せず、金も流通してはいない。医療の面も充実しており、必要とあれば無た料だで診みてもらうことができた。

    　デイジーワールドの住民は平等だ。男女間における差別もなければ、年齢による区別もない。優劣をつければ、そこに妬ねたみや嫉そねみが生じ、無用な諍いさかいを招くからだ。

    　個人の些さ細さいなケンカでも、規模が大きくなれば戦争になる。デイジーワールドが理想郷と呼ばれるようになったのは、不平不満を徹底的に排除した点にある。人間の行動を分析し、膨ぼう大だいなデータをもとに組み上げられたシステムは、ほぼ完璧に機能していた。それでも少なからず問題は発生していたが、小さいうちに災いの芽を刈り取ることで、デイジーワールドは理想郷として存在し続けることに成功していたのである。

    （しかし、息が詰まるな）

    　ギークは鼻から息を吐き出すと、特等席から窓の外へと目を向ける。四階に位置するその場所からは、デイジーワールドの様子を確認することができた。

    　十万もの人口を有するドームは、巨大の一ひと言ことにつきる。一望などできるはずもなく、それは学校の屋上から眺めても同じだろう。学校はドームの中心付近に建っているが、果てを確認するのは難しかった。

    （だだっ広いけど、なんか箱庭みたいなんだよな）

    　理由は判然としない。そう感じるのだから仕方がなかった。
  


  
    （それに考えたって、オレの頭じゃ分かんないだろうし。ナードなら、このモヤモヤも説明できるんだろうけど）

    　文ぶん武ぶ両りよう道どうを地でいくナードと、さして取り柄えのないギークは何かと好対照な存在だ。それでいて気が合うのは、小中高と同じクラスの腐れ縁だからだろう。小さいころからギークは何かと手がかかり、逆にナードは皆の模範だった。

    （今はできないだけ、か）

    　ギークは胸中で呟つぶやいた。

    　デイジーワールドに落ちこぼれは存在しない。どんなに勉強ができなくても、いつかできるようになる。それがデイジーワールドに住む者の共通認識だ。優劣をつければ差別が生じる。つまり、そういうことだ。おかげでギークのようにのんべんだらりとした生活を送っていても、非難もされずに皆と同じ授業を受けることができた。

    　教壇に視線を移すと、教科書を手にした教師がにこやかな表情で教きよう鞭べんを執とっている。その口からは呪じゆ文もんにも似た難解な言葉が紡つむがれていた。

    「では、誰かに訳してもらおうかな」

    　教師は教室内を軽く見渡したのち、ギークに目を留とめた。

    「ではギーク君、次の文章を訳してくれるかな。The longest journey begins with a single step.」

    　ギークは元気よく立ち上がると、

    「分かりませんっ！」

    　胸を張ってそう答えた。
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  　結局、教師の質問にはナードが答え、そうこうしているうちに休憩時間になっていた。

  「まったく。あんなことを自信満々に答えるとは」

  「オレらしいって言いたいんだろ？」

  　悪びれもせずに言ってのけるギークに対し、ナードはやれやれと溜ため息をついた。

  「で、そろそろ教えてくれてもいいだろう？」

  　ナードの切れ長の目がギークを捕ほ捉そくする。

  「何がだ？」

  「特等席を引き当てたにもかかわらず、君が不機嫌な理由について」

  「そのことか」

  　ギークは指先でこめかみを掻かくと、教壇の前の席に目をやった。そこは勉強以外、何もできないという、別の意味で特別な席だ。

  「とうとう君も、やる気を出したというわけか」

  「寝言は寝てるときに言うもんだ」

  　ギークはニッと笑みを浮かべると、中央最前列の席を見つめた。正確には、その席に座る女生徒を、である。

  　クローラ。

  　それが彼女の名前だ。目鼻立ちの整った顔は凜りんとしており、同い年とは思えないほど大人びている。手入れの行き届いた黒髪ロングヘアは、絹糸のように艶つややかで美しかった。外見だけではない。成績もトップクラスという優等生である。当然、級友にも慕われていた。

  「そういうことか」

  「そういうことだ」

  　少しでもクローラと仲良くなりたい。

  　それがギークの望みである。
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  　席替えは絶好のチャンスで、席が近ければ近いほど好都合だったのだが、ギークのクジ運は絶望的に悪かった。このままでは仲良くなるどころの話ではない。何かしら対策を講じなければ、次の席替えまでクローラと絡まない可能性すら出てきた。

  「君が彼女に対して何を思ったのかは、おおよそ察しがつく。だが……」

  　ナードは真顔になると、ギークの目を直視する。

  「本気なのか？」

  「えっと、それは……」

  　言いよどむギークに対し、ナードは説教でもするかのようなきつい口調で話を続ける。

  「本気ならＮＧだ。いちいち言わなくても分かるだろう？　その感情は、墓場まで持っていかなければならない」

  「分わーってるって！　それくらいさっ!!」

  　ギークはナードの言葉を遮さえぎると、ぶすっとした表情で吐き捨てた。

  　声が大きかったのだろう。クラスメイトが一斉にギークを注視する。大声自体、あまり耳にする機会がないせいか、さっそく級友たちはギークのウワサ話を始めた。その中には意中の人であるクローラも含まれており、黒こく曜よう石せきにも似た黒い瞳ひとみがギークを見つめている。

  　クローラと目が合った途端、ギークは鼓動が速まるのを感じた。もっとも視線を交まじえていたのは一瞬で、クローラはすぐに女生徒クラスメイトと談笑を始めてしまったのだが。

  （今ので少しは気にかけてくれたかも）

  　ギークがクローラを目で追うようになったのは、高校でクラスが一緒になってからだ。

  　特に理由はなかった。運命の出会いか、はたまた神のお導きか、ようするに一ひと目め惚ぼれである。嫌いになるにはワケがあるが、好きになるのに理由はいらない。そんなところだ。

  　ギークは嘆息すると、ナードへと目を向ける。

  「なんでオレたちってさ、将来の相手パートナーが決められてるんだろな」

  「その疑問だが、あと数年もすれば解消されるだろう」

  「そうなのか？」

  「私たちにはシステムによって決められた異性パートナーが存在する。つまるところ、将来が約束されているというわけだ。性格や趣味、嗜し好こうなど、様々な情報データをもとに多角的に分析した上で選び出されたパートナーだ。何一つ問題は起こり得ない」

  　ナードは淀よどみなく話し続ける。

  「自由な恋愛は嫉しつ妬とを生む。それは当人にとって、そして世界にとって不幸なことだ」

  （オレは自分の意思を貫つらぬけないことのほうが、よっぽど不幸だと思うけどな）

  　好きな人に想いを伝えること。

  　それを口にしただけで世界が滅びるとは、とても思えなかった。

  「君の将来のお相手が、彼女になる可能性だってあるわけだ。悲観する必要はない」

  「悲観なんかするか。オレは自分の生き方に責任を持ちたいだけだ」

  　ギークは椅い子すからひょいと腰を上げると、クローラのもとへスタスタと歩いていく。

  「それにせっかちだから、今すぐ知りたいんだ」

  「おいっ！」

  　珍しくナードが声を荒あららげるが、ギークにそのつもりはなかった。

  「心配すんなって。接点が増えれば、確率ってヤツが上がるかもしれないだろ？」

  「その努力を別の場所に注ぎこめば、もっと可能性が高まると思うのだが」

  　ナードの話はイチイチごもっともだ。しかし間接的にアプローチしたのでは、ギークの胸中に蔓延はびこるモヤモヤは晴れないだろう。

  （よしっ！）

  　ギークは気合を入れ直すと、やや緊張した面持ちでクローラの前に立った。

  「あのさ、あとでちょこっと話があるんだけど、いいかな」

  　緊張のせいか少しだけ声が上ずっていたが、思いつきで行動したわりには上出来だ。

  　クローラはキョトンとした表情でギークを見上げると、軽く小首をかしげて見せた。突然の出来事に、多少の戸惑いがあるのだろう。当然の反応である。

  「私はかまわないけど、教室ここじゃダメなのかな？」

  　クローラの言い分はもっともだが、教室で話すような内容ではない。

  「できれば放課後。校舎裏で待ち合わせってのは？」

  「校舎裏？　どうしてそんなところで？」

  「ん～、特に理由はないな。あえて言うなら、雰囲気ふいんき？」

  「雰ふん囲い気きだと思うけど」

  「あ、それそれ。そんな感じ」

  　ギークがニッと笑みを浮かべると、クローラは少し考える素そ振ぶりをしてから口を開いた。

  「ん、了解。じゃあ放課後、校舎裏で」

  　疑うことを知らないのか、クローラはアッサリとギークの提案を受け容いれた。

  　それは『誰も傷つけない、そして傷つけてはいけない』というデイジーワールドの住民らしい受け答えで、クローラのリアクションも予想の範囲内ではあったのだが……。

  「いいのか？」

  　と、ギークは思わず聞き返していた。

  「いいも何も、あなたが提案して、それを私が受けたわけだし。問題ないと思うけど」

  　不思議そうな表情で見つめてくるクローラに対し、ギークは苦笑いしながらポリポリと頭を掻かく。

  「んじゃ、放課後！　忘れんなよっ!!」

  　ギークは捲まくし立てるような勢いで告げると、クローラに背を向ける。視線の先では、ナードが呆あきれ顔で天を仰あおいでいた。

  「君の度胸には脱帽するよ」

  「ナードが褒ほめるなんて珍しいな。ドームの天井でも落っこちるんじゃないか？」

  　ギークは席に着くと、外の景色に目を向ける。そのまま目線を上に持っていくが、そこには存在するはずのモノがなかった。

  「青い空に白い雲。それに眩まぶしい太陽。天井なんて、ホントにあるのかな？」

  「デイジーワールドがドーム状の建築物である以上、果てはある。近くに寄ることができれば、空あれが映像だと分かるはずだ」

  「けどさ、どーでもいい問題だよな。本物なんか見たことないし、結局のところアレがオレらの空には違いないわけだ」

  「私たちはデイジーワールドここしか知らないし、知る必要もない。他を知れば比較せざるを得なくなる。だがシステムを遵じゆん守しゆしていれば、幸せな未来が約束されるはずだ」

  「ま、遠い未来の話は置いといて、オレは放課後に向けて対策を練らないとな」

  「次の授業の対策をしたほうが、よほど建設的だと思うが」

  「価値観の掃そう除じだと思うぞ」

  「ずいぶんと綺き麗れいになりそうな価値観だな」



  
    「そうだろ？」

    　ギークの話にナードは溜ため息で応じた。
  


  



  
    ＊
  


  
    

    　授業が始まり、さっそくギークは勉強そっちのけで放課後の件について考え始めた。

    （やっぱシステムを攻略することが、目的達成への近道だよな）

    　どんな基準でパートナーが決められるのかは不明だが、相性が悪ければ引き合わせないだろう。

    （つまりクローラと仲良くなるってことは、攻略への第一歩。オレって冴さえてる？）

    　ギークが自じ画が自じ賛さんしたときだ。なんの前触れもなく教室の扉が開かれ、数人の男性がドヤドヤと押し寄せてきた。

    「アイツら……」

    　全身を黒いスーツで固めた男たちは、デイジーワールドの治安を維持する警察官Ｇホツパーである。服を着ていてもそれと分かるほど頑強な体たい躯く、そして刃やいばにも似た鋭い眼まな差ざしは、後ろめたいことがなくても震えがくるほどだ。

    （でも、なんでこんなところに）

    　だがそれは、彼らの役目を考えれば自おのずと理解できる。

    （システムに文句いちやもんをつけたのがバレたとか!?）

    　先ほどの休み時間、ギークは大声を出してクラスメイトに注目されたばかりだ。不ふ穏おん分子として誰かが密告しても不思議はない。

    　ギークが顔を引きつらせている間に、Ｇホッパーは出入り口を固めた。まずは逃げ道をふさぐつもりなのだろう。窓から階下を見下ろすと、校門を警備する数名の黒服が確認できる。誰も逃がすつもりはないという確固たる決意が感じられる布ふ陣じんだ。

    （こりゃ覚悟を決めるしかないな）

    　ギークはツバをゴクリと飲み下す。

    　だがＧホッパーはギークに目もくれず、なぜかクローラの前で立ち止まった。
  


  
    「お、おい、どういうことだ？」

    　ギークは前の席に座るナードの肩をむんずとつかむ。

    「黙って見ていろ」

    　ナードは叱しかりつけるような口調でぴしゃりと言うと、クローラとＧホッパーに注目した。

    （けど、このままじゃ……）

    　そして恐れたとおりの出来事が、ギークの目の前で始まった。

    　Ｇホッパーはクローラの両りよう脇わきを固めると、

    「君に出頭命令が出ている。私たちと一緒に来てもらえるかな？」

    　と、死刑でも宣告するかのような冷たい言葉を投げかけた。そこに拒否権など存在しないことは、Ｇホッパーの対応からも明らかだ。

    （でも、なんでだ？　なんでクローラが!?）

    　成績優秀で人望も厚く、模範生と称されるクローラと、デイジーワールドの治安を維持するＧホッパーの組み合わせは、ギークの想像を大幅に超えていた。

    「分かりました」

    　クローラは抵抗する素そ振ぶりすら見せず、落ち着き払った声で呟つぶやくと、ゆっくりと立ち上がった。そして先導するＧホッパーのあとに続いて歩き始める。

    「ちょっ……」

    　ギークは目を剥むくと、ほとんど反射的に腰を浮かせた。そしてその勢いのまま最初の一歩を踏み出した直後、ギークはナードに腕をつかまれてしまう。

    「やめておけ」

    　ナードはキッパリと言い切ると、ギークを椅い子すへと押し戻した。

    「感情に任せて行動すれば、君も連行されることになる」

    「でも……」

    「彼女が連行される理由は分からない。何か犯罪を犯したのかもしれないし、単なる事情聴取の可能性もあるだろう？」
  


  
    　ナードの話はギークにも理解できる。だが理解できたからといって、我慢できるとは限らない。それでも自分の行動が無意味なことは承知していた。

    　ギークはグッと拳こぶしを握り、大きく息を吐き出すと、動き出したい衝動を力ずくで抑えこむ。

    「待つしかない、か……」
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    　人工の空が茜あかね色いろに染まり始めた。

    　西日を浴びた校舎は燃えるように赤く、どこからか夕刻を告げる鳥の鳴き声が聞こえてくる。辺りは穏やかな空気で満ちていたが、校舎裏でたたずむギークの表情は暗い。黄昏たそがれ時どきでも迎えたかのような雰ふん囲い気きである。

    「来るわけないよな」

    　クローラとの約束を守るべく、ギークは校舎裏に足を運んでいたのだが……。Ｇホッパーに連行されたクローラは、結局授業に戻ってくることはなかった。

    （あいつらが連れてったってことは、クローラは……）

    　ギークはナードが口にした不ふ穏おん分子の話を思い出していた。だがギークは、すぐさま首を横に振る。模範生であるクローラが、システムに反する愚おろかな行動を取るとは思えない。

    　ギークは深い溜ため息をつくと、遠方へと目を向ける。そこには朱色に色づく空を貫つらぬくように、巨大な建物がそびえ立っていた。

    「聖塔セントラルか――」

    　ドームの中心に位置するその建物は、デイジーワールドの心臓部だ。ありとあらゆる情報が集約され、方向性が決定される最重要機関である。もっともウワサの域を出ないので、本当にそのような機関が存在するのかどうかは分からない。存在したとして、そこに誰が所属しているのかも不明だった。そもそも平等が大前提のデイジーワールドに、方向性を決定するような人物がいるとは思えない。だがＧホッパーのように治安を維持する者が存在するのも事実で、実際には何者かが管理しているというのが住民の共通認識だった。

    　聖塔セントラルにまつわる話は、それだけではない。単に天井を支えているのだという説もあり、ギークとしてはそれが正解だと信じて疑わなかった。天井が落ちないのは聖塔つつかえがあるからだ、というシンプルな理由である。

    「Ｇホッパーのせいで、せっかくのチャンスが台なしだ」

    　クローラに想いを伝え、少しでも仲良くなるつもりでいたので、ギークは憤ふん懣まんやるかたない気持ちでいっぱいである。

    「クソッ！」

    　ギークは吐き捨てると、地面に転がる石を力いっぱい蹴けっ飛ばした。それでいくらか気分は晴れたが、不満が解消されたわけではない。だが校舎裏で鬱うつ々うつとした時間を過ごしたところで、何ら解決にはならなかった。
  


  
    「明日には戻ってくるよな」

    　ギークは無理矢理自分を納得させた。
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    　学生は学年、性別を問わず、学生寮マンシヨンでの生活が義務づけられている。

    　学校では学業を、寮ではデイジーワールドで生活する上での約束事を学び、社会に適応する人物を育成することが目的だ。小中高大という一貫教育なので、入寮時の年齢は七歳という若さである。寮に入らず、親元から通うという選択肢はない。子供は七歳という年齢に達すると自動的に入寮する仕組みで、それ以降、親と暮らすことはなく、特に連絡を取り合うこともなかった。別々に生活をするという事実は事あるごとに親から伝えられるため、子供はわりとすんなりそれを受け容いれる。なかにはぐずる子供もいるが、入寮してからは寮が我が家だ。上級生と寮母が親の代わりに面倒を見てくれるため、寂しさも時とともに薄らいでゆく。

    「寮生になって十一年か……」

    　校舎を離れたギークは、学校に隣接して建つ学生寮マンシヨンの前に立っていた。

    　十階建ての学生寮は小中高大で異なり、男子寮と女子寮に分かれている。十数棟のマンションが同じ区画に建ち並び、衣食住にまつわる店舗もいくつか存在するため、辺りは学園都市のような印象だ。足りないのは娯楽施設くらいだろう。

    「何をしているんだ？　こんなところに突っ立って」

    「ん？」

    　ギークが振り返ると、そこにはカバンを担いだナードが立っていた。

    「部活の帰りか？」

    「いや、今日は生徒会の業務だ」

    「頑張りすぎだろ、いくらなんでも」

    「君が少しばかり手を抜いているだけだ」

    「足して二で割るくらいが、ちょうどいいのかもな」

    「確かに」

    　ナードは肩をすくめて苦笑する。
  


  
    「寮を眺めていたようだが、何か気になる点でもあるのか？　必要なら寮長と相談して、改善してもらうが」

    「そんな大それたことじゃない」

    「と言うと？」

    「入寮してから、ずいぶん経たつなと思っただけさ。感想に浸ってたってやつ？」

    「それを言うなら感傷だろうな」

    「似たようなもんだろ？」

    「自慢にはならないが、君らしいとは感じる。私に欠けているのは、そういうところかもしれない」

    「冷静に分析されると、オレのバカっぽさが目立つだろ」

    「それはさておき。そろそろ中に入らないか？　こんなところで立ち話を続けていると、変な目で見られかねない」

    　ナードは真顔で呟つぶやくと、視線を移動させる。つられるように目を移すと、巡回中のＧホッパーが確認できた。

    「あれってさ、ただの見回りだろ？　別にいつもと変わらない」

    「今日は想定外の事件が発生している。何が起きても不思議ではない。不用意に彼らを刺激するのは得策とは言えないだろう」

    　ナードの指摘にギークは沈黙で応じると、女子寮を眺ながめた。

    （取り調べは終わったのかな）

    　気になるなら問い合わせればよかったのだが、それこそ不用意な行動としてナードにたしなめられるだろう。

    「それじゃあ、住み慣れた我が家に帰るとするか」

    　ギークは強引に頭を切り替えると、寮のエントランスに向かった。
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    　授業の始まりを知らせる鐘の音が教室内に鳴り響いた。

    「ふぅ」

    　ギークは深い溜ため息をつくと、机の中に入れっぱなしになっている教科書とノート、そして文具を引っぱり出した。それを机の上に並べると、鬱うつ々うつとした表情で溜め息を繰り返す。

    　授業が面倒なのは事実だが、それはいつものことなので関係はない。気になるのは視線の先――。教壇の前の席がポツンと空あいていることである。

    （今日で三日目か。いくらなんでもおかしくないか？）

    　クローラがＧホッパーに連行されてから早はや三日。その事実を気にしているのはギークだけで、他の生徒はクローラなど初めから存在しなかったかのような日常を送っている。

    （ウワサくらいしろよ）

    　と言いたいところだが、その件について触れるのは御ご法はつ度となのか、教師ですらクローラの話をしなかった。

    （それもシステムのうちってことか）

    　クローラが戻ってくれば、クラスメイトは体を気づかい、休んでいた分のノートを貸し、他た愛あいのない会話で和なごませ、何事もなかったかのように接するだろう。

    　そんなことをつらつらと考えている間に、教師は授業を始めた。もとより授業など上の空のギークだが、クローラの一件があってからは、それがより顕けん著ちよだ。

    （こんな調子だと、またナードにどやされるな）

    　指先で頭を掻かき、苦笑いをしたときだ。扉をスッと開き、一人の女生徒が教室に入ってきた。クラスメイトの視線が教師から女生徒へと移動する。

    「すみません。遅れてしまいました」

    　扉の前で軽く頭を下げているのはクローラだ。ギークは思わず腰を浮かせるが、授業中であることを思い出して踏みとどまった。

    　我慢できたのは上出来だが、感情のまま行動したところでナードに首根っこをつかまれて終わりだろう。

    　若干、教室内はざわめいていたが、クローラが席に着くころには落ち着きを取り戻し、授業が再開された。

    　ギークは、別の意味で授業の内容が頭に入らない状態だ。目は教師でもなければ黒板でもなく、クローラの後ろ姿を見据えている。

    　三日も登校せず、Ｇホッパーの取り調べを受けていたにもかかわらず、クローラの顔色は良好だ。心なしか前より肌が白く見えるが、もとよりクローラは色が白いので気になるほどではない。黒髪ロングヘアにも解ほつれはなく、見たところ健康そのものである。となれば、気になるのは例の件である。

    （放課後の件、忘れてないよな？）

    　それだけが気がかりだが、あれこれと悩んでも始まらない。
  


  
    「では、ここの英訳をギーク君にお願いしようか」

    「分かりません！」

    　ギークは即答した。
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    　ギークは授業が終わるや否いなや、すっくと立ち上がった。

    　もちろん、やるべきことはただ一つ。

    「よしっ！」

    　ギークは拳こぶしを握って気合を注入し、驚いた表情を浮かべるナードに親指を立てて見せると、迷いを振り切るかのような勢いで歩き出した。

    　クローラの周囲には早くも女生徒クラスメイトが群がり始めていたが、ギークは小柄であることを活かして体をねじこんでいく。すかさず非難の声が上がるが、ギークは無視してクローラの前に進み出る。

    　クローラと目が合った途端、ギークは胸騒ぎにも似た違和感を覚えた。

    （なんだ、この感覚）

    　ギークはクローラを凝ぎよう視しするが、特に不審な点はない。再度、爪つま先さきから頭のてっぺんまで順じゆん繰ぐりに眺めるが、結果は変わらなかった。Ｇホッパーに連行されたという先入観が、ギークの目を曇らせたのかもしれない。

    「あの……。私の顔に何かついてる？」

    　思し案あんに沈んでいたギークの意識は、クローラの一ひと言ことで現実へと引き戻された。

    「えっと、なんだっけ？」

    「それはたぶん、私のセリフだと思うけど」

    　クローラは戸惑いを隠せない様子だ。

    　ギークは空そら笑わらいでごまかすと、あらためてクローラへと向き直った。
  


  
    「例の件だけど、今日の放課後は大丈夫かな？」

    「えっと……」

    「あ、体調が悪ければ、また今度でもいいんだけど」

    「例の件って？」

    　クローラは目を瞬しばたたかせると、軽く小首をかしげる。

    「……まさか、忘れた!?」

    「忘れたって、なんのこと？」

    　おうむ返しのように聞き返すクローラの姿に、ギークははたと気がついた。クローラに覚えた違和感の正体について、である。見た目の話ではない。

    （オレを見る目が違うんだ）

    　初対面のようなぎこちなさ、そしてそれを感じさせる何かが、クローラの体からジワジワと滲にじみ出ている。

    （でも、なんでだ？）

    　つい三日前の出来事を忘れてしまうなど考えられない。

    （そんなのあり得るか？）

    　ギークは自問するが、答えは出ない。すぐさま真顔で考え始めたギークだが、深く考える間まもなく思考は途切れた。クローラが怪け訝げんな表情でギークの様子をうかがっていたからだ。

    「わ、悪わりぃ。ちょっとした勘違いってやつだ」

    　いたたまれなくなったギークは、作り笑顔でおどけて見せた。

    「そういえばさ、ちょっと〝雰囲気ふいんき〟が変わったんじゃないか？」

    「そう？　特に何も変えていないけど」

    「そ、そっか。んじゃ、オレの気のせいかもしれないな」

    　ギークは早口で呟つぶやくと、逃げるようにその場から立ち去った。
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    「まったく分からん」

    　そそくさと給食を片づけたギークは、校舎の屋上へと足を運んでいた。昼休みにはそこそこ賑にぎわう屋上も、今は貸し切り状態だ。まだ生徒たちは教室でのんびりと昼食をとっているに違いない。

    　ギークはゴロンと寝転がると、挑むような眼まな差ざしで天そ井らを睨にらみつけた。大洋を連想させる深い青色をした空には、綿菓子にも似た雲がぽっかりと浮かんでいる。

    「見慣れた偽物の空、か。本物の空って、どんな感じだろ」

    　ドームという閉鎖空間では知ることはかなわないが、許されるなら眺めてみたかった。

    　もちろん本物が優まさっているという保証はないし、見てガッカリする可能性もある。だが、それならそれでよかった。

    「比較しなきゃ、偽物の空あれの良さだって分からないよな」

    　もっともギークが気にしていたのは空の青さでもなければ雲の白さでもない。クローラに感じた違和感についてである。

    「どう考えても、Ｇホッパーあいつらに連れていかれてからだよな」

    　デイジーワールドの治安を維持するＧホッパーは、さして珍しい存在ではない。見慣れていたし、悪ふざけが過ぎて叱しかられた経験こともある。ちょっと鬱うつ陶とうしい連中というのがＧホッパーに対するギークの印象で、注意すべき存在ではなかった。

    　今の今までは――。

    　不思議なもので、疑問に感じた途端、それは瞬またたく間まに不信感へと変へん貌ぼうを遂げていく。

    （あいつら、クローラに何かしたんじゃないか？）

    　その何かは少しも想像できなかったが、そう考えれば合点がいく。

    （今までは気にもしなかったけど……）

    　連行されたのが気になる人クローラでなければ、Ｇホッパーの存在など疑問にすら思わなかっただろう。だがしかし、ギークは気がついてしまった。そしてそれはさらなる疑問を生み出していく。

    「とにかく、あいつらが怪しいのは決定だ。うん。間違いない」
  


  
    「あいつらがどうしたって？」

    　突然、空が翳かげったかと思うと、ギークの頭上から男の声が降ってきた。

    「うわっ!?」

    　ギークは飛び上がるように上半身を起こすと、声をひっくり返した。

    「悪いな。驚かせてしまって」

    　そう言ってギークの隣に腰を下ろしたのはナードである。

    「早食いでもしたのか？」

    「まさか。君と一緒にしてもらっては困る」

    「じゃあ、こんなところになんか用でもあるのか？」

    「この場所に用はない」

    「ってことは、オレと話がしたいわけだ」

    　ギークは横目でナードの様子をチラリとうかがう。

    「早食いで大食らいの君が、おかわりもせず教室を出て行けば気にもなる」

    「なんか遠回しに子ガ供キだと言ってるようにも聞こえるな」

    「気のせいだ」

    　ナードはアッサリと答えると、いつものように指先で眼鏡めがねのフレームを押し上げた。

    「ナードはさ、どう思った？」

    「と言うと？」

    「クローラのこと」

    「彼女がどうかしたのか？」
  


  
    　ナードは眉まゆをひそめる。

    「クローラの様子がさ、なんか変なんだ。気のせいかもしれないけど」

    　ギークは声のトーンを落とすが、すぐに頭を振って気持ちを立て直した。

    「やっぱ変だ！　間違いない!!」

    「私は特におかしいとは思わなかったが」

    「オレはずっとクローラに注目してたからな。オレとナードじゃ見た目が違って当然だ」

    「見る目だと思うが……。確かに君の言うとおり、些さ細さいな違いに気づけるかどうかは、怪しいところではある」

    「だろ？　オレが思うに、クローラはＧホッパーに何かされたんじゃないかな。そう考えるとさ、うまい具合にいろんなことが納得できるんだ」

    　Ｇホッパーの話題を出した途端、ナードは眉み間けんにシワを寄せた。

    「でもあいつらって、システムに従って行動してるんだっけ？　ってことは雑ざ魚こっていうか、下っ端ぱっていうか、そんな感じで、悪いのは……」

    　システムだと言いかけたときだ。なぜかナードは忍び笑いを始めた。

    「なんだよ。笑うとこじゃないだろ!?」

    「すまない。珍しく大まじめに語っているものだから、ついつい」

    　ナードは謝あやまりながらも、笑うことを止やめなかった。

    「何やら難しいことを考えているようだが、学生である私たちが議論しても始まらないだろう。どうこうできる問題でもない」

    「そりゃそうだけど」

    「それに彼女、見たところ元気そうじゃないか。やつれているなら問題だが」

    「う～ん……」

    　ギークは胸の前で腕を組み、唸うなり声を上げる。

    「と言っても君は納得しないだろうから、私も彼女のことを気にかけるとしよう。先生にもそれとなく訊たずねておく。何か情報を得たら君にも報告する」
  


  
    「分かった」

    　ギークが頷うなずくと同時に、生徒たちがポツポツと姿を見せ始めた。昼食を終え、短い昼休みを堪たん能のうするつもりなのだろう。皆そろいもそろって幸せそうな顔をしている。

    （アイツらって、システムに何も感じないのか？）

    　ナードには納得して見せたが、芽め生ばえた疑問は簡単には払ふつ拭しよくできない。それどころかその芽は少しずつ、しかし確実に育っている。そのせいか生徒たちの笑顔も空そら々ぞらしく見え、何もかもが嘘うそっぽく感じられた。

    「よしっ！　給食の残りでも漁あさってくるかっ!!」

    　ともすれば引きつりそうになる顔を、ギークは声を張り上げることで覆おおい隠すと、ボロが出る前に行動を開始した。
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    　ギークは悶もん々もんとした気持ちを胸にしまいこんだまま放課後を迎えていた。

    　デイジーワールドへの疑問は、衰えるどころか勢いを増している。ギークはナードや教師、クラスメイトにそれを悟られないようにするため、普段は見向きもしない勉強に打ちこんでいた。おかげで難しい顔をしていても不自然ではなかったが、慣れないことをしたせいか、頭はひどく疲れている。

    「さてと」

    　ギークは手早く荷物をまとめると、カバンを担いで席を立った。

    「急いでいるな。帰りにどこか寄るのか？」

    　ナードは着席したままギークへと体を向けてくる。

    「勉強しすぎて疲れたから、さっさと帰って寝る」

    「勉学に励むのは学生の務めだ。ひいては社会への貢献にもつながるのだから、君がやる気を出したのは実に喜ばしいことと言える」

    「頭から煙が出そうだけどな」

    「それだけ真剣に取り組んだという証あかしだろう」

    　ナードはクックと喉のどを鳴らして笑った。
  


  
    「オマエが考えてるより、ずっと大変なんだぞ」

    　ギークはふてくされるが、実のところ苦労していたのは勉強ではない。労力の大半は別のことに費ついやされていた。それはつまるところクローラの件なのだが、その答えを求めても納得のいく解答は得られなかった。

    （考えても分からないなら、行動するしかないよな）

    　想像力を駆使しなくても、自分で見聞きしたものなら理解も早い。過程をすっ飛ばしたとしても、結論にさえたどり着ければ問題はなかった。

    （ナードコイツには帰って寝るって言ったけど……）

    　実のところ、ギークは眠気など少しも感じてはいなかった。それどころか体は気力に満ちている。内側から湯水のごとく湧わいてくる衝動に、思わず走り出したくなるほどである。

    （誰も疑問に思わないなら、オレが調べてやる）

    　その結果、何もなければ今までどおり暮らせばいい。

    　もし絶望するような結論に達したときは――。

    （そのときは、そのときだ）

    　何もせずジッとしているよりは、行動して後悔したほうが自分らしかった。

    「んじゃ、お先っ！」

    　ギークは片手を上げてナードに合図を送ると、勢いよく歩き始める。途中、女生徒クラスメイトと談笑するクローラの姿が目に入ったが、すぐに視線を外はずした。

    （そのうちハッキリするさ）

    　ギークは自分自身を納得させると、教室をあとにした。
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    「で、何をどうすりゃいいんだ？」

    　デイジーワールドについて調べようと決意したギークだが、さっそくつまずいていた。
  


  
    　ギークは校門の前で足を止め、唸うなり声を上げながら困惑の表情を浮かべる。もとより計画性などないのだから当然の結果だ。

    「やっぱ頭を使うって大切なんだな」

    　今さら気づいても手遅れだが、後戻りはできないし、するつもりもなかった。

    「とにかく行動あるのみ！」

    　ギークは頷うなずくと、空高くそびえる聖塔セントラルへと目を向ける。

    （デイジーワールドの不思議っていったら、やっぱ聖塔アレだろ）

    　デイジーワールドを象徴する建物でありながら、その内部は一切不明。様々なウワサだけが飛び交かう謎なぞの建物である。

    （今さらだけど、怪しすぎるよな）

    　ギークは挑むような眼まな差ざしで聖塔セントラルを睨にらみつけると、臆おくすることなく歩き出した。
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    　ドームの中心に位置する聖塔セントラルは、空を突き破りそうなほどの超高層建築物スカイスクレーパーだ。何階建てなのかは見当もつかない。というのも、聖塔セントラルには窓がないので数えようがないのだ。

    「でっかいな」

    　聖塔セントラルまで数百メートルほどの距離があったが、その巨大さは十分すぎるほど伝わってくる。通り沿いに建ち並ぶオフィスビルもそれなりの高さがあったが、聖塔セントラルには遠く及ばない。

    「誰が造ったんだか知らないけど、とんでもない建物だよな」

    　聖塔セントラルに向かって歩きながら、ギークは今さらながらの感想を呟つぶやいた。

    （あそこに住んでるのは、人じゃない気がする）

    　神の存在を信じているわけではない。それを感じさせるほどの圧倒的な存在感が、聖塔セントラルから放たれているように思えたのだ。

    　聖塔セントラルに近づくにつれ、ギークの表情は自然と厳しさを増していく。体は心なしか強こわばっており、手足はロボットのようなぎこちない動きをしていた。
  


  
    （まだ着いてもいないってのに）

    　あらためて辺りに目を配ると、通りのそこかしこにＧホッパーが見て取れた。巡回中の者、詰め所の前で待機する者など、通行人の十人に一人はＧホッパーである。学校の周辺とは大違いで、かなり高い割合でＧホッパーが存在していた。

    （やっぱ聖塔セントラルが近いからだよな。ってことは、つまり警備しなきゃいけない建物ってわけだ）

    　ますます聖塔セントラルの正体が気になったが、悠ゆう長ちように考えている場合ではない。

    （見られてる）

    　だがギークは、すぐに自分の考えを否定する。

    （見られてるんじゃない。監視されてるんだ……）

    　今まで気にもしてなかったが、あらためてＧホッパーの動きを注ちゆう視しすると、それと気づく。彼らの目は住民の一いつ挙きよ一いち動どうに合わせて動いており、犯罪者でも見るかのように鋭く、そして険けわしい。Ｇホッパーの役目はデイジーワールドの治安の維持だが、端はなから疑ってかかる姿勢スタンスである。システムに疑問を抱いたせいか、ギークにはそのことが手に取るように理解できた。

    　だがその事実に気づいた途端、ギークは青ざめる。監視されていると知った以上、否いやが応おうでも意識せざるを得ない。よくよく周囲に目を配ると、あちらこちらで監視カメラが目を光らせている。隠しカメラを考慮に入れると、死角は皆かい無むだろう。しかも監視しているのはＧホッパーとカメラだけではない。

    （スパイもいるって話だよな）

    　そこまでいくと、もはや見ただけでは判別できない。それはギークの不安を助長した。

    　どくんどくんと、知覚できるほど心臓が拍動している。それに合わせて呼吸も乱れ、過呼吸にでもなったのか、ギークは目め眩まいを覚えた。足を踏ん張らせることで転倒こそ免まぬかれたが、もはやパニックにおちいる一歩手前だ。しかもそんなタイミングで、ギークは前方から歩いてくるＧホッパーと目が合った。

    （ヤバイ）

    　考えるよりも先に体が動いた。ギークは唐突に踵きびすを返し、猛然と駆け出したのである。

    　Ｇホッパーが声をかけてきたわけではない。本能的な恐怖に駆られ、体が勝手に動いたのだ。そしてそれはギークにとって悪い方向に作用した。

    「お、おい、待てっ！」

    　背後から野太い声が追いかけてきた。

    　振り返ると、巨漢の大男が怒ど鳴なり声を上げている。

    　ギークは自分の対応に過ちがあったことを悟ったが、もはや手遅れだ。

    （逃げるしかない）
  


  
    　だが逃走に成功しても、身元が割れるのは時間の問題だろう。制服から学生だと判断できるし、そこに監視カメラの映像を加えれば、ギークを特定するなど難しくはなかった。

    （それでも……。とにかく逃げるしかない）

    　捕まったらどうなるかは考えるまでもない。

    　情報を共有しているのか、それとも騒ぎを聞きつけたのか、追っ手は徐々に数を増していく。幸いギークは運動が得意な上に小回りも利きくので、危あぶなげなく逃げ続けている。しかし体力は無む尽じん蔵ぞうではないので、いずれは追いつかれるだろう。

    　ギークは建物と建物の間の小道に入り、壁際に設置されたゴミ箱ダストボツクスの陰に身を潜ひそめた。

    （やりすごせればいいけど）

    　だが望み薄だとギークは知っていた。相手は組織として行動しており、携帯端末ＰＤＡを駆使することが可能だ。

    「ダメかもしれない」

    　ギークは肩を激しく上下させながら、そんな弱音を呟つぶやいた。

    　通りの方角から、怒ど声せいとともに賑にぎやかな足音が近づいてくる。ギークは壁に背を貼はりつけ、息を押し殺した。

    （そのまま通りすぎてくれ……）

    　ギークは祈るが、二手に分かれるのは確実だ。

    （ゲームオーバー、か）

    　ギークは覚悟を決めるが、なぜかＧホッパーはそのまま通りを走り去った。

    「助かった……」

    　ギークはホッと息をつく。

    「アイツら、ひょっとしてバカなのか？」

    　おかげでギークは命拾いをしたが、いかんせん都合が良すぎた。何か別の思おも惑わくがあるのではと警戒してしまうほどだ。

    「とにかく、どこか安全な場所に避難しないと」

    　だがデイジーワールドが箱庭である以上、百パーセント安全な場所は存在しない。それでも聖塔セントラルの近くに留とどまるよりはいくらか安全だろう。ギークが行動を開始した直後、制服のスラックスの尻しりポケットに入れている携帯端末ＰＤＡがメールの着信を知らせるメロディーを奏でた。
  


  
    （誰だよ、こんなときに！）

    　ギークは舌打ちしながらも携帯端末ＰＤＡを取り出し、その画面デイスプレイに目を向ける。
  


  

  【差出人】ヲチ



  【件　名】脱出ルート


  　　　　　助かりたければ、添付したデータの場所へ。


  



  
    「誰だ、コイツ……」

    　ギークは眉まゆをひそめた。

    　ヲチという名に覚えはない。しかしメールの差出人は、そうではないようだ。

    （脱出ルート？　助かりたければ!?）

    　ギークは身構えると、細心の注意を払って周囲に目を配った。

    （近くにいるのか？）

    　ギークが追いつめられているのは事実だが、それを知るには近くで見ていなければならない。だがそれらしい人物は発見できなかった。

    　ギークは気を取り直すと、メールに添付されていたデータを画面に表示させる。画面に映し出されたのは聖塔セントラル周辺の地図だ。ギークの現在位置には「×」が、そして目的地には「○」が記されている。ご丁てい寧ねいにも、目的地までの最短ルートまで記されていた。

    （どうする？）

    　ギークは自分自身に問いかける。

    （罠わなかもしれないよな）

    　だが罠など仕掛けなくても、捕まえようと思えばできたはずだ。

    （それをしなかったってことは……）
  


  
    　なんにせよ、このままでは遅かれ早かれＧホッパーオニに捕まるのは間違いない。

    「賭かけてみるか」

    　ギークは自分に言い聞かせると、迷いを振り切るかのような勢いで走り出した。
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  　謎の人物ヲチとの待ち合わせ場所は、オフィス街に点在する公園の一つだ。

  　もっとも公園とは名ばかりで、数台のベンチと水飲み場、かろうじてトイレはあったが、空いたスペースを埋めるために造園されたのは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。オフィス街のオアシス的な役目を担になっているのだろうが、それにしてはあまりにも貧相だ。

  　ギークは公園の手前で何度か深呼吸をすると、乱れた息を整える。なんだかんだで五百メートルほどの距離を必死に駆けてきたが、幸運なことに公園にたどり着くまで一度もＧホッパーと遭遇しなかった。それでも極度の緊張を強しいられているせいか、ギークの体にはマラソンでもしたかのような重い疲労が蓄積されている。

  　だが藁わらにもすがる思いで足を運んだにもかかわらず、公園には誰もいなかった。

  「そりゃそうだよな」

  　冷静に考えれば、ギークに手を差しのべるメリットなどないことが分かる。しかしそれに気づくことで、ギークは気力を根こそぎ奪われていた。

  「逃げる元気も……なくなっちまったな……」

  　その場でへたりこみそうになったとき、ギークは何者かに右手をギュッと握られた。

  「え？」

  　不意の出来事にギークは身を強こわばらせる。

  　恐る恐る目を移すと、小さな白い手がギークの右手をつかんでいた。

  　ギークの手を握っていたのは、中学生とおぼしい女の子だ。白のブレザーに白のスカートから、それと分かる。胸元を飾る深紅のネクタイは、女の子が二年生であるという証あかしだ。背はギークの顎あごの高さほどしかなく、折れそうなほど華きや奢しやな体つきをしている。飾り気はなく、サイドの髪をまとめるための髪留めアクセサリーが唯一のオシャレだ。

  （なんなんだ、この娘こ）

  　ギークは形容しがたい複雑な表情を浮かべると、女の子へと目を向けた。

  「男の子なんですから、弱音を吐くのは禁止です」

  　女の子は弾むような声で言うと、ギークを見上げた。追従するように柔らかそうな黒くろ髪かみがフワリと揺れる。

  「誰？」

  　ギークが訊たずねると、女の子は口を尖とがらせた。

  「察しが悪いですよ」

  「まさか……」

  　ギークは女の子を指さした。

  「たぶんそれで正解ですが、外はずしそうな気もするので、ためしに答えを言ってみてください」

  「ヲチ……じゃないのか？」

  「自信なさそうですね」

  　女の子は溜ため息をつく。

  「曖あい昧まいな返答はダメです。男の子なら、胸を張って堂々と答えないと」

  「堂々と答えてハズレたら？」

  「もちろん怒ります」

  　女の子はシレッと答える。

  「でも、どっちつかずの答えを出されるよりは、ずっとずっとマシです」

  「そういうもんか？」

  「そういうものです」

  　女の子は一つ頷うなずくと、クスッと笑った。

  「あたしがヲチです」

  「やっぱり……」
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  「移動しましょうか。そろそろ怖こわい人たちにもバレてしまうころです」

  　ヲチは無む邪じや気きな笑みを浮かべると、ギークにアイマスクを差し出した。

  「これは？」

  「使い方の説明が必要ですか？　これはアイマスクといって、光を遮しや断だんすることで……」

  「そうじゃなくてさ、なんでアイマスクをする必要があるのかなって」

  「あ、それはですね、見られたくないからです」

  「何を？」

  「それも知られたくないんです。今は、ですけど」

  「つまり、さっさとアイマスクをしろってことだよな」

  「はい」

  　ヲチはニッコリと笑う。

  「大丈夫です。ちゃんと案内しますから」

  「案内って……」

  　ギークは言いかけるが、ジッと見つめてくるヲチに気づいて口をつぐんだ。そして求めに応じてアイマスクを着用する。

  「じゃあ、行きますね」

  　そう言うと、ヲチはギークの手を引いて歩き始めた。
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    　ギークはヲチに手を引かれ、黙々と歩き続けていた。

    　視覚が遮さえぎられているため、自分がどこにいるのかは皆かい目もく見当がつかない状況だ。

    　分からないのは場所だけではない。歩き始めて何分が経過したのか。そして、どれくらいの距離を歩いたのか……。ズルをせず、しっかりとアイマスクを着用していたため、手がかりはないに等しかった。

    （ちょっとくらい、隙すき間までも作っときゃよかったな）

    　馬鹿正直に従ってしまったが、不思議と不安は感じなかった。

    　分かっているのは、何度か階段を上り下りしたことくらいだ。

    （それと、妙に足音が響くことか）

    　誰もいない学校の廊下を歩いているような、そんな印象である。

    「質問してもいいか？」

    　ギークが訊たずねると、ヲチは間かん髪はつを容いれず可愛かわいらしい声で「はい」と応じた。

    「オレを助けてくれるのか？」

    　疑問は山ほどあるが、まずはそれを確認する必要がある。

    　だが口にした途端、ギークは愚ぐ問もんだと気がついた。

    「今の質問はナシね」

    　アイマスクで視覚を奪われ、年下の女の子の手を頼りに歩いているのだ。掌てのひらに伝わる温ぬくもりに自分が全幅の信頼を寄せているのは事実である。疑問を挟はさむ余地などなかった。

    「危あやうく叩たたいちゃうところでした」

    　ヲチはクスクスと忍び笑いを漏もらすと、心配するなと言わんばかりに、つないだ手をギュッと握った。

    「あ、目的地が見えてきましたよ。見えないと思いますけど」

    　ヲチは嬉き々きとした声を放つと、手をぐいと引っ張った。
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    　ぎぃと、錆さびたドアが開かれるような音が聞こえてきた。

    　ギークはヲチに導かれるまま歩ほを進めていく。背後でドアが閉じる鈍どん重じゆうな音が響き、それを合図に先導するヲチが足を止めた。

    「少し前まえ屈かがみになってもらえますか？」

    　言われたとおり身を屈めた途端、ギークの顔からアイマスクが取り除かれた。

    「ここは……」

    　ギークは目を瞬しばたたかせると、目の前の光景を食い入るように見つめた。

    　教室ほどの広さがあるその部屋は、一ひと言ことで表現するならモニタールームだ。壁には何十台ものモニターが設置されており、街や学校、教室、オフィスなど、様々な映像を映し出している。その中の何台かは、街を走り回るＧホッパーの動きを追っていた。

    （オレを追いかけてた連中か？　だとしたら……）

    　ギークはヲチに問うような眼まな差ざしを送りつけた。

    「デイジーワールドのシステムに納得がいかない人たちって、本当はけっこういるんですよ」

    　ヲチは部屋の中央に設置されたデスクへと足を運び、椅い子すに腰を下ろした。机に端末パソコンとモニターが設置されていることから、それを使って壁のモニターを管理しているのだろう。

    「ここはシステムと戦う人たちの拠点アジトの一つで、いわば司令室ですね」

    「そういえば、システムに反抗する連中がいるって……」

    「火のないところに煙は立たないという諺ことわざをご存じですか？　つまり、そういうことです」

    「拠点アジトの一つってことは、まだ他にもあるってことか」

    「はい。デイジーワールド内に数か所ほど。外にもありますよ」

    「外!?」

    　予想外の話に、ギークは驚きを通りこして呆ぼう然ぜんとなった。
  


  
    　デイジーワールドはドーム状の閉鎖空間だ。当たり前だが、外の世界は存在する。

    （頭では分かっていたはずなんだけどな……）

    　いざその事実を突きつけられると、暗がりの中に取り残されたかのような不安感が押し寄せてきた。

    「怖こわいですか？」

    　ヲチの話に、ギークはドキリとした。

    「怖くて当然だと思います。いきなり新しい価値観が提示されたわけですから。でも現実を受け容いれてもらうしかありません」

    「ちょっと自信がないな……」

    「では、外の世界をご覧になりますか？　モニターの映像でよければですけど」

    「できるのか？」

    「もちろんです」

    「頼む」

    　ギークの希望を受けて、ヲチは手元の端パソ末コンを操作する。壁のモニターが一斉に暗転し、ついで一台の巨大モニターとして何かを映し出した。

    　街だ。しかし見慣れた街並みとは大きく異なっている。街は廃墟ゴーストタウンのように寂さびれており、建物の大半は倒壊、あるいは半壊しており、砂さ塵じんが宙を舞っていた。人が住めるような環境には見えない。

    「これが外の世界。つまり現実です」

    「誰か住んでるのか？」

    「何人かは。外の世界なら、デイジーワールドのシステムも及びませんから」

    「なるほど」

    　ギークは納得すると、あらためてヲチへと向き直った。

    「助けてもらったのに、お礼がまだだった。ありがとう」

    「どういたしまして」
  


  
    　ヲチはニコリと笑う。

    「けどビックリしました。モニターをチェックしていたら、聖塔セントラルに向かって歩いていく学生さんがいたんですから」

    「あそこに行けば、いろんなことが解決しそうな気がしたからさ」

    「無理、無茶、無謀の三拍子ですよ？」

    「オレもそう思う」

    　ギークは肩をすくめた。

    「でもさ、よく助けにくることができたな。Ｇホッパーが大勢いたのに」

    「偽の情報を流したんです。公園に行くまで、一度も遭遇しなかったでしょう？」

    「そういうことか」

    「情報の操作は、ちょっとだけ得意なんです」

    　ヲチは小さな力こぶを作って見せた。

    （謙けん遜そんだよな、どう考えても）

    　Ｇホッパーを攪かく乱らんした上に、ギークの携帯端末ＰＤＡにメールを送りつけるくらいである。ハッカーと言っても過言ではないだろう。

    「仲間って何人くらいいるんだ？」

    「百人ほどです」

    「そんなに!?」

    「口に出さないだけで、システムに不満を持っている人は多いと思います。潜在的な人を含めれば、相当数にのぼるかもしれませんね。ギークさんも、その一人というわけです」

    　ヲチはスラスラと話すと、不意に真顔になった。

    「さて、イロイロとお話ししましたが――。なぜアイマスクをして連れてきたか、お気づきですか？」

    「この場所を知られたくないから？」
  


  
    「そのとおりです」

    　ヲチはアッサリと認めた。

    「デイジーワールドは人類がたどり着いた理想郷などではありません。少なくとも、あたしたちはそう考えています。ギークさんも、システムに疑問を抱いだいたからこそ、聖塔セントラルに向かったわけですよね？」

    　ヲチの問いに、ギークは頷うなずき返した。

    　嫉しつ妬とを生むからパートナーはシステムが選ぶ。それがデイジーワールドの常識だ。しかし、それが正しいとはとても思えなかった。

    　だがギークが何よりおかしいと感じたのは、クローラの件である。極論すると、その問題がなければデイジーワールドやシステムへの疑問は感じなかっただろう。

    「これは提案ですが――」

    　ヲチはギークの目を見つめ、話を続ける。

    「あたしたちの仲間になりませんか？」

    「仲間に？」

    「人が人らしくあるための世界。あたしたちは、そんな世界を作りたいと思っているんです」

    「本気でそんなことができると思って……」

    　だがヲチの真しん摯しな眼まな差ざしを見れば、その話が冗談などではないと理解できる。

    「いや、あまりにもその、なんていうか……」

    「突とつ拍ぴよう子しもない話で？」

    「まあ、そんな感じ」

    　ギークは頷うなずくと、話を続けるように目で促うながした。

    「人としての尊そん厳げんを取り戻すには、住民にデイジーワールドの真実を知ってもらうのが一番だと思います。この世界がいかに不自然で、まやかしに満ちた理想郷であるかを示すわけですね。そのための準備も着々と進んでいるんですよ」

    「そんなことをやってる連中がいたなんてな……」

    「ウワサになるくらいですから、中途半端な気持ちで活動しているわけではないとご理解いただけるかと思います」
  


  
    　ヲチは微ほほ笑えむと、襟えりを正してギークを見つめ直した。

    「ギークさん。先ほどの提案の答えを聞かせてください」

    「それってさ、今じゃないとダメなんだよな」

    　そもそも答えを出そうが出すまいが、ギークに帰る場所などなかった。

    「もしオレが断ったら？」

    「あたしからは特に何もありません。この場所を引き払うだけです。もしギークさんが望むなら、外の世界にお連れしてもかまいませんよ」

    （システムに頼らない世界は魅力的だけど）

    　それに依い存ぞんし、何不自由なく暮らしてきたギークにとって、外の世界は過か酷こくそのものに違いない。

    （そもそも外の世界あつちにはクローラもいないし、行く意味なんかないよな）

    　結局のところ、それがすべてだった。

    「あたしは九九パーセントの確率でギークさんが提案を受け容いれると踏んでいます」

    「一パーセントの可能性だってあるだろ？」

    「心の中の問題ですから、一〇〇パーセントはあり得ないです。だから九九パーセントとは、あたしにとっては一〇〇パーセントということです」

    「オレには行く場所もないし、断るわけないってことか」

    「違います」

    　ヲチは即座に否定する。

    「ギークさんには明確な目的があり、それを成し遂げるにはあたしたちの助けが必要になる。だから断らないと確信しているわけですね」

    「デイジーワールドの秘密を探るってやつか」

    「それはギークさんにとって二の次では？」

    　ヲチは小首をかしげる。
  


  
    「クローラさんのため、でしょう？」

    「なんでそれを!?」

    「クローラさんも、システムに疑問を持っていた一人です。近々勧誘するつもりでいたのですが、その前にＧホッパーに捕まってしまって」

    　ヲチは勧誘にあたり、クローラとその周辺にいる人物の調査を行おこなったのだと付け加えた。その過程で、ギークもまた観察の対象になったらしい。

    「なんでクローラは、あんなふうになっちまったんだ？」

    「よくは分かりません。これはあたしの想像ですが、洗脳、あるいは他の何らかの手段で矯きよう正せいされたのではないかと」

    「なんだよ、それ……」

    「つまりシステムに従順な人間に変えてから、社会に復帰させるわけですね」

    　クローラの様子がおかしかったのも、洗脳を施ほどこされたと考えれば頷うなずける。

    （最悪だ……）

    　想像を遥はるかに超えた異常な現実に、ギークは顔を引きつらせ、そして身み震ぶるいした。それと同時に沸ふつ々ふつとした怒りが芽め生ばえ、体がカッと熱くなっていく。

    　ギークは腹を決めると、

    「よろしく頼む」

    　と、キッパリ言い切った。

    「正直、何ができるか分からないし、何もできないかもしれないけど」

    　だがジッとしているなど、今のギークには考えられないことだ。

    「世界を変えるなんて、オレにはできない。ヲチみたいに機械パソコンの操作が上手なわけじゃないし、勉強ができるってわけでもない。体だってちっこいから、Ｇホッパーをぶっ飛ばすなんて、まず無理だ。自分で言ってて、ちょっと情けなくなるけど」

    　ギークは自じ嘲ちようするが、ヲチは黙って耳を傾けている。

    「でも好きな人のために頑張るとかさ、そんな小さなことならオレにもできる。それで世界をどうこうできるとは思わないけど、そんなのが理由じゃダメかな」

    「いえ、素敵な動機だと思います」
  


  
    　ヲチは満足げに頷くと、椅い子すから腰を上げた。そしてギークのもとに歩いていくと、右手をすっと差し出す。

    「歓迎します、ギークさん」

    「うん」

    　ギークはヲチの手を握り返した。

    「では、あらためてご挨あい拶さつを。あたしはヲチ。反乱組織レジスタンスを指揮する者です」

    「え～っ!!」

    　ギークは素すっ頓とん狂きような声を上げた。
  


  


  第二章　真偽二値 hot spare

  



  
    　オフィス街は不気味なほど静まり返っていた。

    　辺りは暗く、道に沿って等間隔に設置された街路灯だけが唯ゆい一いつの光源だ。通りには人っ子一人いない。たまにＧホッパーが巡回していたが、それだけである。住民の姿は見あたらなかった。

    　それもそのはずで、時刻は午前０時。住民は夢の世界に旅立っている時間帯だ。ここはオフィス街だが、デイジーワールドの住民は等しく平等であるため、残業もまた存在しないのである。

    「またここに来るなんて……」

    　ギークはビルの外壁にピタリと体を寄せ、息を殺していた。通りを照らす街路灯の光も、ビルの合間の小道には届かない。そのおかげで白い制服を着ているにもかかわらず、ギークの体は闇やみと同化していた。

    「制服は決意の表われ、か」

    　ギークは周囲に気を配りつつ、そんな独ひとり言を漏もらした。

    『ギークさん、何か言いましたか？』
  


  
    　頭部に装着したヘッドセットから、ヲチの声が聞こえてきた。

    「制服は決意の表われって言ったんだ」

    『そのことでしたか』

    　反乱組織レジスタンスを組織し、学生ですらないヲチがなぜ制服を着ているのか。

    　理由はシンプルだ。学生に戻ったときに備えて、である。

    （学校は面倒だし、勉強もかったるかったけど）

    　当たり前の日常からポンと放り出されたことで、それがいかに大切だったのかが理解できた。そしてそれを取り戻すため、あえて制服を着たヲチの気持ちもよく分かる。

    （ようするに、制こ服れは戦闘服なんだ）

    　そして決意の表われでもあった。

    『ギークさん。やっぱり今日は体を休めたほうが……』

    「大丈夫。オレの自慢は無理、無茶、無謀の三拍子だからさ」

    　ギークがオフィス街にやってきたのは、反乱組織レジスタンスの作戦行動に参加するためだ。

    　今日は無理をせず、明日からにしては、と言うのがヲチの提案である。それは正しい判断で、実際ギークの体は疲ひ弊へいしていた。

    「見ておきたいんだ。この世界の現実ってやつを」

    『でも、危ないと感じたら、すぐに逃げてくださいね』

    「逃げ足なら誰にも負けない」

    『それは自慢になりません。逃げずにすむ状況を作り出すことが大切なんです』

    「それができりゃ苦労しないんだけどな」

    『大丈夫です。そのために、あたしがいるわけですから』

    　ヲチの楽しげな笑い声がヘッドセットから流れてきた。
  


  
    『作戦開始まで、あと三分です。準備はよろしいですか？』

    「ああ」

    『ではもう一度、作戦について簡単にご説明します。今回、ギークさんが潜入する場所は、システムに違反した住民が連行される施設です』

    「クローラも、そこに連れていかれたんだろ？」

    『そのとおりです。監視カメラの映像にも残っていたので、間違いありません』

    　ギークが疲れた体にムチを打ち、作戦に参加したのはそのためだ。

    　クローラがおかしくなった理由を突き止め、あわよくばもとに戻す手がかりを得る。それがギークの主目的だ。

    （ヲチたちには悪いけど）

    　デイジーワールドのシステムを打倒し、人が人らしくいられる世界を取り戻す。それが反乱組織レジスタンスの目的だ。大だい胆たん不ふ敵てきで壮大な計画だが、自分のために、そして住民のためにも実現させる必要があった。しかし端はなから自分の能力に限界を感じているギークにとって、その高い志は荷が重い。参加したい気持ちはある。だが足手まといになりたくはなかった。

    （だからオレは、自分の目的のために全力をつくす）

    　それがひいては世界を大きく変えていく……かどうかは分からないが、コツコツと積み上げていけば、いずれは目標にも近づくだろう。

    （だから予習復習が大切なんだろうな）

    　そのことはナードが口を酸すっぱくして何度も話していたので、ギークもよく知っていた。

    （ナード、か）

    　ギークは手にしていた携帯端末ＰＤＡへと目を向けた。その画面には施設までのルートと内部の地図、仲間とＧホッパーの現在位置など、作戦にかかわる情報がリアルタイムで表示されている。作戦を滞とどこおりなく遂行するための必需品だ。画面を切り替えると、何十件もの着信履歴が表示された。半数は学校や寮からの呼び出しだったが、残りはナードである。

    （心配してるだろうな）

    　ギークが反乱組織レジスタンスに与くみしているなど、ナードは夢にも思わないだろう。

    　気がつくと発信ボタンに指が伸びていたが、ギークはグッと堪こらえる。連絡を取れば足がつく。ナードに余計な嫌けん疑ぎがかかる可能性もあるので、連絡はできなかった。

    『ギークさん、聞いていますか？』

    　耳元で炸さく裂れつしたヲチの声が、ギークを一瞬で現実へと引き戻した。
  


  
    『まもなく一分前です。携帯端末ＰＤＡの情報に従って進めば問題ありません。合図とともに施設に潜入してください』

    「分かった」

    『あと、できたらでかまわないのですが……。何かめぼしいモノを見つけたら、持ち帰っていただけますか？』

    「めぼしいものって？」

    『ギークさんが気になったモノであれば、なんでもかまいませんよ』

    「……よく分かんないけど、了解した！」

    　ギークは頷うなずくと、携帯端末ＰＤＡを操作して施設へのルートを確認する。

    　目標は聖塔セントラルから百メートルほど離れた位置に建っており、周辺には関連施設が軒を連ねている。その中にはＧホッパーの本部も含まれており、まさに中心部と呼ぶに値するエリアだ。

    　ギークは顔だけ通りに出すと、闇やみ夜よの中でぼんやりと浮かぶ聖塔セントラルを凝視する。距離にして約五百メートルほど。それにもかかわらず聖塔セントラルは存在を誇こ示じし、地べたを這はうギークを見下ろしていた。

    『カウントダウンを開始します。十、九、八、七、六……』

    　ヲチの声を耳にしながら、ギークは大きく息をつく。鼓動が速まり、熱病にでも冒おかされたかのように体がカッカしてくる。緊張しているのは明らかだ。しかし体がすくんで動けなくなるほどではない。

    『五、四、三、二、一――。作戦開始ミツシヨンスタート！』

    　ヲチの合図と同時に、辺りがにわかに騒々しくなる。反乱組織レジスタンスのメンバーが行動を開始したのだろう。あちらこちらでサイレンの音が鳴り響き、赤色灯を点灯させた緊急車両が猛スピードで走り抜けていく。ビル内からは非常ベルの音が鳴り響いていたが、火災などは特に確認できない。ヲチが防犯装置セキユリテイシステムに介入ハツキングを仕掛け、騒動を煽あおっているのだ。

    　携帯端末ＰＤＡを確認すると、Ｇホッパーが一斉に動き出すのが確認できる。状況の把は握あくと騒動の鎮圧に乗り出したのだろう。必然的に施設周辺の警備は手薄になり、行動の妨さまたげとなる主な原因は取り除かれた。

    『ギークさん、今です！』

    　携帯端末ＰＤＡを確認すると、施設までのルートからＧホッパーの姿が消えていた。

    「よしっ！」

    　ギークは気合を入れると、弾丸のような勢いで飛び出した。
  


  



  
    ＊
  


  
    

    　周囲の喧けん噪そうをよそに、施設の周辺は驚くほど静かだった。

    　入り口には数名のＧホッパーが警備に当たっていたはずだが、その姿は確認できない。おかげでギークは難なく敷地内に潜入できた。

    『Ｇホッパーは遠ざけておきました。今ごろ存在しない不審者を追跡しているはずです』

    「そりゃいいな。すごくバカっぽい」

    『そうですね』

    　ギークは苦笑すると、建物へと目を向ける。体育館ほどの大きさがあるその建物は、コンクリート打ちっ放しのせいか味も素そっ気けもなかった。二階建てなので、さほど労せず見て回れるだろう。

    「他に誰か来るのか？」

    『いえ、他の皆さんは別の場所で活動中です』

    「オレだけってことか。いいのか？」

    『人数が多ければいいというわけではありません。少人数のほうが効率的な場合もあります』

    　ヲチは場違いなほどの明るい声音で即答した。

    『それにこの施設の調査は、ギークさんにこそ相応ふさわしいと思います』

    「クローラの件があるから？」

    『ご明察です』

    「敵対適所ってやつか」

    『残念。適てき材ざい適てき所しよです』

    　ヲチの指摘にギークは溜ため息をつくと、気を取り直して施設内に踏みこんだ。
  


  



  
    ＊
  


  
    

    　廊下は静せい寂じやくに包まれていた。照明が落とされているため非常に暗く、闇やみに馴な染じんだ目でも見通しは悪い。足下灯フツトライトがなければ身動きすらままならなかっただろう。

    　施設の間取りは学校と同じで単純だ。中央に廊下が走っており、部屋はその左右に等間隔で存在している。出払っているのか人の気配は感じられない。物音も聞こえなかった。

    （牢ろう屋やを想像してたんだけどな）

    　見たところ何かの研究所のような印象だ。その証拠に、微かすかだが薬品のニオイが漂っていた。

    （嫌いやな感じがする）

    　ギークは足音を殺しながら最寄りの扉に近づくと、ガラス越しにそっと室内の様子をうかがった。そこは事務室らしく、簡素な事務机がずらりと並んでいる。何も知らされなければ普通の会社だと勘違いしただろう。特に気になる点はない。

    （端パソ末コンか書類を漁あされば、何か出てくるかもしれないな）

    　だが端パソ末コンはパスワードで保護されているはずだし、書類は読んだところで理解できそうにない。

    　ギークは悩むが、ほんの数秒で気持ちを切り替えた。

    （他を見て回るか）

    　どうせなら、ひと目で「これだっ！」と分かる決定的な何かを発見したかった。

    （コツコツとやる作業は向いてないんだよな）

    　ギークは隣の部屋に足を向ける。だが目に留とまるような何かは発見できず、それは他の部屋も同様だった。

    「簡単に見つかるとは思ってないけどさ」

    『そうですね。何か月もかけて調査を行おこなったにもかかわらず、いざ乗りこんでみると蛻もぬけの殻だった、なんてザラです』

    「サラッと言ってくれるよな」

    『それは洒落しやれですか？　それとも本音ですか!?』

    「どっちでもいいよ」

    　ギークはやけっぱちに答えると、二階に進む旨むねをヲチに伝えて先へと急ぐ。
  


  
    『ギークさんは無駄な作業だと思われるかもしれませんが……』

    「積み重ねが大切だって言いたいなら、よく知ってる。ナードなかまがよく説教してくれたから」

    　ギークは猫のような身軽さで一気に階段を駆け上がった。

    　二階も一階と同じ間取りだ。特に気になる点は確認できず、廊下は閑かん散さんとしていた。人の気配は感じられず、聞こえてくるのは自分自身の呼吸音と足音だけだ。

    　扉に近づいて部屋の中を見渡すと、石柱にも似た巨大な端パソ末コンが何台か置かれていた。

    『そこに設置されているのはサーバーですね。調べてみます』

    「了解」

    　ギークは呟つぶやくと、隣の部屋に足を向ける。だがその部屋も先ほどと同様で、ギークがどうこうできる場所ではなかった。

    （違反者がいると思ったんだけど、そんな感じじゃないな）

    　たまたま違反者がいないときに潜入したのか、それとも情報に誤りがあったのか、どちらにせよ肩すかしだ。

    （ま、そんなもんか）

    　携帯端末ＰＤＡをチェックすると、反乱組織レジスタンスの面々が獅し子し奮ふん迅じんの活躍を見せていた。ヲチの情報操作は完かん璧ぺきで、地図上で右往左往するＧホッパーは滑こつ稽けいそのものだ。現場にいたら笑えないだろうが、画面上でゴチャゴチャと動き回る姿はゲームを眺めている感覚に近い。

    　ギークは二階の調査を再開するが、結局、思うような成果は上げられなかった。

    「手ぶらじゃなんだし、一階の書類を適当に拝借するか」

    　不完全燃焼だったが、何もない場所に長居は無用だ。さっそくギークは階段を駆け下り、先の事務室に向かって歩き始めた。

    「まてよ？」

    　ふとギークは立ち止まり、四方に目を向けると、犬のように鼻をひくひくと動かした。

    （施設ここには何もないって思ってたけど）

    　宙を漂う微かすかな薬品のニオイ。それがより強く感じられる方向へと向き直る。なんのことはない。薬品臭がするのは、今しがた下りてきた階段付近からだった。

    （二階は特に臭わなかったし、ってことはこの辺りから……）
  


  
    　ギークは鼻をひくつかせながらニオイの源をたどっていく。その発生源は階段付近で間違いなかった。だが薬品が陳列されているわけでもなければ、床に液体がこぼれているわけでもない。腰を屈かがめて床に目をこらすと、筋にも似た僅わずかな隙すき間まが確認できた。

    （下に何かあるってことか）

    　携帯端末ＰＤＡを操作するが、地下室の情報は記載されていない。

    「施設に地下ってあるのか？」

    『いえ、そのような情報は得ていません。ただし不正侵入ハツキングで得た情報なので、そもそもＰＣ上にデータがなければ携帯端末ＰＤＡに反映するのは不可能です』

    「じゃあビンゴってわけだ」

    『え？』

    「施設ここの下に何かありそうなんだ。調べられるか？」

    『先ほどのサーバーを調べれば、あるいは。確認してみますが、ギークさんも引き続き調査をお願いします』

    　ヲチが作業を始める一方で、ギークもまた階段の周囲を念入りに調べ始めた。床には隙すき間まがあったが指を入れられるほどではなく、貝のようにピッタリと閉じられている。手元にバールがあったとしても、こじ開けるのは不可能だろう。ギークは床から目を外はずすと、その流れで壁を注視する。そこには照明用のスイッチパネルと、ＩＣカードを読み取るセンサーが設置されていた。

    「壁にカードのセンサーがあるんだけど、これをなんとかすればいいんじゃないか？」

    『了解しました。防犯システムまわりを中心にチェックしてみます』

    　再びヲチは作業を始めるが、十秒も経たたないうちにリアクションがあった。

    『発見しました。解かい錠じようしますので気をつけてください』

    「えっと、何を？」

    　だがいちいち訊たずねるまでもなく、目の前でそれは起きた。微かすかな振動とともに床が横にスライドし始めたのである。見えてきたのは地下へと続く階段だ。足下灯フツトライトのおかげで真っ暗くら闇やみではないが、それでも階下がどうなっているのかは判然としない。ぼんやりと踊り場は見て取れるが、そこの先に何があるかは下りて確認するしかないだろう。

    『その先の情報はありません。どうされますか？』

    「どうするって、チャンスは今しかないんだろ？」

    『それはそうなのですが……』

    「じゃあオレが行くのが一番だ」
  


  
    　言うが早いか、ギークは足あし下もとを確認しながら階段を下り始めた。

    『この先、ギークさんを追跡トレースすることができなくなります。危険だと感じたら、速すみやかに脱出してください』

    「了解！」

    　ギークは神妙な面おも持もちで頷うなずいた。
  


  



  
    ＊
  


  
    

    　奈な落らくの底がどのような場所かは不明だが、それに近い場所に向かっているのは確かだった。

    　足下に注意しながら階段を下りていたギークだが、まるで終わりが見えない。気がつけば早足になっており、最終的には何段か飛ばして駆け下りるまでになっていた。

    （どこまで続いてるんだ？）

    　薬品のニオイは、いよいよきつくなっている。その正体は分からないままだが、消毒液の臭においに酷こく似じしていた。

    （洗脳、か）

    　薬品を使って違反者の心を操作する。そんなおぞましい光景がギークの脳裏にありありと浮かんできた。

    　ギークは身み震ぶるいをすると、恐怖心を振り払うように勢いよく階段を下っていく。ほどなく階段に終わりが見えてきた。

    　地下数十メートルほどだろうか。正確な深さは不明だが、奈な落らくと呼ぶに相応ふさわしい場所には違いない。ヲチの言うとおり電波も届かないらしく、ヘッドセットからは微かすかな雑音ノイズしか聞こえてこなかった。携帯端末ＰＤＡも同様だ。

    （こんなところにＧホッパーが来たら……）

    　そう考えると震えがくるが、今さら後戻りはできない。

    （きっとヲチが時間を稼かせいでくれる）

    　それでも可か及きゆう的てき速すみやかに行動しなければならないのは事実だ。

    　階段を下りた先には、城門にも似た頑強な扉があった。その前にギークが立つと、扉は中央で分かれて左右にスライドしていく。
  


  
    　扉を潜くぐった途端、ギークは目を剥むいた。

    「なんだよ、これ……」

    　ギークの眼前に広がっていたのは巨大な空間だった。あまりにも大きすぎて、その全容はうかがい知れない。天井は高く、目をこらしても確認できないほどである。それは左右も同様で、奥行きについては言わずもがなだ。街を丸ごと収められるほどの広大な空間に、ギークはひたすら圧倒されていた。

    「地下に、こんな場所が……」

    　だが注目すべき点は広さではない。カプセル状の水すい槽そうのようなものが数えきれないほど並べられていたのだ。水族館にでも迷いこんだかのような印象である。

    　ギークは水槽の一つに近づいていく。全面ガラス張りの水槽には、何かが収められていた。

    　どくんと、ギークの胸の中で心臓が跳はね上がる。水槽に収められているものに気づいたからだ。

    「うっ」

    　ギークは呻うめくと、思わず目を逸そらした。

    　肌が粟あわ立だち、暑くもないのに汗ばんでくる。ギークは額ひたいに浮かんだ脂汗を手で拭ぬぐうと、ともすれば笑いそうになる膝ひざを気力で庇かばいながら水槽の前に立った。

    　水すい槽そうの中に収められていたのは、全裸の人間である。精巧に作られた人体模型にも見えるが、そうではない。肌の色いろ艶つやからそれと分かった。他の水槽も同様だ。老ろう若にやく男なん女によ、様々な人間が水槽の中に一体ずつ収められている。標本のようだが、死んでいるわけではない。その証拠に、微かすかに胸は上下していた。

    「なんなんだよ、これ」

    　あらためて水槽を確認すると、それぞれの水槽にはラベルが貼はられている。そこには名前、年齢、性別などの個人情報の他に、現在の居住地が記されていた。ギークはその場を離れ、他の水槽を確認していく。どの水槽も、これといった差異はない。中に入っている人間が異なるだけである。驚くべきは、その人数だ。

    　千人か？

    　万単位だろうか？　しかしなんの目的で彼らが存在するのかは不明だった。

    「手がかりがあるとしたら……」

    　ギークは水槽に近づくと、あらためてラベルに注目する。

    　気になったのは居住地についての情報だ。ラベルの情報を読み取りながら水槽を見て回るうちに、ギークは一つの事実に気がついた。

    「そういうことか」

    　水槽の役割に気づいたわけでもなければ、中の人の正体に気づいたわけでもない。閃ひらめいたのは水槽の並び順である。水槽は適当に配置されているわけではなく、住んでいる場所でまとめられていた。

    「ってことは……」

    　ぞくっと、ギークの背筋に悪お寒かんが走る。

    　水槽に注目しながら歩いていたときだ。
  


  「あれは……」

  　ギークは水槽の一つに目を留とめた。その中にいたのは、見知った人物である。

  「ナード……。なんでナードがここに……」

  　水槽に貼られたラベルには、ナードの個人情報が記されていた。

  「ここにナードがいるってことは、寮にいるはずのナードは!?」

  　ギークは軽くパニックを起こしていた。

  　異常な空間に異常な状況、さらには目の前のナードである。ギークを精神的に追いこむには十分だ。しかし、それすらも凌りよう駕がする最悪の光景が、ギークの視界に飛びこんできた。

  （あっ……ああっ……！）

  　ギークは声にならない悲鳴を上げ、その場にくずおれた。頭が真っ白になり、体から血の気が失うせていく。

  「なんで……。なんでオレがいるんだ……」

  　ナードの水すい槽そうの近くには、ギークの体を収めた水槽が設置されていた。ラベルにはギークの名が記されているので、そこにいるのがギークという名の何かであるのは間違いない。姿形はギークと瓜うり二ふたつだ。身体的特徴で異なる点といえば、若干、髪が長いくらいだろう。それ以外はギークそのものである。

  「まさか……」

  　ギークの頭の中に、天てん啓けいにも似た二文字が浮かび上がってきた。

  　洗脳。

  　だがその二文字は粉こな微み塵じんに砕け散り、別の可能性が浮上してくる。

  「クローラは洗脳されたんじゃない……。ここにいる何かと……」

  　それは禁きん忌きにも似た恐ろしい結論だ。

  「コイツらはオレの……オレたちの予備スペアってことか……」

  　ギークは冷や水を浴びせられたかのような衝撃を受けた。

  　だがしかし、その結論に達したことで、あまりにも恐ろしい別の可能性が脳裏をかすめる。

  （オレのほうが予備スペアってことも……）

  　その可能性もあった。

  　本物オリジナルか、それとも予備スペアか。

  　当然、ギーク自身は自分がオリジナルだと信じて疑わなかったが、頭の片隅で芽め生ばえた小さな疑念は拭ぬぐい取れない。

  「あああああああああああああああっ！」

  　ギークは頭を抱かかえると、獣けものにも似た叫び声を放った。

  　正気を失ったわけではない。正気を保つための衝動的な行動である。Ｇホッパーに見つかる可能性もあったが、幸いにも追っ手の気配は感じなかった。足音も聞こえてはこない。

  　ギークは胸に手を添え、何度か深呼吸を繰り返すと、気持ちを奮ふるい立たせた。ついで膝ひざに手を当て、やけくそ気味に体を引き起こす。

  「とにかく、戻ろう」

  　ヲチが求めためぼしいモノかどうかは判断できない。しかし情報としては十分だろう。

  　だが何より、一秒でも早くこの場所から逃げ出したかった。

  　遁とん走そうする決意を固めたときだ。

  　ドンッ！

  　と、何かを叩たたく音が聞こえてきたのは。

  　突然の出来事にギークは腰を抜かしかけるが、逃げる間まもなく彼女と目が合った。水槽の中で、見覚えのある女性が水揚げされた魚のようにもがいていたのだ。その目はギークに助けてくれと訴えかけていた。

  「クローラ!?」

  　ギークは動揺するが、考えるよりも先に体が動き出した。クローラが収められた水すい槽そうに直行すると、脱出を妨さまたげている上うわ蓋ぶたに手をかける。だがそれは予想外に重く、ずれたのは僅わずかだ。

  「クソッ！　動けよっ！」

  　ギークがまごつく間まにも、クローラは水の中でもがき続けている。パニックを起こしているのは明らかで、溺おぼれ死ぬのも時間の問題だ。

  　ギークは蓋に肩を添え、ショルダータックルでもするかのような体勢で押しこんでいく。

  「動けっ!!」

  　声を張り上げることで瞬間的に力が増したのだろう。蓋は少しずつ動き始め、ギークは渾こん身しんの力でそれを押しのけた。

  　その直後だ。クローラは勢いよく上半身を引き起こすと、貪むさぼるように空気を吸いこんでいく。

  「しっかりしろ」

  　ギークは咳せきこむクローラの背をさすった。それが功を奏したのか、ほどなくクローラの咳は止やんだが、呼吸は酷ひどく荒れたままだ。

  「大丈夫か？」

  「……ありがとう。もう平気……」

  　その言葉を鵜う呑のみにはできないが、ギークはクローラの背に添えた手を引っこめた。

  　クローラの一大事に慌あわてて介かい助じよしたギークだが、とても冷静さを保てる状況ではない。あらためて確認するまでもなく、クローラは一いつ糸しまとわぬ姿である。ギークはあわてて目をそらした。
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  「私……。そっか、彼らに連行されて……目が覚めたらこんな所に……」

  　クローラは息を荒らげながら言葉を絞り出した。

  （ってことは、目の前にいるクローラが本物オリジナルってわけだ）

  　もちろんギークにとっての本物であって、実際のところは分からない。

  「ずっとここに入ってたの？」

  「わかんない……でも、どうしてここに!?」

  「それは……。説明すると長くなるんだ」

  　ギークは話を区切ると、おもむろに上着ジヤケツトを脱ぎ出し、それをクローラの前に差し出す。

  「これ、よかったら。そのままだと、その……アレだから」

  　ギークは声を上ずらせると、クローラから視線を外はずした。

  「ありがとう」

  　クローラは立ち上がり、水すい槽そうから抜け出すと、ギークの手から上着を受け取った。微かすかに聞こえる衣きぬ擦ずれの音にドギマギするギークだが、邪よこしまな考えに囚とらわれている場合ではない。

  「こっち向いても大丈夫だよ」

  「そ、そう」

  　ギークは目線をもとに戻すが、クローラの姿はいろんな意味で大丈夫とは言い難かった。

  「とにかく、ここを脱出しよう。話はそれからでもいいよな？」

  「君……。あいつらの仲間じゃないよね？」

  「あいつらって、Ｇホッパーのこと？……」

  　ギークは答える代わりにクローラの手を握ると、問もん答どう無む用ようで走り出した。クローラの疑問に答える必要はあったが、それすらも惜しい状況だ。今ごろ地上ではヲチを筆頭とした反乱組織レジスタンスの面々が奮闘しているに違いない。

  （オレが無駄に時間を費ついやせば、みんなに迷惑がかかる）

  　そして最悪の事態になれば、ヲチは躊ちゆう躇ちよなくギークを見捨てるだろう。たった一人のために全体を危険にさらすわけにはいかないからである。

  「オレは敵じゃない」

  　ギークは断固とした口調で告げると、さらに足を速めていく。クローラは黙って従っているので、納得したのだろう。

  「あれ？」

  　走り始めた直後、ギークは違和感を覚えた。もとの場所に戻るはずが、奥に進んでいるような気がしたからだ。

  「迷ったかも」

  　ギークは立ち止まると、辺りをグルリと見渡した。だがどちらを見ても同じような景色が続いているため、走ってきた方向すら分からなくなる有様だ。

  「迷ったって……」

  「ご、ごめん」

  「君ってさ、もしかして抜けてる？」

  　クローラは辛しん辣らつな言葉をギークへと投げつけた。

  「え？」

  「え？　じゃないでしょ。よりによって迷子だなんて。バカ、ドジ、マヌケって言われても仕方がないよ？」

  「つい最近、似たような三拍子をもらったばかりなんだけどな」

  　合わせて六拍子だが、増えればよいというわけではない。現にギークはヘコんでいた。

  　だが次の瞬間、ギークはまじまじとクローラを見つめる。

  （こんな娘こだったっけ？）

  　ギークの知るクローラは、成績優秀な楚そ々そとした才女だ。しかし目の前のクローラは、どこか力強さすら感じられた。

  「どうかした？　鳩はとが散弾銃を食らったような顔をしてるけど」

  （やっぱりそうだ。なんか違う）

  　だが嫌いやな感じはしない。自然に受け容いれられる変化だ。

  「私のことなら気にしなくていいから。学校じゃ、ちょっと猫かぶってたしね」

  「猫？」

  「だってそうしないと、生きていけなかったから。バレて捕まっちゃったけど」

  「そういうことか」

  　つまり目の前にいるクローラが、本当のクローラということだ。うまく猫をかぶり、デイジーワールドに順応したフリをしていたのだろう。

  「とにかく移動しましょ。外に出ちゃえば、なんとかなるんでしょ？」

  「たぶん」

  「たぶん～!?」

  　しかめっ面つらをするクローラに、さっそくギークは怯ひるんだ。

  「まあいいわ。もたもたしてると水すい槽そう行きだし、まずは脱出することを優先しなくちゃね」

  　クローラはたじろぐギークの手をぐいと引き、堂々と歩き出した。

  「もしかして出口が分かるとか？」

  「まさか」

  　クローラは即答し、

  「女の勘に決まってるでしょ？」

  　と、臆おく面めんもなく言ってのけた。

  「女の勘って……」

  「迷子になった人が、私のやり方に文句があるとでも？」

  「ありません」

  　ギークはアッサリと白旗を掲げた。

  （イメージはガラリと変わったけど、これはこれでいいかもしれない）

  　もともと華のあるクローラだが、自然体になることで魅力が増したように感じられた。

  　クローラはギークをぐいぐい引っ張り、先へ先へと臆おくすることなく進んでいく。そこに一切の迷いはなく、地図でも持っているのではと勘かん繰ぐってしまうほどだ。だが自信たっぷりな歩みをよそに、見慣れないものが前方から見えてきた。二基の水すい槽そうが寄り添うように置かれているのだが、他と異なるのは一見して明らかだ。その水槽の周囲には用途不明の機械類、そしてサーバーとおぼしい機械がでんと据えられていたのである。巨大なサイコロにも似たサーバーは起動しているらしく、小さな明かりを忙せわしなく明滅させていた。

  　ギークとクローラは、吸い寄せられるように水槽の前へと足を運ぶ。

  　二基の水槽にはギークたちと同い年くらいの若い男女が収められている。一人は優しげな顔をした中肉中背の男で、これといって特徴がないのが特徴だ。それでもギークより頭一つ背は高かったが。もう一人は腰まで届く艶つややかな黒くろ髪かみが印象的な女の子だ。クローラを二回りくらい小さくした感じである。

  「誰だ、コイツ？」

  「さぁ？」

  　ギークとクローラは顔を見合わせると、それぞれ首をかしげた。

  「え～っと、名前は……」

  　クローラは水槽に貼はられたラベルに顔を寄せた。

  「男の子がサイファーで、女の子はラムかな。君、知ってる？」



  
    「いや」

    「学生なら、どこかで見かけててもおかしくないはずだけど」

    「確かに」

    　学校は一か所にまとまっていたし、それは寮も同じだ。水槽の二人が学生であれば、一度くらいは道で擦すれ違っているだろう。見覚えがあってもおかしくはない。

    　ギークは端パソ末コンの前に立ち、それを凝視する。ギークにどうこうできる代物ではなかったが、唯一、手が出せる部分があった。端パソ末コンに親指の先ほどの記録媒体メデイアが挿ささっていたのだ。

    （持ってくか）

    　ギークはメディアを抜き取ってポケットに押しこんだ。

    「そろそろ行こう。のんびりしてると面倒なことになる」

    「了解。じゃあ、来た道を引き返しましょ」

    「え……。女の勘は？」

    「何か不満でも？」

    「いや、別に」

    「じゃあ、さっさと行くわよ」

    　保護者にでもなったつもりなのか、クローラはギークの手を取ってズンズンと歩き出した。
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    　結局、女の勘とは正反対の位置に地上への道は開かれていた。

    　ギークとクローラは疲れた体を叱しつ咤たしながら、地上へと続く階段をひたすら駆け上がっていく。先に音を上げたのはギークだ。

    「ほら、ぐずぐずしない！」
  


  
    　ギークの背後から、ヤジにも似たクローラの声が速射砲のような勢いで飛んでくる。ギークはそれを脳内で激励に変換するが、ガス欠なのかピッチは上がらない。

    （イロイロあったもんな）

    　短期間でギークの価値観はガラリと変わり、いまだ気持ちは追いついてこない。加えてＧホッパーに追われたり、予想だにしない現実を見せつけられたりと、今日一日だけで一生分のイベントをこなしたかのような印象だ。疲れるのも無理はない。

    「ほらほら、早く早くっ！」

    　後ろからクローラがつついてくるが、足は鉛なまりのように重かった。

    「あとがつかえてるんだから、しっかりしてよね！」

    「つかえてるって……。そんなに元気なら、先導してほしいくらいだ……」

    「できるわけないでしょ！」

    　クローラは併へい走そうすると、ギークの頭を軽く小こ突づいた。

    「それだけ元気なら、オレをぶっちぎることだって……」

    　言い終わる前に、クローラはギークの頭をぶった。

    「殴なぐりすぎだ」

    「殴られるようなことを口にしたからでしょ」

    「はぁ？」

    　ギークは小首をかしげるが、クローラを見つめることで殴られた理由に気がついた。

    （上着の下はなにも着てないんだから、先に行けないのも当然だ）

    　苦笑いしたギークを見て、再びクローラはギークの頭を叩たたいた。

    「バカが大バカになるだろっ！」

    「君が余計な想像したからでしょっ！」

    　ギークが想像力を働かせたのがバレたのか、クローラの目め尻じりは心なしか吊つり上がっていた。
  


  
    （女の勘、恐るべし）

    　ギークはブルッと体を震わせると、なけなしの気力を振りしぼって階段を駆け上がる。これ以上、心象を悪くするわけにはいかなかった。

    　気合を入れて上のぼり始めた直後だ。

    『……さん。……さん。返事を……さい』

    　ヘッドセットから雑音混じりの声が聞こえてきた。ギークは立ち止まると、耳に意識を集中させる。

    「ヲチか？」

    「ヲチ!?　ヲチって何？」

    　不思議そうな顔で訊たずねてくるクローラに、ギークは人差し指を口元に添えて見せた。

    『……よかった。……ご無事……たか』

    「そっちの状況は？」

    『退却す…準備…です。急いでお戻……さい』

    「分かった」

    　ヲチの話は途切れ途切れだったが、脳内で補完できるレベルだ。

    　ギークの様子から状況を悟ったのだろう。クローラは神妙な面おも持もちで、ギークの一ひと言ことを待っている。

    「行こうっ!!」

    　ギークとクローラは階段を駆け上った。
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    　施設を脱出するころには携帯端末ＰＤＡの機能も回復し、ヲチとの交信もスムーズに行おこなえるようになっていた。反乱組織レジスタンスの面々が遠慮なく暴れ回ったのか、外は縁日にも似た騒々しさだ。警報音が宙を飛び、あちらこちらから罵ば声せいが聞こえてくる。相当数のＧホッパーが出動しているのは間違いない。
  


  
    　そんな状況にもかかわらず、ギークとクローラはＧホッパーに見つかることなく拠点アジトへの帰還を果たしていた。ヲチの的確な指示と携帯端末ＰＤＡが、迅じん速そくかつ安全な脱出を実現していたのである。

    「お二人とも、ご無事で何よりでした」

    　ヲチは満面の笑みで二人を出迎えると、すぐさま端パソ末コンへと向き直った。そしてピアノでも弾くかのような軽やさで端パソ末コンの操作を再開する。その目は端パソ末コンとモニターの間を行き来し、手は休むことなく動き続けていた。

    「あの娘がヲチ？」

    　クローラがギークに耳打ちをする。

    「反乱組織レジスタンスの頭だ」

    「どう見たって私たちより……」

    「年齢と能力に関連性はありません」

    　ヲチは手を動かしながら苦笑いする。

    「頼りなく見えてしまうのは、あたしにはどうにもならないことなので。数年後に期待していただければと」

    「え？　あ～、ちょっと意外だっただけで、助けてもらったことには感謝してる」

    　クローラは慌あわてて言い繕つくろうと、

    「それにほら、無駄に年を重ねてるバカもいるし、その逆がいたって不思議はないよね」

    　そう言ってギークに目を向けた。

    「オレを引き合いに出さなくても……」

    「何か？」

    　クローラは肘ひじでギークの脇わき腹ばらを小こ突づいた。

    「ところでギークさん。なぜクローラさんとご一緒だったのですか？」

    「それなんだけど」

    　ギークは脇腹をさすりつつ、施設の地下で発見した水すい槽そうについてヲチに語った。
  


  
    　水槽の中に住民が収められていたこと。その中にクローラがいたことなどだ。もちろん、ギーク自身の予備スペアについて話すことも忘れない。

    「洗脳ではなく、すり替えですか。まさか、そんなことが……」

    「私の偽物ダミーが学校に通ってるなんてね。考えただけで吐き気がしてくる」

    「オレも自分自身と対面するなんて思わなかった」

    　水槽に収められたギークの予備スペアは、まさに瓜うり二ふたつだった。外見上、本物オリジナルと偽物ダミーに違いはなく、違いがあるとしたら心だけである。だがそれに他人が気づく可能性は低い。すり替えが実現できたのは、そのためだろう。

    （あそこにいた偽物ダミー、オレの代わりに学校に行くんだろうな）

    　それはクローラの偽物ダミーの件からも明らかだ。

    （オレに帰る場所はないってことか……）

    　Ｇホッパーに追いかけられた上に、地下ではとんでもないものを発見していた。当然、ギークの面は割れているだろう。寮に戻れば通報は免まぬかれない。

    「ところで君さ、どうやって私の偽物ダミーに気づいたわけ？」

    　クローラは不思議そうな表情でギークに訊たずねてきた。

    「それは……」

    　ギークは口ごもる。

    （それはオレがクローラの姿を追い続けてきたから）

    　だからこそ些さ細さいな違いを見み逃のがさず、疑問に感じることができた。

    　ただそれをクローラに伝えるかどうかは別問題だ。伝えるにしても、こんな状況で話すのはためらわれた。

    「ふふっ。ギークさんは、お疲れみたいですね。お話は明日にして、今日は休んでください」

    　ヲチが出した助け船に、ギークは胸をなで下ろした。

    「狭いですけど、お二人の部屋をご用意しました。まずは休んでいただいて、それから今後について話し合いましょう」

    　その提案にギークは了解し、クローラも同意した。
  


  
    「あ、そうだ」

    　ギークはヲチのもとに歩み寄ると、施設から持ち帰った記録媒体メデイアを差し出した。

    「これは？」

    「何かの役に立つかもしれないからパクッてきた」

    「ありがとうございます。作業が一段落したら、調べてみますね」

    　ヲチは年齢相応の無邪気な笑みを浮かべると、ぺこりと頭を下げた。
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    　反乱組織レジスタンスの各拠点アジト、そしてメンバーの部屋は、デイジーワールドの地下に点在していた。地下には下水溝や地下道が網の目のように広がっており、さらには反乱組織レジスタンスが秘密裏に作った抜け道も多数存在している。反乱組織レジスタンスが神しん出しゆつ鬼き没ぼつなのは、そのためだ。拠点アジトを一か所にまとめなかったのは、何か起きたときのためである。

    　ギークに割り振られた部屋は、拠点アジトから程近い場所にあった。

    「確かに狭いな、コリャ」

    　部屋の大半は簡易ベッドに占せん拠きよされている。当然、トイレもなければ浴室もなく、私物を置く場所も限られている。灯あかりは頭上の裸電球だけで、飴あめ色いろの光が染しみだらけの壁を照らしていた。換気扇はあるが窓はなく、まさに寝るだけの場所といった感じだ。

    「寮とは大違いだ」

    　ギークは苦笑すると、換気扇を回した。澱よどんだ空気は排出されていくが、環境が劣悪な事実は変わらない。

    「これから、どうすっかな……」

    　デイジーワールドに戻れない以上、選択肢は限られている。

    　ギークはベッドに足を運ぶと、そこに体を投げ出した。煎せん餅べいのような硬いマットレスに埃ほこりだらけのシーツは、寝心地を論ずる以前の代しろ物ものだ。しかし蓄積された疲労のせいか、ギークは瞬またたく間まに眠気をもよおした。

    「考えるのは起きてからにすっか……」

    　ギークの意識は暗転した。
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  　レジスタンスに身を寄せてから一週間。ギークはすっかり環境に順応していた。

  　その間、作戦行動は一度もなく、おかげで疲労は完全に取れている。劣悪に思えた環境も、今は特に気にならない。住めば都というわけだ。熱いシャワーを浴び、湯船につかりたいという気持ちもあったが、その欲求もいずれは消えていくに違いない。

  　ギークは部屋で制服に着替えると、地下道を歩き始めた。携帯端末ＰＤＡを確認すると、時刻は朝の七時。もっとも地下なので、朝だという感覚はない。

  　歩き始めてしばらくすると、壁に設置された梯子タラツプが見えてきた。ギークはステンレス製の梯子タラツプに手をかけ、それを一段一段、慎重に上っていく。ほどなく天井ハツチが見えてきた。備えつけられたレバーをぐいと押しこむと、軋きしむ音を立てながらハッチは開き、ついで爽さわやかな空気が押し寄せてきた。

  「よっと」

  　ギークは軽い掛け声とともに外に出ると、その場で大きく伸びをした。

  「やっぱ日の光を浴びないと、朝って感じがしないよな」

  　だがそこはデイジーワールドではない。目前には寂さびれた廃はい墟きよがどこまでも続いていた。

  　ギークが今いる場所はドームの外である。振り返るとエアーズロックを彷ほう彿ふつとさせる巨大なドームがそびえていた。朝あさ靄もやのせいか世界は白みがかっており、若干肌寒さを感じる。だが眠気を吹き飛ばすにはちょうどよかったし、何より気持ちが良かった。

  　初めて空を見たときの感動は、今も鮮明に覚えている。空が青いのは当たり前だと信じて疑わなかったが、青色という言葉で片づけるにはあまりにも複雑だ。とても人の手で再現できるような代物ではない。そしてそれは太陽も同じである。その光は暖かく、とても心地よかった。

  （デイジーワールドにも太陽はあったけど、やっぱ違うもんだな）

  　よくよく思い返してみると、デイジーワールドの太陽はスポットライトのような光でしかなかった。それは単に闇やみを照らすだけで、生命を育はぐくんだりはしない。

  （こんなのを見ちゃったら、あっちには戻れないよなぁ……）

  　そんなことをつらつらと考えていたときだ。

  「君も来たんだ」

  　その声に誘われて視線を移すと、真っ白の制服に身を包んだクローラと目が合った。

  「地下にいるとさ、息が詰まっちゃうよね」

  「時間の感覚もなくなるし？」

  「だから一日に一度くらいは、外の景色でも眺めなきゃってね」

  　クローラは微ほほ笑えむと、街の景色に目を向けた。

  「これが現実ってヤツだ」

  　ギークは少し気取った口調で言うが、

  「それはどうかな？」

  　と、クローラは意外な返答をした。

  「だって、そうでしょ？　ここが外の世界かどうかなんて、そんなの誰にも分からない。もしかしたら、とってもとっても大きなドームの中にいるだけかもよ」

  「うーん、確かに」

  「でしょ？」

  　クローラはしたり顔をした。

  「けどさ、デイジーワールドあつちにいるよりは、よっぽどマシだよな」

  「何を言っても咎とがめられずにすむしね。もっとも今じゃ私たち、世界に仇あだなすおたずね者みたいだけど」
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  　先の作戦以降、デイジーワールドでは厳戒態勢が続いていた。住民の言論はさらに締めつけられ、Ｇホッパーも数を増している。ギークとクローラの情報は敵に伝わっているはずなので、捕まりでもしたら最悪の事態は免まぬかれない。水すい槽そう行きは確定だろう。

  「まさかデイジーワールドを敵にするなんてね……」

  「でも後戻りはできない。ヲチたちとなんとかするしかないな」

  「でも本格的な蜂ほう起きって、まだ先の話なんでしょ？」

  「ほうき？　掃そう除じでもするのか!?」

  　聞き返した途端、ギークはクローラに頭を小こ突づかれた。

  「いてっ」

  「いてっ、じゃないよ。まったく」

  　クローラは肩を落とす。

  「前みたいな作戦を、本格的に仕掛けるんでしょ？」

  「そう言えば、あれは練習みたいなものだって、ヲチが言ってたっけ」

  「今は戦力を蓄たくわえてるんだよね。まだ三、四割とか言ってたけど」

  　反乱組織レジスタンスの歴史は長く、デイジーワールドが誕生した直後には、その前身が存在していたらしい。ヲチは数十代目のリーダーであり、前リーダーは彼女の父親である。作戦行動中に両親が亡くなったため、ヲチがリーダーの座に就ついたというわけだ。実のところヲチはデイジーワールドの住民ではなく、生まれも育ちも地下世界だった。

  （オレの部屋が汚いのも、当然だったわけだ）

  　あの部屋で何人もの先せん達だつが疲れた体を癒いやしてきたのだろう。

  　だがギークは次世代に部屋を明け渡すつもりはなかった。理由はもちろん、自分の代ですべてを終わらせるためだ。

  （校舎裏の件は、そのあとでもいいよな）

  　先延ばしになってしまうが、タイミングは重要だ。戦いに勝利した直後なら、言うことはない。

  「ところでさ、なんでクローラはＧホッパーに捕まったんだ？」

  　デイジーワールドと反乱組織レジスタンスの抗争は歴史も古く、根が深い。しかしギークにとっての事の発ほつ端たんは、クローラの連行である。何が原因かは興味があった。

  「デイジーワールドのシステムって、おかしなところがあったでしょ？」

  「全員が平等ってやつ!?」

  「それもあるけど……。もっと重要なことがあるじゃない」

  「あったっけ、そんなの」

  「うーん、この話題は君には少し早いかも？」

  　クローラは前置きすると、さらに話を続ける。

  「ようするに、恋愛ってやつね」

  「恋愛……」

  「好きな人に好きって言えないような世界なんて不自然でしょ？」

  　クローラはギークの隣に立つと、ジッと顔を覗のぞきこんできた。

  「将来の相手まで決められてるなんて、そんなのおかしいと思わない？」

  「ま、まあ、確かに」

  「でしょ？　だから叫んでやったんだ。こんなシステムは間違ってる～っ！　ってね。誰もいないところでだけど、それを誰かが聞いてたのかも」

  「ナードのヤツがさ、内通者スパイがいるかもしれないって言ってた」

  「ナード君が？」

  　クローラは少し意外そうな表情を浮かべた。

  「そういえば親友だっけ」

  「うん」

  「意外な組み合わせだよね」

  「凸でこ凹ぼこコンビってよく言われてたな」

  「見た目からして、そうだもんね」

  　ニコリと笑うクローラの姿に、ギークの胸は高鳴る。だが同時にざわめきを覚えた。

  「とにかく、好きな人くらい自分で見つけられるって思ったわけ。っていうか、好きな人がいたからなんだけど」

  「えっ？」

  　ギークは声を裏返した。

  　嫌いやな予感はしていたが、本人が口にした以上、間違いはない。そしてクローラの意中の人が自分ではないことも確実だ。

  （なんかオレ、バカみたいだな……。一人で勝手に盛り上がって）

  />　そして今は激しく落ちこんでいた。

  （そりゃそうか。システムに文句をつけるくらいだし、好きな人くらい自分で決めるよな）

  　ギークがクローラを意識したように、彼女もまた誰かを気にしていたのだろう。だからこそ事件は起きた。

  （気づいたほうがよかったのか、それとも何も知らないままデイジーワールドで……）

  　ギークは頭を振り、即座に自分の考えを否定する。たらればを口にしても始まらなかったし、可能性がゼロになったわけでもない。諦あきらめるには早すぎたし、諦めるつもりもなかった。

  （デイジーワールドにいたら、諦めるしかなかったんだろうな）

  　システムに束縛されないからこそ、自分の気持ちに正直でいられる。それに気がついただけでも、デイジーワールドを離れた意味があった。

  （今のオレは不幸かもしれないけど）

  　だが未来が約束されてないということは、いかようにも変わるという意味でもある。そしてその事実は、ギークに僅わずかながらの希望を与えていた。

  「変な顔になってるよ。なんかあったわけ？」

  　クローラの声で、ギークの思考はふっつりと途切れた。

  「なんでもない」

  「ふぅん。まあ別にいいけど、ちょっと不気味だよ？」

  　歯に衣きぬ着きせぬクローラの発言に、ギークは苦笑いする。

  「オレさ、すっごい大変な道を選んだのかも」

  「何それ？」

  「こっちの話」

  「そうなの？　でも大変な道を選択したのは、私も同おんなじだと思うけど」

  　クローラは不思議そうな顔をすると、廃はい墟きよ化かした都市へと視線を移した。

  「そうだな……。今さらながら、すごい決断をしたと思うよ」



  
    「そこまで言っちゃうと、ちょっと大袈裟オーバーかもね」

    　クローラはクスクスと忍び笑いを漏もらす。

    「そんなことより、廃墟あそこを探検してみない？　今日も特にやることなさそうだし、何か発見があるかも」

    「そうだな……。地下でジッとしてるよりはマシかも」

    「でしょ？　じゃあ、さっそく出発っ!!」

    　クローラが嬉き々きとした顔で歩き始めた直後、ギークの携帯端末ＰＤＡがメールを着信した。
  


  

  【差出人】ヲチ



  【件　名】メディア


  　　　　　ギークさんが持ち帰ったメディアですが、七割方解析を終えました。


  　　　　　中間報告がしたいので、こちらにいらしてください。


  　　　　　お待ちしています。


  



  
    「ひょっとして呼び出し？」

    　クローラは立ち止まると、ギークへと体を向ける。

    「例のメディアの件で話があるらしい」

    「ざ～んねん。探検は今度ってことで」

    　ギークとクローラは肩をすくめた。

    

    「ギークさんが持ち帰った例のメディアですが、実に興味深いデータが記録されていました」
  


  
    　ギークとクローラが入室するや否いなや、ヲチは話を始めた。それに合わせてモニターが何かを映し出す。碁ご盤ばんのように並べられた壁面のモニターに目をやると、数式にも似た難解な文字列に混じり、地下で見た男女が表示されていた。

    「あの二人ってさ、確か……。サイバーとダムだっけ？」

    「君の頭の中って、ひょっとして空洞カラツポなの？　叩たたくと良い音が鳴ったりして」

    　クローラは言うや否や、ノックするかのような手つきでギークの頭をコンコンと叩く。

    「ふふっ。あの二人はサイファーとラムですよ。惜しかったですね、ギークさん」

    　ヲチはクスクスと忍び笑いを漏もらす。

    「報告って、この男女ふたりについてのこと？」

    「それもありますが、デイジーワールドのおおよその構造が見えてきました」

    「構造？」

    　ギークとクローラは声を重ねる。

    「サイファーとラムですが、あたしたちの遠い祖先――。と言うより、デイジーワールドはこの二人から始まったみたいです」

    「この二人からって？」

    　クローラは目を白黒させると、食くい入るような目でモニターを見つめた。

    「実はすっごい爺じじ婆ばばとか？　千せん歳さいとかだったりして」

    　見た目は十代半ばだが、地下で見た設備を考えると、どんな破は天てん荒こうな話でも納得できる気がした。クローラはギークの発言に呆あきれ顔をしていたが、ヲチの表情は変わらない。それどころか意外なことを口にした。

    「千歳どころではありません。実際には、もっともっと、もーっと年を重ねています。この二人はデイジーワールドの祖、つまりアダムとイヴですね」

    「アダムとイヴ……」

    　不勉強なギークでも、その名前は知っていた。神が創造した最初の人間だ。

    「デイジーワールドのアダムとイヴであって、本物の神様が創ったわけではありませんよ。念のため」

    「じゃあサイファーとラムって、私たちのご先祖様ってわけ？」
  


  
    「そういうことになりますね」

    「でもさ、ちょっと扱いが雑だよな」

    　そもそもアダムとイヴがいるなど初耳である。

    「サイファーとラムですが、神格化されているわけでもなければ、人として扱われているわけでもありません。こんなことは言いたくないのですが、彼らは標本だと思っていただければと」

    　ヲチは顔をしかめ、深々と溜ため息をつく。

    「デイジーワールドに何かあったとしても、彼らの遺伝子があれば、ということです」

    「質問」

    　クローラが挙手する。

    「アダムとイヴを創ったヤツって誰なの？」

    「神様だろ？」

    　口にした途端、ギークはクローラに小こ突づかれた。

    「頭がカラッポっていうより、脳にシワがなかったのね」

    「ううっ」

    「ギークさん、そんなに落ちこまないでください。神様が創ったというのは事実だと思います」

    「え？」

    　再びギークとクローラは声を重ねた。

    「神話の世界の神様ではありませんが、それに近い存在がいたみたいです」

    　ヲチがキーボードをタイプすると、モニターに巨大な箱のようなモノが映し出された。見覚えのあるその箱は、サイファーとラムの側に置かれていたサーバーである。

    「これと神様に何か関係があるの？」

    「ええ、もちろんです」
  


  
    　ヲチは頷うなずくと、

    「これがデイジーワールドの前身、サザーランドです」

    　モニターに映るサーバーを指さした。

    「でもこれってコンピュータだろ？　人が住めるほどの大きさじゃ……」

    「ありませんよ」

    　ヲチは機先を制し、ギークに微ほほ笑えみかける。

    「サーバーの中に仮想世界サザーランドがあったということです」

    「あんまりピンとこないんだけど、ようするにゲームの世界みたいな感じ？」

    　自信がないのだろう。クローラは指先で頭をポリポリと掻かいている。

    「かなり近いかもしれません。ありとあらゆるものが０と１データで構成された世界ですね。ゲームと異なるのは、サザーランドの住民が人間だということです。正確にはデータ化した人間が住んでいたわけですが」

    　五感や感情、記憶などをすべてデータに変換することで、サザーランドは現実と何ら変わらない世界に感じられたはずだとヲチは付け加えた。

    「お二人とも、デイジーワールドの外がどうなっているかはご存じですよね」

    「廃はい墟きよだろ？」

    「昔は賑にぎわってたみたいだけど」

    「正確な年代は不明ですが、人類は一度、滅んだようです」

    「は？」

    　ギークは間の抜けた顔でヲチを見つめた。

    「お二人が見た廃はい墟きよは、かつて人類が住んでいた場所というわけですね。当時の人口が約百億人ですから、デイジーワールドなど足あし下もとにも及びません」

    「それと仮想世界サザーランドにつながりが？」

    　即座にクローラは質問を浴びせかける。
  


  
    「環境破壊、人口の爆発的増加、食料問題、それらに端を発した戦争など、人類は破滅するよりほかに道はなかったようです。そしてそれを回避するには心身ともに人類を超越した存在、つまり新人類ポストヒユーマンに進化を遂げるよりほかなかった。でも進化なんて、そう簡単にできませんよね」

    「あ～、なんだか頭が痛くなってきた」

    　実際、ギークのこめかみは疼うずいていた。

    「簡単に説明すると……。進化するための方法論をコンピュータに探させ、人類はサーバー内で眠りに就ついたんです。次に目覚めたときは新人類ポストヒユーマンという寸法でした」

    「なるほど」

    　クローラは感心した様子で、何度も何度も頷うなずいている。

    「様々な問題が発生したみたいですが、計画自体は実行に移され、人々はサーバーの中で眠りに就きました」

    「でも結局は失敗に終わったんだろ？　外の世界はあんなだし」

    「いえ、成功はしました。その結果がサイファーとラムです」

    「ずいぶんと含みのある言い方だけど」

    「成功はしたけど、想定外の事態が発生したということです」

    　ヲチがキーボードをタイプすると、モニターに見覚えのない繁華街が表示された。斜め上方クオータービユーの画像だが、通りには人っ子一人いない。車も走ってはいなかった。建物も機能していないようで、緻ち密みつに設計された建築模型のように見える。

    「これは仮想世界サザーランドの繁華街です」

    「じゃあこれって現実じゃない？」

    　ギークの問いにヲチは首を縦に振ると、人差し指でキーを叩いた。繁華街の画像が、骨格ワイヤーフレームで映し出される。

    「先ほど想定外の事態が発生したと言いましたが、もともと仮想世界サザーランドは存在しなかったのです」

    「じゃあ、誰が仮想世界サザーランドを――」

    　ギークははたと気がついた。

    「まさか……」

    「ええ。そのまさかですよ」
  


  
    　ヲチは椅い子すをクルリと回転させ、ギークのほうに体を向ける。

    「仮想世界サザーランドを創ったのは神様です」

    　ヲチの一ひと言ことで合が点てんがいったのか、クローラは手をポンと叩たたいた。

    「仮想世界サザーランドの神様、という意味だよね」

    「人工知能ＡＩの類たぐいだと思います。神様自体も用意されたものではなく、もともとは単なるプログラムの一つでした」

    　人類を進化させるには――。そのための情報を集め、解析するプログラムが自我を持ったのだろうとヲチは結論づけた。人類よりも先に、プログラムが進化してしまったというわけだ。

    「神様は、このように考えました。このまま人類を進化させても、また同じことを繰り返すだけだ、と。だから人類に試練を与えたんです」

    「試練？」

    　クローラが首をかしげる。

    「神様はサーバー内に仮想世界サザーランドを創り、その中で人類を目覚めさせました。そしてゲームを提案したんです」

    「ゲーム？」

    　今度はギークが首をかしげた。

    「住民同士の殺し合いバトルロイヤルです」

    　ヲチの一言で、場は水を打ったように静まり返った。

    「なんで殺し合いバトルロイヤルなんかしなけりゃいけないんだ？」

    「アダムとイヴを決めるためです」

    「殺し合いでアダムとイヴが決まるわけ!?」

    「バトルロイヤルは少し言いすぎたかもしれません。ですが、それに近いことが仮想世界サザーランドで行われ、最終的にサイファーとラムがゲームに勝利を収めたわけです」

    　手段はさておき、勝ち残ったということは、他人より何かが優すぐれていたことを意味する。腕力で他者をねじ伏せたのかもしれないし、知力を駆使することで戦わずして勝ったのかもしれない。単に運が良かった可能性もあるが、それもまた実力のうちというわけだ。
  


  
    「勝者となったサイファーとラムは現実世界に戻され、デイジーワールドの礎いしずえ、あるいは犠ぎ牲せいになったのでしょう」

    「デスマッチに勝った御ご褒ほう美びが水すい槽そうかよ」

    「そう考えると、ちょっと微妙かもね」

    　クローラは嘆息すると、肩をすくめて見せた。

    「メディアに記録されていたのは、おおよそ申し上げたとおりです。なぜデイジーワールドがこのような世界になったのかは分かりませんが……。それを知る手がかりになるかもしれません。残りの解析を終えたら、またご報告しますね」

    　ヲチはニッコリと微ほほ笑えむと、ギークたちに背を向け、端末パソコンの操作を始めた。
  


  



  
    ＊
  


  
    

    　話し合いを終えたギークとクローラは、誰もいない地下道を並んで歩いていた。

    　辺りは薄暗く、深夜にも似た静けさだが、時刻は朝の八時。地上では住民が活動を始めているころだ。比較的地上に近いせいか、耳を澄ますと微かすかに雑音が聞こえてくる。車が道路を行き来しているのかもしれない。

    「そろそろ学校が始まる時間か。オレたちの頭の上をさ、クラスメイトあいつらが歩いてんのかな」

    　学校がある区画エリアへ行くには、地下道と下水道、そして秘密裏に造られた通路を通ればすぐである。ギークの頭上を学生が歩いていても、何ら不思議はなかった。

    「このまま教室で授業を受けられそうだよな。制服も着てるし」

    　学校を欠席し始めて早はや一週間。病欠で処理されているとは考えにくい。クローラと同じように、何食くわぬ顔でギークの偽物ダミーが生活していると考えられた。

    （あの水すい槽そうのヤツが使われてるんだろうな）

    　偽物ダミーがのうのうと過ごしている姿を想像するだけで胸むなくそが悪くなる。どちらが本物オリジナルかはさておき、自分の予備スペアなど気持ちが悪いだけだ。ギークは自然としかめっ面つらになった。

    「それだっ！」

    　何の前触れもなくクローラは叫ぶと、その場で立ち止まった。

    「私ね、イロイロと考えたんだ」

    「考えたって、何を!?」

    「私が戦う理由のこと」
  


  
    「なんだ、それ？」

    「ヲチたちレジスタンスが戦う理由って、とっても明快でしょ？　賛同できるし、協力するつもりだけど……。でもね、私が世界を敵に回した理由って、とっても個人的なものだから。君にもあるでしょ。世界にケンカを売る理由が」

    「オレは……」

    　好きな人に好きと言えないような世界は間違っている。ギークが戦う理由はそんなところだが、つまるところクローラに好きだと言いたいだけだ。

    （すっごい個人的な理由だよな）

    　ただクローラに想い人がいる以上、現状では玉ぎよく砕さいは避けられない。

    　ギークが思案に沈んでいると、クローラはクスッと笑みを浮かべる。

    「君にも戦う理由があるってことだよね」

    「うん」

    　ギークは素直に認めた。

    「そんなわけで、私は私の戦いをしなくちゃって思ったんだよね」

    「たとえば？」

    「好きな人に告白っ!!」

    「は？」

    　ギークは口をポカンと開けた。

    「告白よ、こ・く・は・く！　乙女おとめの戦いといえば、これでしょ？」

    　同意を求められても、ギークとしては困惑するばかりだが、首を縦に振らざるを得なかった。反対意見を求めていないことは、期待に満ち満ちたクローラの表情を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

    「でも告白ったって、どうやって？」

    「決まってるでしょ。会いに行くのよ」
  


  
    　クローラは言い切ると、脇わき目めもふらずにズンズンと歩き始めた。

    「ひょっとして今から!?」

    「ピンポーン♪」

    「ダ、ダメだって！　Ｇホッパーあいつらに見つかったら、また水すい槽そうに入れられちまうだろっ!!」

    「大丈夫。さっき君も言ってたじゃない。制服を着てるから授業を受けられるかも～って」

    「そりゃ確かに言ったけど……。たとえ話っていうか……」

    　しどろもどろでギークが説明している間に、クローラは先へと進んでいく。

    「見つかる前に告白して、速すみやかに撤てつ収しゆう。これで問題ないでしょ？」

    「ちょっ……。大ありだって！」

    　ギークは慌あわてて追いかけるが、クローラの歩みに躊ちゆう躇ちよはない。それどころか勢いは増すばかりで、ついていくのも一苦労だった。

    「怖いなら、ここで待っていればいいのに」

    　嫌いや味みではなく本気でそう思っているらしく、クローラは弟を気き遣づかう姉のような声音で呟つぶやいた。

    「できるわけないだろっ！」

    「なんで？」

    「それは……」

    　ここで玉ぎよく砕さいするわけにもいかず、ギークはモゴモゴと口ごもった。

    　そのまま話をうやむやにできればよかったのだが、クローラは少しも追及の手を緩ゆるめない。

    「なんで？」

    「だから、それは……」

    「それは？」
  


  
    「オレはナードに用事があるんだよっ！」

    　ギークは口にしてからハッとした。

    （ナードになら、こんなことになった理わ由けを話しても大丈夫だよな）

    　聡さといナードのことである。デイジーワールドの実態を少し説明すれば、すべてを理解するだろう。仲間として迎えることができるなら言うことはない。

    「ふぅん。じゃあ行き先は一緒ってわけね」

    　クローラはニッと笑みを浮かべると、スカートをはためかせながら地下道を駆けていく。

    　ギークはクローラの言葉に一いち抹まつの不安を覚えながらも、そのあとに続いた。
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    　地上への出口は、様々な場所に存在する。ギークとクローラが利用したのはその一つで、学校から歩いて数分の場所にある公衆トイレの用具室にあった。

    「なんでこんなところに」

    　ギークは愚ぐ痴ちを漏もらすが、

    「こんなところだから、ってことでしょ？」

    　クローラはためらうことなくズカズカと外に出て行く。あとを追って用具室を飛び出し、トイレの外に出ると、見慣れた景色が現れた。

    　原色に近い青空、濃淡の少ない雲、暖かさを感じない太陽――。

    　本物を知っているからこそ、ギークの目には必要以上に粗あらが見えた。

    （オレたちは騙だまされてたんだ）

    　理想郷とは名ばかりで、不満を口にすれば排除され、すり替えられてきたのである。それと気づかないだけで、デイジーワールドの住民は徹底的に抑圧されていたのだ。そう考えると、無む性しように腹が立ってきた。

    「ボケッと突っ立ってないで、さっさと行くわよ。彼らＧホツパーに見つかったら事だしね」
  


  
    　クローラは言うや否いなや、軽快な足取りで歩き始めた。

    （確かに、ボーッとしてらんないな）

    　Ｇホッパーが動き出す前にナードに会い、事情を説明して協力を求めなければならない。さらにはクローラの件もある。クローラの想い人が誰かなど知りたくもないし、会いたいとも思わないが、嫌いやでも顔を突き合わせるハメになるだろう。

    （オレの戦いって、ここで終わるのかもな……）

    　それはギークが想定する最悪の結末である。だが今は、あれこれ悩んでも始まらなかった。

    　前方へと目を向けると、クローラが黒髪ロングヘアーを揺らしながら颯さつ爽そうと歩き続けている。はやる気持ちを抑えきれないのだろう。歩くというより競歩に近い。

    　競い合うように歩いていると、前方に学校の区画が見えてきた。登校のタイミングらしく、寮のエントランスからぞろぞろと生徒が出てくる。ギークとクローラは頷うなずき合うと、何食くわぬ顔でその流れに合流した。

    （オレたちのことは伝わってないんだな）

    　生徒たちはギークに興味すら示さず、仲間との談笑に励はげんでいる。彼らにとっては、今日も波風のない平坦な一日の始まりというわけだ。

    （当然だよな）

    　ギークが知る限り、システム側の情報が流れてきたことは一度もない。

    　デイジーワールドは常に平和であり、住民は不平不満を抱いだかず、穏やかな暮らしを約束され続ける。問題は人知れず処理され、住民は理想郷という名の幻を見せられていたのだから、ギークたちの情報が伏せられているのも当然だ。

    （今のオレたちには、すごく好都合なシステムってわけだ）

    　油断は禁物だが、第一関門を突破したと考えてもいいだろう。

    　ギークは胸をなで下ろしつつ、周囲の生徒へと目を配る。ナードがいれば余計な危険を冒おかさずにすむと考えたのだが、その姿を見つけることはできなかった。

    （今ごろ教室で予習でもしてんだろうな）

    　誰よりも早く登校し、勉強に精を出すだけではない。クラス委員の仕事をこなし、さらには部活の朝練にも顔を出すのだから、まさに学生の鑑かがみである。

    （オレなんか、おたずね者だってのに）

    　ギークは苦笑すると、スラックスの尻しりポケットから携帯端末ＰＤＡを取り出した。ナードにメールを送っておけば何かとスムーズに事が運ぶと考えたのだが、私物の持ちこみは校則で禁じられている。ギークは便利だからと持ちこんでいたが、堅物のナードが校則を破るとは考えられない。

    （そもそも連絡するのはダメなんだよな）
  


  
    　もし仲間レジスタンス以外の誰かと連絡を取れば、そこから足がつく。最悪拠点アジトが割り出され、反乱組織レジスタンスの活動に重大な問題が生じるだろう。

    （ま、いっか。いきなりだけど）

    　そんなことを考えている間に校門が見えてきた。門の側そばには風紀委員の腕章をつけた数名の生徒が立っており、登校中の生徒に厳しい視線を送りつけている。校則違反は許さないと、その鋭い目が語っていた。

    （ＰＤＡこんなのが見つかったら面倒だよな）

    　携帯端末ＰＤＡを尻ポケットに戻そうとしたときだ。メールの着信を知らせる軽やかな着信音メロデイーが流れたのは。

    　それは朝に相応ふさわしい穏やかな曲調だが、周囲の生徒、そして風紀委員の注目を集めるには十分すぎた。隣へと目を向けると、クローラがピクピクと頬ほおを引きつらせている。

    　ギークの体から血の気が引いていく。全身から冷や汗が噴き出すのが分かった。

    　周囲の生徒がザワザワとざわめき始め、睨にらみを利きかせた風紀委員がギークに近づいてくる。

    （ヤ、ヤバイ）

    　怯ひるんだギークは後あと退ずさり、風紀委員との間合いを取ろうとするが、すぐさまクローラに腕をつかまれた。

    「行くわよ」

    　クローラは前方を凝ぎよう視しする。

    「行くって？」

    「決まってるでしょ」

    　クローラはギークの腕をぐいと引くと、

    「強行突破ってやつ！」

    　雄お牛うしのような勇いさましさで猛然と突進していく。それに合わせ、ギークはつんのめるような体勢で強制的に前方へと飛び出した。足がもつれて転びそうになるが、そこは身軽さが売りのギークである。足を踏ん張らせると、地面を蹴けりつけて体勢を立て直し、クローラと速度を合わせた。

    「ゴ、ゴメン」

    「反省なんか後回し！」

    　クローラは速度を維持しながらも、生徒たちの間を器用にすり抜けていく。それはギークも同じで、華麗なステップで移動し続ける。
  


  
    （そういえば……）

    　事の発端になったＰＤＡは、いまだギークの手の中にある。ギークは前方に注意しつつ画面に目をやった。
  


  

  【差出人】ヲチ



  【件　名】帰ってきてください！


  　　　　　危険です！


  　　　　　速すみやかに退たい却きやくしてくださいっ!!


  



  
    「って言われてもな」

    　退却どころか、ギークとクローラは正反対の行動を取っている。今さら引き返せないし、状況もそれを許さないだろう。振り返ると、血相を変えた風紀委員の面々が、怒声を張り上げながら追ってくるのが分かった。

    （Ｇホッパーあいつらが出てくるのも時間の問題か……）

    　その前に、目的を果たして脱出しなければならない。

    （友達に会うだけだってのに、命がけになってきた）

    　それはデイジーワールドの不自然さを如実に物語っていたが、追いかけてくる風紀委員に説明しても理解してもらえないだろう。

    （告白も命がけってことか）

    　息を弾ませながら走るクローラの目は、ぶれることなく前を見据えている。これっぽっちも後悔していないようだ。クローラの瞳ひとみには、揺るぎない信念のようなものがうかがえた。

    （いいよな……）

    　そこまで真剣に想われていることを知ったら、ギークでなくても惚ほれるだろう。クローラの想い人が誰かは知らないが、羨うらやましくもあり、妬ねたましくもあった。

    （どんな相手おとこか見定めてやる）

    　ギークはグッと拳こぶしを握りしめると、クローラとともに校舎へと向かった。
  


  



  
    ＊
  


  

  　校舎内は祭りのような大騒ぎだった。

  　理由は単純明快で、風紀委員が校内放送を流したのだ。ギークとクローラを捕まえるように、と。理由は校則違反だ。理不尽きわまりないが、その放送で多くの生徒が立ち上がり、ギークとクローラを追いかけ始めたのは事実である。

  「校則違反くらいで……」

  　一階の廊下を駆けながら、ギークは苦々しい顔で愚ぐ痴ちを漏もらした。

  「これってさ、風紀委員の権限を超えてるよね」

  　クローラは額に浮かんだ汗を手で拭ぬぐうと、眉み間けんにシワを寄せる。

  「Ｇホッパーの指示かもな」

  　ギークとクローラは二階へと続く階段の前で立ち止まり、軽く呼吸を整えると、階上へと目を向ける。

  「教室は四階だけど、クローラはどうする？」

  　などと訊たずねている間に追っ手が迫り、ギークたちは追い立てられるように階段を上がっていく。どうせなら一気に四階まで行きたかったのだが、三階から駆け下りてくる生徒がいたため二階の廊下へ。しかし、そこにも多くの生徒が手ぐすね引いて待っていた。明らかに多勢に無勢で、このままでは捕まるのも時間の問題だ。その後、ギークとクローラがどのような運命をたどるかは言わずもがなである。

  「とにかく突っ切るっ！」

  　クローラは言うや否いなや走り出した。

  　もはや作戦も何もないが、この状況ではベストの選択だろう。あれこれ悩んで窮きゆう地ちにおちいるより、積極的に動いて臨りん機き応おう変へんに対処する。そうすることで最悪な状況は打破され、ひいては光こう明みようを見出いだすことにもつながるはずだ。幸いヲチはギークとクローラを見捨てておらず、携帯端末ＰＤＡにはひっきりなしにメールが送信されてくる。指示に従って行動すれば、逃げ切ることも可能だろう。

  　ギークはナイト気取りでクローラの前に出ると、向かってくる生徒を押し退のけていく。Ｇホッパープロと異なり相手は生徒しろうとだ。体格では劣るが、素早い身のこなしで相手を翻ほん弄ろうし、足を引っかけて転ばせるくらいはできる。肩を突き出して体ごと押しこめば、力で負けることもない。だが戦力の差はいかんともしがたく、ギークの息は瞬またたく間まに切れてきた。それはクローラも同じだ。体力が底をつくのも時間の問題だろう。

  （ヤバイ。ヤバすぎる）

  　弱気になった瞬間、ギークは緊張の糸がふっつりと切れるのを感じた。その途端、疲労感に襲われ、体からキレが失われていく。呼吸は荒馬のように乱れ、酸欠なのか頭がぼぅっとしてくる。視界は霞かすみ、立ちふさがる生徒の顔も歪ゆがんで見えた。状況も体調も最悪だが、立ち止まるわけにはいかない。

  （とにかく、今は逃げるしかない……）

  　こんな状況で四階に向かっても、途中で力つきるのが見えている。捕まるくらいなら退却し、ほとぼりが冷めたころを見計らって再チャレンジしたほうが賢明だ。とにもかくにも、早急にこの場から立ち去る必要があった。

  （学校がダメなら寮に行けばいい）

  　だが決意した矢先、ギークの背後から足音が迫ってきた。クローラのものではない。足音は力強く、勢いも桁けた違ちがいだ。おそらく相手は男性だろう。振り返って確認するまでもなく、足音の主はギークの脇わきにつけた。

  （クソッ！）

  　ギークは胸中で悪態をつくと、速すみやかに行動を開始する。ギークは足を踏ん張らせて急制動ブレーキをかけると、状態を沈めて相手の足にタックルを仕掛けた。重心を崩して転ばそうと考えたのだ。真っ向勝負で勝てないことは、体格の差からも明らかだった。

  　ギークの手が相手の足に伸びる。だが相手のほうが先に動いた。ギークは頭をむんずとつかまれ、判でも捺おすかのように床へと押しつけられてしまう。

  「ぐぅ」

  　全身にかかる強い圧迫感に耐えきれず、ギークの口から潰つぶされたカエルのような呻うめき声が漏もれる。床に這はいつくばった状態で顔を上げると、クローラが絶望的な表情を浮かべていた。その周囲では、歓喜に沸わく生徒たちの姿――。

  「に、逃げろっ！」

  　ギークは喉のどの奥から声を絞り出す。しかしクローラは反応せず、その目はギークを捕らえた男子生徒へと向けられている。その視線をたどっていくと、眼鏡めがねをかけた好男子と目が合った。

  「ナード……」

  　ナードの表情は能面のようで、そこから感情を読み取ることはできない。しかしギークを見る目は刃物のように鋭く、怒りが頂点に達していることが容易に理解できた。

  「聞いてくれ。これには理わ由けがあって……」

  　ギークは訴えかけるが、ナードはそれを黙殺する。

  「違反者は捕らえた。この二人は私が連れていくから、皆は教室で授業の準備を」

  　ナードは淡々とした口調で告げると、ギークの首根っこをつかんで引き起こした。

  「ま、待ってくれ！　オレは……」

  「いいから。黙って従え」

  　ナードはギークにだけ聞こえるような小声で呟つぶやいた。

  「君も一緒に来るんだ。手荒なマネはしたくない」

  　ナードの提案に、クローラは無言で頷うなずき返す。

  　ナードに任せておけば問題ないと判断したのだろう。生徒たちは、それぞれの教室へと戻っていく。

  「では、行こうか」

  　ナードは落ち着き払った声で告げると、ギークの腕をつかんで歩き出した。クローラもそれに続く。
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  （クソッ……。オレがもっと強く反対してれば）

  　たらればなど意味はなかったが、それでも後悔せずにはいられなかった。

  （せめてクローラだけでも）

  　だがその提案にクローラが乗ってくるとは思えない。たとえ作戦だったとしても、仲間を見捨てていくなどあり得なかった。もちろんギークの勝手な思いこみだし、根拠などこれっぽっちもない。あえて理由を上げるなら「自分が好きになった人だから」ということになる。

  　そんなことを悶もん々もんと考えているうちに、とある教室の前でナードは立ち止まった。扉の上に視線を移すと「生徒指導室」と記されたプレートがさげられていた。

  （生徒会室じゃない？）

  　風紀委員に突き出すなら生徒会室、もしくは職員室だと踏んでいたのだが、完全に予想が外はずれた。いぶかしむギークをよそに、ナードは周囲の様子をうかがうと、扉を開けて生徒指導室へと入っていく。そしてすぐに扉を閉めた。

  　教室と異なり生徒指導室は質素だ。広さは教室の半分ほど。中央には長テーブルを組み合わせて作ったテーブルが設置され、それを囲むように椅い子すが何脚か置かれている。壁に沿って本棚が並べられているが、あまり使われてはいないようだ。部屋の用途が進路や生活指導に限られているためだろう。

  「誰も……いない？」

  　ギークは室内を見渡すが、風紀委員もいなければ先生もいなかった。

  「これって……」

  　問うような眼まな差ざしをナードに向けた直後、ギークの体は前方へと吹っ飛んだ。目の奥で火花のようなものが散ったかと思うと、次の瞬間には床に倒れ伏した。三さん半はん規き管かんが壊れたのか視界がグルグルと回っている。

  「だ、大丈夫!?」

  　クローラは悲鳴にも似た声を上げると、ギークのもとに駆け寄った。

  （何が起きた？）

  　クローラに抱き起こされながら、ギークは自分の身に何が起きたのかを考える。

  「いきなり殴なぐるなんて……」

  　クローラの言葉で、ギークは「ああ、そうか」と納得した。

  　ナードに殴られた際、瞬間的に意識が飛んだのだろう。殴られた記憶はないが、左の頬ほおに鈍い痛みがある。口の中を切ったらしく、口内には血の味が広がっていた。

  「君は……。いや、君たちは何をしたのか分かっているのか？」

  　激情を押し殺しているのだろう。ナードの声は微かすかに震えており、心なしか顔も紅潮している。

  「デイジーワールドの住民は、そのシステムを遵じゆん守しゆする義務がある。君たちも十分、承知しているはずだ」

  「で、でも、おかしいんだって！」

  　ギークは手の甲で口元を拭ぬぐうと、ふらつく体をクローラに支えてもらいながら、ゆっくりと立ち上がった。

  「この世界はおかしいんだ。うまく説明できないけど」

  　地下で見た水すい槽そうのこと、そこに収められた予備スペアのこと、システムに逆らった者がすり替えられていること、そしてアダムとイヴ――。デイジーワールドの住民が知らない事実は多い。

  　ギークは見聞きした出来事をナードへと伝えていく。うまく説明できず、しどろもどろになったりもしたが、足りない部分はすかさずクローラがフォローした。

  　ナードは口を真ま一いち文もん字じに結び、ギークとクローラの話に耳を傾けている。その表情からは何も読み取れない。だがしかし内容自体は理解しているようで、ナードは何度か頷うなずいていた。

  「ここにクローラがいるのが証拠になると思う。教室にいるのは偽物ダミーだ」

  　クローラが二人いるというのは、世界の不自然さを象徴している。ギークがデイジーワールドに疑問を抱いだいたキッカケでもあった。ナードを納得させる材料としては十分だろう。

  「確かに、彼女は教室にいた。そしてここにもいる」

  　ナードは品定めでもするかのような目でクローラを見つめた。

  （クローラがシステムにとっての本物オリジナルかどうかは分からないけど）

  　緊張しているのか、クローラは顔と体を硬直させている。

  （少なくとも、ここにいるのはオレとナードが知ってるクローラだ）

  　システム側がどのように考えているのかは不明だが、それがギークの基準だった。

  「ね、これで分かったでしょう？　この世界デイジーワールドが不自然だってことが」

  「だからさ、ナードにも仲間になってもらいたいんだ。オマエがいてくれたら心強いし」

  　ギークとクローラは頷き合った。

  　しかし――。

  「断る」

  　ナードは静かに、しかしキッパリとした口調で言い切った。

  「……え？」

  　ナードの言葉が瞬時には理解できず、ギークは間まの抜けた声を上げた。それはクローラも一緒で、目を大きく見開いている。

  「聞こえなかったのか？　私は断ると言ったんだ」

  　ナードは冷水にも似た言葉をギークとクローラに浴びせかけた。

  「で、でも、デイジーワールドがおかしいってことは……」

  「私が、そして住民が知らない事実。そういうものが存在するのは確かなようだ」

  「それなら私たちの話も分かるでしょう？」

  「分かる」

  　ナードは指先で眼鏡めがねのフレームを押し上げると、哀れむような目でクローラを見つめた。

  「だが、君たちの仲間にはならない」

  「ど、どうして。説明が足りないのか？　それとも証拠がいる!?　だったら……」

  「話の真偽など関係ない。そのようなことは、私にとってどうでもいいことだ」

  「それって、どういう意味？」

  　クローラは戸惑いを隠しきれない様子だ。

  「意味も何もない。君たちが非の打ち所がない説明を行い、これ以上ないという完かん璧ぺきな証拠を突きつけてきたとしても、私の心には響かないということだ」

  「な、なんで……。だってデイジーワールドは……」

  「それは君の価値観だ。私とは違う」

  　ナードはバッサリと斬って捨てた。

  「つまり君は、デイジーワールドのシステムを受け容いれている、と」

  「察しが良い」

  　ナードは即答すると、さらに話を続ける。

  「この世界は完かん璧ぺきだ。住民は貧困に喘あえぐこともなく、差別で苦しむこともない。心穏やかな人生が確約されている。どこに問題があると言うんだ？」

  「でもシステムに文句すら言えないだろ！　連行されるし」

  「それの何が悪い？」

  「え？」

  　意外すぎるナードの発言に、ギークとクローラは声を裏返した。

  「理不尽であろうとなかろうと、それが規則ルールだ。住民には遵じゆん守しゆする義務がある。君たちは規則を破ったのだから、罰せられるのは当然のことだ。違うか？」

  　ギークは返事に窮きゆうし、口をつぐむ。

  「じゃあ、なんでオレたちを助けたんだ？」

  「君を友達と感じていたからだ」

  　ナードは答えると、ギークたちに背を向ける。そして扉の前に歩ほを進めた。

  「しかし、助けるのはこれっきりだ」

  　ナードは扉を少しだけ開き、そっと外の様子をうかがうと、ギークたちを手招きした。

  「今なら逃げるのも難しくはないだろう」

  「最後のチャンスってことか」

  　捕まれば問もん答どう無む用ようで水すい槽そう行きだ。ナードが作った機会を逃のがすわけにはいかなかった。

  　だがそれは親友との決別を意味している。ギークはためらうが、悲嘆に暮れる余裕はない。

  「急げ。直じきに騒がしくなる」

  　ナードに促うながされるまま、ギークは廊下へと歩ほを進める。

  「あ、あの、私……」

  　クローラはナードに話しかけるが、

  「早く行け！」

  　と、ナードは問もん答どう無む用ようでクローラを廊下に追い出した。

  「行けっ!!」

  　ナードがギークとクローラを急せき立てる。



  
    　ギークはキュッと唇くちびるを噛かみ、クローラの腕をつかむと、全力で廊下を駆け出した。

    　後ろ髪を引かれるが、ギークは振り返らない。ナードの思いを無む下げにはできなかった。

    　ギークとクローラは一気に廊下を駆け抜けていく。

    　背後から騒然とした気配が追いかけてきた。
  


  


  第三章　異常終了 reboot

  



  
    　ナードの協力とヲチのサポートにより、ギークとクローラは拠点アジトへの帰還を果たした。

    　二人にとって幸運だったのは、生徒会の追跡が学校の外まで及ばなかったことだ。懸念されたＧホッパーも姿を現さず、いくつかの偶然と幸運を味方につけることで、ギークたちは比較的容易に地下道へ逃げこむことに成功していたのである。派手に暴れたわりには、被害は最小限に近かった。

    　だがしかし、それですべてが終わったわけではない。戻ってくるや否いなや、ギークとクローラは司令室モニタールームに呼び出された。

    　司令室モニタールームで待っていたのは、険けわしい表情を浮かべたヲチである。ヲチは椅い子すに腰を下ろし、胸の前で腕組みをし、眉み間けんにシワを寄せ、怒りのためか体を小刻みに震ふるわせている。年下とは思えないほどの威圧感だ。

    　ヲチが立腹しているせいか、室内の空気は重い。クローラは黙したままうつむいており、先ほどから溜ため息を連発している。猛省しているのだろう。声をかけるのが憚はばかられるほどだ。それはギークも同じである。身勝手な行動で迷惑をかけたのだから当然だが、それ以上に親友ナードとの決別が尾を引いていた。

    「こ、こういうのってさ、不幸中の幸いって言うんだろ？」

    　沈黙に耐えきれず、ギークは努めて明るい声音で口火を切った。

    「不幸中の幸い、ですか。確かに運が良かったのかもしれません」

    　沈黙を守っていたヲチが、静かに口を開いた。

    「だろ？」

    　ギークは即座に反応するが、ヲチの表情は少しも柔らがない。それどころか険けわしさを増したほどだ。

    「戻れたのは運です。しかし偶然が重なった結果ではありません。Ｇホッパーがお二ふた方かたの前に立ちふさがらなかったのは、なぜだと思いますか？」

    「え？」

    「たまたま別の場所を警備していたのかもしれません。あるいは通報を見逃した可能性もあります。ですが実際には、学校からの要請でＧホッパーは出動していました」

    「ってことは……」
  


  
    「あたしが介入し、彼らを遠ざけたんです」

    「だからすんなり脱出できた」

    「そのとおりです」

    　ヲチは頷うなずくと、さらに話を続ける。

    「お二人の行動が皆に脅威を与えたのはご理解いただけると思います」

    　ギークとクローラは神妙な顔でヲチに頷き返す。

    「申し訳ありませんが、しばらくの間、謹きん慎しんしていただきます」

    　そう言うと、ヲチはギークたちに背を向けた。話は終わりだという意思表示である。
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    　ギークとクローラは無言で地下道を歩いていた。

    　ヲチの裁定を重く受け止めていたためだが、ギークが気にしていたのはナードの言葉だ。

    　――理不尽であろうとなかろうと、それが規則ルールだ。住民には遵じゆん守しゆする義務がある。

    　ギークの脳裏に、ナードの冷たい声がまざまざと蘇よみがえってきた。

    　規則を破れば相応の罰を受ける。

    　それはしごく当然のことで、そこに疑問を挟む余地はない。

    （オレたちはルールを破った。だからＧホッパーに狙ねらわれても仕方がない）

    　頭では理解できる。だがギークの感情は少しもついていかなかった。

    （ナードなら分かってくれるって思ったのに）
  


  
    　凸でこ凹ぼこコンビと言われながらも、幼少時からナードと行動をともにしてきたギークである。話せば理解を得られ、賛同してもらえると信じていたのだが、それは大きな間違いだった。

    　親友だったのは間違いない。しかしナードがデイジーワールドの住民であるという大前提が忘れられていた。と言うより、それが問題になるとは考えもしなかったのである。

    　ギークはグッと拳こぶしを握り、血が滲にじむほど唇くちびるを噛かみしめた。つまるところ友情よりデイジーワールドのシステムが優先されたということだ。ショックは隠せない。

    　しかし今は自分のことよりクローラの様子が気になった。先ほどからクローラは一ひと言ことも発せず、深刻そうな表情で俯うつむいている。何か思うところがあるのだろう。

    「ヲチに言われたことを気にしてんのか？」

    　ギークが声をかけるが、クローラは俯いたままだ。その表情はあまりにも暗く、ギークをいたたまれなくさせた。

    「謹きん慎しんなんか、そのうち解けるだろ？　汚お名めい挽ばん回かいする機会もあるし」

    「……汚名返へん上じよう」

    「似たようなもんだろ？」

    　そんなことを話している間に部屋が近づいてきた。

    「またチャンスだってあるさ。その……告白ってやつも、できると思うぞ？」

    　ギークとしては微妙だし、自じ虐ぎやく的てきな発言でもあるのだが、目の前でクローラが落ちこんでいることのほうが問題だった。何か気の利きいたセリフの一つでも口にできればよかったのだが、生あい憎にくとギークは無駄に時間を費ついやしただけである。

    　結局、何一つ慰なぐさめの言葉を見つけられないまま、ギークは部屋にたどり着いてしまった。

    「部屋まで送ろうか？」

    　ギークは自分にできる精一杯の気持ちを披ひ露ろうするが、

    「送るって、すぐそこでしょ？」

    　クローラは苦笑いしながら自室へと歩いていった。
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    　謹慎を始めて早はや一週間。

    　ギークは単調で平坦な毎日を強いられていたが、軟禁されていたわけではなかった。デイジーワールドに行くことは固く禁じられていたが、それ以外、特に制限はない。監視されてもいなかったので、窮きゆう屈くつさも感じなかった。狭苦しい部屋でジッとしていろというのは、さすがのヲチも気の毒に思ったのだろう。

    　そんなギークが日課にしていたことがある。朝の空気を吸うことだ。

    　ギークは梯子タラツプをを上り、天井ハツチを開けると、デイジーワールドの外へと飛び出した。

    　時刻は午前七時。すでに日の出から一時間以上が経過していたが、ひんやりとした空気は朝ならではの清すが々すがしさである。

    　ギークはその場で大きく伸びをすると、辺りを注意深く見渡した。前方には、かつて人類が暮らしていたであろう廃はい墟きよが延々と広がっており、後方にはその子孫が住む箱庭がそびえている。だがお目当ての人物は、今日も見あたらなかった。

    「いない、か」

    　謹きん慎しんを食くらってから、ギークはクローラの姿を一度も見ていなかった。部屋にいるのは音で分かったが、声をかけても反応はなく、それはメールも同様だ。反省しているだけかもしれないが、クヨクヨするなどクローラらしくなかった。

    「ここでビシッとキメられれば、オレの評価もドーンと上がるんだけどな」

    　だが現実は厳しい。どんな顔で会うべきか分からなかったし、何を話すべきかも想像がつかなかった。おどおどして株を下げるのは、火を見るよりも明らかだ。

    　ギークは嘆息すると、気を取り直して廃墟に向かって歩き始めた。廃墟探索もギークの日課となっていた。

    　廃墟の見どころは意外に多い。風雨にさらされ続けたせいか、建物の多くは瓦が礫れきと化しているが、使えるものもちらほら存在している。その内部には、当時を知る上で必要な情報が山ほどあった。特に目を引いたのは雑誌類だ。めくるのも困難なほどボロボロになっているものもあるが、印刷技術の高さか、それとも紙の質が良かったのか、保存状態が良好な本も多い。床に落ちている娯楽雑誌に手を伸ばし、ペラペラとめくってみると、その時代に生きていた者たちの文化や価値観が見えてきた。

    「やっぱ違うなぁ」

    　多くの写真で構成されたその雑誌には、若者たちの今が写されていた。

    　年齢はギークと同じくらい。クラスメイトとして教室にいても違和感はなさそうだ。大きく異なるのは、そこに写る若者の表情である。何がそんなに楽しいのか、そろいもそろって弾けるような笑みを浮かべていた。

    「こんな笑顔、デイジーワールドじゃ見られないもんな」

    　つらいことや悲しいことなど、ストレスに直結するものは徹底的に排除されるのがデイジーワールドだ。だが苦しさを知っているからこそ、心から喜ぶことができる。つまり苦痛を知らないデイジーワールドの住民は、喜びに対して鈍感だといえるかもしれない。

    「何冊か持って帰るか。気晴らしになるかもしれないし」

    　自分用ではなく、クローラへの土産みやげである。

    　何冊か見み繕つくろって小こ脇わきに抱え、建物の外に出たときだ。尻しりのポケットに入れた携帯端末ＰＤＡがメールの着信を知らせるメロディーを奏でた。
  


  
    　ギークは携帯端末ＰＤＡを取り出して画面へと目を向ける。
  


  

  【差出人】ヲチ



  【件　名】クローラさん


  　　　　　側そばにいますか？


  　　　　　部屋にいないのですが……。


  



  【差出人】ギーク


  【件　名】Re:クローラさん


  　　　　　こっちにはいないけど？


  　　　　　オレは一人で廃はい墟きよを探索中。


  



  【差出人】ヲチ


  【件　名】Re２:クローラさん


  　　　　　困りました。


  　　　　　クローラさんの行方がつかめません。


  　　　　　捜索中ですが、心当たりはありませんか？


  



  
    「うーん」

    　ギークは唸うなるが、そのような場所は特に思いつかなかった。そもそもクローラに会えるかもしれないと考え、ここに来たのである。他に心当たりはない。
  


  
    　ギークは携帯端末ＰＤＡを操作し、アドレス帳からクローラの名前を選択すると、通話を開始する。だが聞こえてくるのは呼出音ばかりで、クローラが応じる気配はない。

    「出ないな」

    　ギークは通話を終了すると、すぐにメールを書き始めた。
  


  

  【差出人】ギーク



  【件　名】いまどこ？


  　　　　　ヲチが捜してる。


  　　　　　連絡よろしく。


  



  
    「これでよし」

    　メールを送信した直後、携帯端末ＰＤＡが着信音メロデイーを発した。ギークは即座に応じる。

    「クローラ？」

    『ごめんなさい。あたしです』

    「ヲチか？　どうかしたのか？」

    『緊急事態です』

    　切せつ羽ぱ詰つまっているのか、ヲチの声は緊張感を孕はらんでいる。

    『Ｇホッパーに襲撃されました』

    「ええっ？　大丈夫なのか!?」

    『事前に察知できたので、人的な被害はありません。ただ拠点アジトと設備一式は破は棄きせざるを得ませんでした。データは抹消デリートしたので、他の拠点アジトにも影響はないはずです』

    「そうか。よかった」
  


  
    『あたしは別の拠点アジトに向かっています。ギークさんも合流していただけますか？』

    「分かった」

    『携帯端末ＰＤＡで案内ナビします。地下道にはＧホッパーがいますので、くれぐれも気をつけてください。銃器を所持している者もいるようです』

    「銃って……」

    『すり替えてどうこうするつもりはない、という意思表示かもしれません』

    「じゃあ、もしＧホッパーに捕まったら……」

    　そのような事態を想定しなかったわけではない。デイジーワールドにとってギークたちレジスタンスは敵なのだから、襲ってきても不思議はなかった。むしろ今まで何もなかったことのほうが奇跡みたいなものだ。

    　ギークは寒くもないのに体をブルッと震ふるわせた。命を狙ねらわれるなど初めての経験だ。ヲチの、そして反乱組織レジスタンスの庇ひ護ご下かにあったせいか、他ひ人と事ごとのようにしか感じなかったが、それは幻想でしかなかったのである。

    （殺されるかもしれない）

    　ギークの脳裏に最悪の結末が浮かび上がる。と同時に、全身に悪お寒かんが走り抜けた。

    「ク、クローラは？」

    『連絡は取れていません』

    「まさか、Ｇホッパーに……」

    　その続きは、恐ろしくて口にできなかった。

    『結論を出すのは早すぎます。まずは合流しましょう』

    「クッ……」

    『心配なのは分かりますが、焦あせりは禁物です。慎重に行動してください』

    「……分かった」

    　もちろん口だけで、冷静さを保つなど無理な相談だ。すぐにでもクローラの捜索を始めたかったが、ギークは歯を食いしばってその衝動を抑えこむ。

    （闇やみ雲くもに突っ走っても、捕まるだけだ）
  


  
    　それくらいはギークにも理解できる。

    （とにかく、何か手がかりがないと……）

    　そしてそれを得るには、ヲチと合流するのが確実だった。

    　ギークは通話を終了すると、手にしていた雑誌を放り投げる。

    「無事でいてくれ……」

    　そう言って来た道を全力で戻り始めた。
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    　地下道は騒然としていた。

    　Ｇホッパーが駆けずり回っているようで、足音と怒声が通路内に木霊こだましている。銃器を持ち出しているのか、爆竹が爆はぜるような音も断続的に聞こえてきた。宙に漂う微かすかな硝しよう煙えんのニオイが、その証拠である。

    　どくんどくんと、ギークの胸の奥で心臓が忙せわしなく動いている。携帯端末ＰＤＡを握る手には汗が浮かび、緊張からか体は硬くなっていた。

    　生徒会の面々に追われるのとは訳が違う。命を狙ねらわれているのだと否いや応おうなく認識させられる状況だ。明滅を繰り返す赤色灯が、ギークの不安を際限なく煽あおっていた。

    （とにかく、急いでヲチと合流しよう）

    　携帯端末ＰＤＡには地下道の地図が表示されており、現在位置と脱出するための最短ルートが記されていた。直線で数百メートルほどの距離だが、地下道は網の目状に広がっている。しかも立体構造なので移動だけでも苦労しそうだ。

    「誰だっ!!」

    　ギークの背後から、炸さく裂れつするかのような激しい声が飛んできた。

    「クソッ」

    　ギークは吐き捨てると、振り向きもせず全力で走り始める。いちいち確認するまでもない。相手はＧホッパーだ。背後から押し寄せてくる殺気でそれと分かる。

    　ギークは携帯端末ＰＤＡの画面を一いち瞥べつすると、一目散に遁とん走そうする。ためらっている暇ひまはない。悩んでいる間に一歩でも先に前進しなければならなかった。
  


  
    　ギークは俊しゆん足そくを活かし、Ｇホッパーとの距離をぐんぐん広げていく。完全に振り切ったと判断した矢先、脇わき道みちから新たな敵が現れた。武道の心得があるのは、ガッシリとした体型からも明らかだ。黒いスーツは今にもはち切れそうである。

    （待ち伏せ？　それとも……）

    　どちらにせよ、前に進むよりほかなかった。

    （よし！　行くかっ!!）

    　ギークは胸中で気合を入れると、Ｇホッパーに向かって突進していく。相手もそれに応じ、熊にも似た巨きよ躯くで襲おそいかかってきた。

    （まともにやっても勝てるわけない）

    　それを百も承知しているギークは、つかみかかってくるＧホッパーの目の前で手をパチンと叩たたいた。反射的に相手は目を閉じ、その隙すきにギークはＧホッパーの脇わきを通り抜けていく。猫だましだ。ギークは脱だつ兎とのごとく逃げ出した。
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    　ギークは何度かＧホッパーをやり過ごし、どうにか目的地にたどり着くことができた。

    　とはいえ、特に何か変化があるわけではない。新しい拠点アジトも地下道に存在するため、単純に場所が変わっただけという印象である。

    　ただ拠点アジトの一つが襲われたこともあり、通路内は戦争でも始まったかのような厳戒態勢だ。銃器を手にした仲間たちメンバーが何人も配置されているせいか、空気はピンと張りつめている。

    　ギークはメンバーの一人に連れられ、拠点アジト内に設けられた司令室モニタールームへと案内された。室内ではヲチがモニターを睨にらみながら忙せわしなく端末パソコンを操作している。見慣れた光景だが、それは室内も同様だ。壁には何台ものモニターが設置されており、設備的には前の司令室モニタールームと何ら変わらない。いざというときに備えて準備してあったのだろう。

    　モニターには監視カメラからの映像が表示されており、数秒毎に別の場所が映されていく。学校や寮、オフィス街、住宅街、地下道など、デイジーワールドのありとあらゆる場所が一望できるせいか、神にでもなったかのような気分を味わえた。

    「無事だったんだな」

    「ギークさんもご無事で何よりです」

    　Ｇホッパーへの対処で忙しいのだろう。ヲチは端末パソコンを操作し続けている。

    「前の拠点アジトは破は棄きせざるを得ませんが、必要な情報はこちらに移してあります。活動に支障はありません」

    「そっか。よかった」
  


  
    　ギークの本心だが、知りたかったのは別のことだ。

    「クローラから連絡は？」

    「ありません。連絡を試こころみていますが、応答なしです」

    「居場所は特定できるんじゃなかったのか？」

    「それは携帯端末ＰＤＡを所持していたからです。携帯端末ＰＤＡは常に微弱な電波を発信しているので、そこから現在位置を特定できるわけですが……」

    「ってことは、携帯端末ＰＤＡを持ち歩いてない？」

    「いえ。クローラさんの部屋を確認しましたが、携帯端末ＰＤＡはありませんでした」

    「つまり、どういうことだ？」

    「バッテリーが切れたか、あるいは壊れたか。意図的に電源を落とした可能性もあります」

    「意図的って、どんな!?」

    「分かりません」

    「まさか、Ｇホッパーに……」

    　ヲチが探しても見つからないのである。クローラの身に何かあったと考えるべきだろう。

    （捕まった!?　それとも銃で……）

    　絶望的な光景が次から次へと浮かんでくるが、ギークは頭を振ってそれを否定した。

    （逃げてる最中かもしれないし、どこかに隠れてる可能性だってある）

    　クローラを発見できないのが、その証拠である。希望的観測ではあるが、すがれるとしたらそこしかない。

    「もっとよく調べてくれ！　物陰とかさ、死角になりそうな場所があるだろ!?」

    「確かに、あたしの目の届かない場所に身を潜ひそめているとも考えられます。ですが――」

    　ヲチは端末パソコンの操作を中断し、ギークへと向き直った。
  


  
    「クローラさんに、何か変わった様子はありませんでしたか？」

    「そう言われても……。謹慎してから一度も会ってないし、メールの返事レスもない。落ちこんでたのは間違いないけど」

    　ずいぶんと気落ちしていたので印象に残っているのだが、それ以外で気づいた点はない。

    「クローラさんがいなくなったのは、今日の早朝です」

    「え？　分かるのか、そんなことが」

    「廊下には監視用のカメラが設置されています。それをチェックしました」

    　ヲチが端末パソコンを操作すると、モニターに部屋を出て行くクローラの姿が表示された。表情を確認することはできないが、制服に乱れはなく、背筋はスッと伸びており、歩く姿にも迷いはない。右下に表示されているタイムスタンプは午前六時。ギークが目覚める前の出来事だ。

    「その後、クローラさんが部屋に戻った形跡はありません。ですが……」

    　ヲチは口ごもった。だがすぐに「気を悪くしないでください」と前置きして話を始める。

    「クローラさんがいなくなったあと、拠点アジトはＧホッパーに襲撃されました」

    「ちょっと待ってくれ。それってクローラを疑ってるってことだろ？」

    「クローラさんが消え、代わりにＧホッパーが現れた。これは単なる偶然でしょうか？」

    「それは……」

    「両者には何かつながりがある。そう考えたほうが自然です」

    「そうだけど、クローラに限って……」

    「あくまでも可能性の問題です。ギークさんが頭に思い描いているのは、クローラさんがＧホッパーに密告した、ですよね？」

    「えっと、まあ、その……な」

    　ヲチに心を見み透すかされたギークは、気まずくなって頭を掻かいた。

    「クローラさんは間者スパイだったのかもしれませんし、寝返ったのかもしれません」

    「そんなことは……」
  


  
    　相手がクローラ以外の誰かであれば、ギークもヲチの話に納得したかもしれない。だがギークにはクローラは裏切らないという絶対的な自信があった。言い換えるならオレの好きな人に限ってそんなことはしない、ということになる。それはギーク以外の人間には通用しない理屈で、ようするに恋は盲目ということだ。

    「クローラさんが捕まったと仮定すると、尋問で情報を引き出したのかもしれません」

    「尋問!?」

    「手っ取り早く口を割らせるには、それが一番ですから」

    　ヲチはアッサリとした口調で言い放った。

    「ですが尋問などせずとも、情報は引き出せるのかもしれません」

    「どうやって？」

    「あたしたちのご先祖様は、仮想世界サザーランドから現実世界リアルへやってきました。データ化された記憶を体に転送アツプロードしたわけです」

    「あ……」

    「ええ、そういうことです。クローラさんの記憶を転送ダウンロードすれば、尋問する手間も省けます」

    　住民をすり替える際にも、同様の技術が使われたのだろうとヲチは付け加えた。

    （ヲチの言うとおりかもしれない）

    　偽のクローラに違和感を覚えたのも、記憶を転てん送そうしたためだと考えれば頷うなずける。偽物ダミーは情報を得ただけであり、実際に経験したわけではない。それが不自然な挙動につながったのだろう。

    　だがしかし、敵の手口に納得している場合ではない。重要なのはクローラの行方である。

    「クローラさんの件は、引き続き調査を続けます。ですが、クローラさんを助けるためにメンバーを動かすことはできません」

    「えっ……」

    「助けて差し上げたいのですが、個人的な理由で皆を動かすわけにはいかないのです。ご理解ください」

    　もちろん、その程度の理由で納得できるギークではなかったが、ヲチの立場も理解できた。

    「お部屋は用意させます」

    　ヲチはギークに背を向けると、端末パソコンの操作を再開した。話は終わりということだ。
  


  
    「あ、そうそう。現時点をもって謹きん慎しんは解除します。ですが、くれぐれも無茶なことは控えてください。くれぐれも、です」

    　念を押してくるヲチに、ギークは了解したことを伝えてから司令室モニタールームをあとにした。
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    　ギークに用意された部屋は、暗くて狭い上に汚きたなかった。ようするに前の部屋と同じである。

    　ギークは埃ほこりっぽいベッドの上に体を投げ出すと、染しみだらけの天井を睨にらみつけた。

    「言われなくたって分かってるさ。オレに何もできないことくらい」

    　ヲチは念を押すことでギークを牽けん制せいしたのだろう。考えもなしに飛び出されても困るからだ。可能ならクローラを捜しに行くところだが、行動を起こそうにも手がかりが少なすぎた。

    （でも分かったことがある）

    　クローラは死んではいないということだ。断言はできないが、可能性は高い。

    （尋問されたのか、それともスパイだったのか……）

    　ギークは前者だと信じて疑わないが、敵の手に落ちただけなら救いはある。クローラを助けるには多くの困難が伴ともなうだろうが、死んでしまえばそこでおしまいだ。

    （問題は、クローラがどこにいるかってことだよな）

    　パッと思いつくのは水すい槽そうである。だがあの場所に行くには、施設から地下に潜もぐるしかない。そのためにはヲチと反乱組織レジスタンスの協力が不可欠だ。

    （クローラがいるって確証もないしな……）

    　ヲチは個人的な目的で動くことはないと断言した。いるかどうかも分からないクローラのために人員を割さいたりはしないだろう。

    「オレがクローラのためにできること」

    　現状では待つことが最善の策である。

    　それはギークの頭でも理解できるが、気持ちは少しもついてこなかった。
  


  
    （どうする？　どうしたらいい）

    　ギークは目を伏せて思案に沈む。
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    　耳元で流れる軽やかなメロディーに、ギークの意識は緩ゆるやかに回復していく。寝ぼけているのか体は重く、動きも緩かん慢まんだ。それでも目ま蓋ぶたを開くのは、たいして難しくはない。

    「寝てたのか」

    　Ｇホッパーとの追いかけっこで疲れていたのだろう。腕の力で上半身を引き起こし、ベッドへと目を向けると、携帯端末ＰＤＡが着信音メロデイーを奏でていた。

    「クローラ!?」

    　ギークは目を剥むくと、引ったくるように携帯端末ＰＤＡを手にした。画面に発信者クローラの名前が表示されていたからだ。画面の端で点灯するビデオチャットのアイコンに触れると、即座に通話が始まる。だがしかし、画面に現れたのは意外すぎる人物だった。

    「ナード!?　なんでオマエが……」

    　携帯端末ＰＤＡに表示されたのはナードである。

    　状況が理解できずに混乱するギークだが、目に留とまったのはそれだけではない。

    「オマエ、その格好……」

    　ナードが身につけていたのは学校の制服ではなく、闇やみにも似た漆しつ黒こくのスーツである。ギークはその服に見覚えがあった。

    （忘れるわけない）

    　デイジーワールドの住民であれば、その黒い服には誰もが一いち目もく置く。そして反乱組織レジスタンスに身を寄せるギークにとっては、もっとも厄やつ介かいな相手である。

    『見てのとおり、今の私はＧホッパーの一員だ』

    「なんで……。どうしてＧホッパーなんかに……」

    　学校でナードに拒否されたこともショックだが、今回はそれ以上だ。Ｇホッパーとしてギークの前に現れた以上、ナードは敵である。当然、ナードもそのつもりだろう。
  


  
    『私はデイジーワールドを愛している。それ以外に理由はない。この服はその証あかしだ』

    「決意の証……」

    『そのとおり』

    （オレと同おんなじだ）

    　ギークにとって制服は戦闘服だ。ナードも同じ理由に違いない。

    （つまり、説得なんか無理ってわけか……）

    　制服の色が対照的であることも、今となっては相あい容いれない互いの主義主張を表現しているような気がした。

    　だが今は自分たちの境遇について語り合っている場合ではない。

    「オマエ……。なんでクローラの携帯端末ＰＤＡを使ってんだよ」

    『その件だが、彼女はこちらで保護している』

    「そういうことか……」

    『危害は加えていない。好待遇とはいかないが、人道的な扱いを受けているとだけ言っておこう』

    「解放しろ！　……って言っても無駄だろうな」

    『罪を犯した者を釈放するほど、デイジーワールドのシステムは寛容ではない』

    「罪って……」

    『犯罪などあり得ない世界。そしてそれを未然に防ぐシステム。それを揺るがす者を捨て置くわけにはいかない』

    　ナードは嘆たん息そくすると、哀れむような目でギークを見つめた。

    「オマエの説教なんか聞きたくない。とにかくクローラを返せっ！」

    『君は誤解しているのだと思う。デイジーワールドのシステムは、完かん璧ぺきで揺るぎのないものだ。納得のいかない部分もあるだろうが、そこは改善していけばいい』

    「そんなの信じられるか」
  


  
    『一度、じっくりと話し合わないか？　様々な誤解があるようだが、必ず分かり合える』

    「クローラを人質に取られてるってのに、そんなの信じられるわけないだろ！」

    『だがこちらに切り札がある以上、君は応じるしかない』

    「ク、クソッ」

    『私は聖塔セントラルにいる。明日の正午にでも訪ねてくるといい。Ｇホッパーなかまには手を出さないように言っておく。昼食でも食べながら、今後について話し合おう』

    　そう言うと、ナードは一方的に通話を終了した。

    「行けば捕まる。でも行かなきゃクローラは……」

    　しかし天てん秤びんにかけるまでもなく、すでにギークの腹は決まっていた。

    　何らかの策を講じた上で聖塔セントラルに乗りこみ、クローラを救出して脱出する――。

    　奇跡でも起こさない限り、それを実現するのは難しい。だが無理、無茶、無謀の三拍子は、ギークの専売特許だ。

    「無理だろうがなんだろうが、やるしかない」

    　携帯端末ＰＤＡを確認すると、時刻は午後一時を回ったところだ。

    「あと二十三時間か」

    　しかし、すぐに考えをあらためる。

    「二十三時間もあるんだ。やるだけやってやるさ！」

    　ギークはベッドから起き上がると、自分の姿に目を向ける。制服を着たまま居眠りをしたせいか、そこかしこに小さなシワが確認できる。だが気になるほどではなく、暗く薄汚れた部屋の中でも白さは際立っていた。

    　ギークが身なりを気にしたのは、制服は戦闘服であるという思いからだ。つまり覚悟の表われである。

    「よし、行くかっ！」

    　験げんを担かつぐわけではないが、思い立ったが吉日である。それに二十三時間も考えたところで、妙案が思いつくとは限らない。だとしたら行動に移したほうがよかった。

    「さすがのナードも予想できないだろ」
  


  
    　それに拠点アジトへの襲撃で、Ｇホッパーの数は少なくなっていると考えられた。隙すきをつくほどではないにせよ、敵の目が拠点アジトに向いている間に乗りこむのは得策だ。

    「奇数作戦ってヤツだっ！」

    「奇襲作戦ですよ、ギークさん」

    　突然、部屋の扉が開かれたかと思うと、ヲチが姿を現した。その背後には護衛とおぼしい二名の男が控えている。どちらも筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうで、Ｇホッパーを軽くぶん投げそうな雰囲気だ。

    「ノックもせずに失礼しました」

    　ヲチはペコリと頭を下げる。

    「連絡があったみたいですね」

    「えっと……」

    　ギークはヲチの視線をさらりとかわすが、その目は完全に泳いでいた。

    「クローラさんの携帯端末ＰＤＡに電源が入ったので、その内容を傍ぼう受じゆできたというわけです」

    「じゃあ……」

    「盗み聞きはいかがなものかと思いましたが、ギークさんだけの問題ではありません。失礼を承知で聞かせていただきました」

    「ってことは、オレがやろうとしてることも……」

    「はい。つい今し方、奇襲作戦と叫ばれていましたから」

    「あ」

    　ギークは反射的に手で口をふさいだ。

    「手遅れですね、残念ながら」

    「止とめにきたのか？」

    「当然です。無謀すぎるとは思いませんか？　ギークさんは敵の拠点アジトに乗りこもうとしているんですよ？」

    　ヲチは非難しているわけではなく、ギークの身を案じているようだ。声の調子と心配そうな表情から、それと分かる。
  


  
    「でもオレが行かなかったら、クローラは……」

    　組織レジスタンスの助けがなければ、今のギークは存在しない。だが団体行動が要求されるため、個人で動く際には足あし枷かせにもなった。

    　助けてもらい、あまつさえ居場所まで作ってもらったというのに、ずいぶんと身勝手な話である。だがギークの行動原理は初めから何も変わらない。好きな人クローラのために、である。肝心のクローラには好きな男がいるので、報われることはなかったが。

    「ギークさんが捕まれば、この場所アジトの情報が漏もれてしまいます」

    「捕まらないようにする。捕まっても、ここのことは絶対に話さないから」

    「絶対など、この世には存在しません。それに記憶のアップロードとダウンロードについて、先ほどお話ししたばかりですが？」

    「うっ」

    　ギークは言葉を詰まらせる。

    「では、お願いします」

    　ヲチが片手を上げると、背後に控えていた二人の男が前に進み出た。

    「手荒な真似はしたくなかったのですが……」

    　男たちは指をバキバキと鳴らしながら、ジワジワと間合いを詰めてくる。適当に痛めつけ、部屋に閉じこめておく腹だろう。

    「ク、クソッ」

    　ギークは身構えると、射いるような鋭い目で男たちを睨にらみつける。

    「言うこと聞かなきゃ力ずくでってことか」

    　ブチッと、ギークの頭の中で何かが千ち切ぎれた。頭に血が上り、体は火に薪まきでもくべたかのように熱くなる。

    「やってることがアイツらと変わらないだろっ！」

    　ギークは吐き捨てると、無謀にも男たちの前に躍おどり出た。そして男の一人に拳こぶしを突き出す。身長差があるので顔面など狙ねらえず、拳は相手の腹部に食いこんだ……はずだった。しかしギークの軟弱な拳は、男の鍛きたえ抜かれた腹筋の前に屈してしまう。

    　男は表情一つ崩さず、突き出されたギークの腕をつかむと、それをひねり上げる。腕に鋭い痛みが走り、声にならない悲鳴がギークの口からこぼれ落ちた。

    「この部屋は、もっと利口な方に貸し与えることにします。連行してください」
  


  
    　ヲチが指示を出すと、男たちはギークを部屋から引きずり出した。そしてすぐさま両りよう脇わきを抱え、地下道を歩き始める。

    　ギークは抵抗しなかった。というより、できなかったのだ。屈強な男たちに左右の腕をつかまれている状態では為なす術すべがない。

    （もしオレがナードに会いに行かなかったら……）

    　ギークの脳裏に最悪の状況が浮上してくる。

    （ナードに限って無茶はしないはずだ）

    　ギークは強引に納得するが、システムに殉じゆんずるナードがいつまでも違反者クローラを放置しておくとは思えなかった。

    （どうにかして聖塔セントラルに行かないと）

    　だが腕はガッチリとつかまれており、振り払うのは不可能である。下手に動けば痛い目に遭あうだけではなく、余計に警戒されるだろう。

    「どこに連れていくつもりだ？」

    「ギークさんと行動をともにするのは難しそうです。だから手を打つことにしました」

    「手？　なんのことだ!?」

    　数分ほど地下道を歩くと、さすがに警備も手薄になってくる。何度か隠し扉を通り、迷路のような地下道を進んでいくと、前方に梯子タラツプが見えてきた。

    「到着しました」

    　ヲチはギークの前に回りこむと、男たちに目め配くばせする。ギークは拍子抜けするほどアッサリと解放された。

    「その階段を上れば地上に出られます。聖塔セントラルの近くを選んでみました」

    「どうして……」

    「ギークさんがいると皆に迷惑がかかります。だから追放することにしたんです」

    「でもオレが捕まったら拠点アジトの位置がバレるぞ？」

    「拠点アジトを潰つぶされた程度で、どうにかなるとお思いですか？」

    「そりゃまあ、そうだけど……」
  


  
    「ギークさん。少し前に屈かがんでいただけますか？」

    「屈むって、こうか？」

    　ギークはヲチの求めに応じて腰を折った。

    「これは餞せん別べつです」

    　ヲチは身につけていたヘッドセットを外はずし、ギークの頭に装着した。

    「もしかしたら、誤って何か呟つぶやくかもしれません。ないとは思いますけど」

    「ありがとう」

    「お礼を言われる筋合いはありません」

    　ヲチはそっぽを向いた。

    「ギークさんは裏切り者なんですから、あたしの前から早々に消え失うせてください」

    「……そうするよ」

    　ギークは頷うなずくと、梯子タラツプの前へと歩ほを進める。そしてそれに手をかけ、一段ずつ着実に上っていく。

    （ヲチには迷惑をかけっぱなしだな……）

    　結局、何一つ恩返しができていないが、生きてさえいればチャンスはあるだろう。

    （まずはクローラを助ける。そして二人で戻ってこよう）

    　それは機会をくれたヲチへの感謝の証あかしにもなるはずだ。

    「ご武運を」

    　ヲチの声に見送られながら、ギークはひたすら梯子タラツプを上り続けた。
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    　ヲチが用意した地上への出口は用具室の中にあった。

    　トイレ用具が収められているので、外に何があるかは察しがつく。扉を開けて外に出ると、予想どおり男子用の公衆トイレだ。通りに面しているのか、歩行者の会話や足音、往来を行き交かう車の音など、雑然とした気配が伝わってきた。

    　ギークは携帯端末ＰＤＡを取り出し、それを操作する。画面に表示されたのは地図と自分の現在位置だ。

    （聖塔セントラルまで五百メートルってところか）

    　確かに近かったが、実際に移動するとなると多くの困難を伴うだろう。

    （夜まで待つか？）

    　白昼堂々、通りを歩くのは自殺行為だ。面は割れているし、制服を着ているのも問題だ。歩いているだけでも目を引くだろう。

    「今さらだけど、考えなしだったのかも」

    『よかった。気づいてくれなかったら、どうしようかと思いました』

    　ヘッドセットから聞き覚えのある女の子の声が流れてきた。

    「ヲチか？」

    『違います』

    　即座にヲチの声でリアクションがある。

    『これはあたしの独ひとり言です。反応されても困ります』

    「そっか、分かった」

    『これはあたしの独り言ですが、まもなく近くで騒動が起きそうです。聖塔セントラルに潜入するチャンスかもしれませんね』

    　独り言にしては具体的だが、ギークはつっこむことなく耳を傾ける。

    『聖塔セントラル内の情報はありません。よって独り言を呟つぶやくことも不可能です。もし可能なら、聖塔セントラル内の端末パソコンから情報を引き出していただけると……。独り言ですけど』

    「ＰＤＡこいつの使い方、ちゃんと教わっとけばよかったな」
  


  
    　せっかくの万能ツールＰＤＡも、使用者ユーザー次第では宝の持ち腐れだ。通話とメールがメインのギークには高性能すぎるツールである。ヲチなら性能を限界まで引き出し、スパイも驚くような使い方を披ひ露ろうするに違いない。

    「あまり期待するなよ。……独り言だけど」

    　ギークは独り言にしてはハッキリと呟くと、公衆トイレの入り口へと歩いていく。そしてそっと外の様子をうかがった。

    　ビジネス街に面しているせいか、交通量は多い。制服でなければ、人ひと混ごみに紛まぎれて行動を起こしているところだ。肝心の聖塔セントラルはビルの合間から視認できる。

    「ところで騒動ってさ、何を始めるつもりなんだ？」

    　そんな疑問を口にしたとき、近くで何かが破裂する音が聞こえてきた。

    　あちらこちらから響いてくる破裂音に合わせ、通行人が驚きの声を上げる。車が急制動ブレーキをかけたのか、悲鳴にも似たけたたましいブレーキ音が響き渡った。瞬またたく間まに辺りは騒然となっていく。

    「始まったみたいだな」

    　ギークは騒ぎに便乗する形で外に飛び出した。通りはてんやわんやの大騒ぎだが、何かが爆発した形跡はない。代わりに道路には何本もの水柱が立っていた。

    『聖塔セントラル周辺の水道管を破裂させてみました。これで多少は動きやすくなるはずです』

    　ヲチが指摘したとおり、通りは右往左往する人でごった返している。水柱が邪魔で車は身動きが取れなくなり、交通機関は麻ま痺ひし始めていた。これなら学生が紛まぎれていても注目される心配はない。多少、濡ぬれてしまうが、カムフラージュになるので好都合といえそうだ。

    『聖塔セントラルに迫るのは初めてです。十分に戦力を蓄たくわえ、万全を期して臨むべきなのですが……』

    　ヲチの話を耳にしながら、ギークは聖塔セントラルへと向かって歩き出した。

    『こちらの戦力は、予定の七割程度。十分ではありませんが、行動を起こすに足るレベルといえるでしょう』

    　聖塔セントラルまでの距離は五百メートルほど。徒歩なら五分ほどだが、すんなりたどり着くとは思えなかった。聖塔セントラル周辺はシステム側の主要施設が多く、警備も厳重だ。Ｇホッパーの数も多い。拠点アジトの襲撃と水道管の件で多少は人数も減っているだろうが、ゼロになることはないのでＧホッパーとの追いかけっこは必ひつ至しだ。

    　携帯端末ＰＤＡに目を向けると、地図上にＧホッパーの位置を示す×マークが表示されていた。ヲチがＧホッパーを管理しているシステムに介入ハツキングし、位置情報を取得するなどしたのだろう。ギークの予想どおり、Ｇホッパーの数は聖塔セントラルに近づくほど増えていた。

    『Ｇホッパーが分散している今こそ、聖塔セントラルに乗りこむ絶好の機会なのかもしれません』

    　地図に新たな印が表示される。●で記されたそれは、味方を示す印だ。地図上に現れた●の数は、聖塔セントラルの周辺だけでも二、三十個ほど。デイジーワールド全体では倍にのぼる。

    『ギークさんを助けてからというもの、想定外のことが発生して困ります。ですがそれはＧホッパー側も同様でしょう。臨りん機き応おう変へんに対応し、少ないチャンスをものにする。それが現状を打破する最良の方法なのかも』

    　●印が一斉に動き始め、Ｇホッパーを示す×印へと向かっていく。近くから何かが爆発するような音が聞こえてきた。空気が微かすかに震ふるえている。
  


  
    　ギークは足を止めると、爆音が聞こえてきた方向へと体を向けた。見えてきたのは狼煙のろしにも似た黒煙と、血のような赤々とした炎だ。

    『デイジーワールドのシステムをひっくり返せるかどうかは微妙なところです。ですが次につなげることはできるでしょう』

    「失敗できない感じになってきた」

    『失敗したときのことなど考えていないから、無茶ができるのでは？』

    「そりゃまあ、そうだけど」

    　ギークが敵に回したのは世界だ。そう考えると体がすくんでしまうが、デイジーワールドをどうこうしたいわけではない。ギークの目的はきわめて個人的ちつぽけなものであり、反乱組織レジスタンスとは方向性がまるで異なる。

    （オレはクローラさえ助けられれば、それでいい）

    　身勝手だとは思うが、だからこそ決断も容易だった。

    『あたしは失敗が怖い。そして失敗が許されないからこそ、大胆な行動に出られなかった』

    「なんか意外だな」

    『え？』

    「そんな話、今までしたことなかっただろ？」

    『皆さんの前で弱音を吐くなど、あたしには許されませんから……』

    「この戦いで終わりにできるといいな」

    　ギークは携帯端末ＰＤＡをチェックすると、聖塔セントラルに向かって走り始めた。反乱組織レジスタンスが事を起こした以上、周りの目を気にしても仕方がない。むしろ一刻も早く聖塔セントラルに着く必要があった。

    　聖塔セントラルへは残り四百メートルほど。通りに沿って走っていけば、二、三分で到着するはずだ。

    　その間にも、そこかしこから爆音が聞こえてきた。反乱組織レジスタンスの面々がＧホッパーとやり合っているのだろう。それは火に油を注いでいるようで、何も知らない住民は恐慌状態パニツクにおちいっている。デイジーワールドは理想郷であり、争いなど起こらない。そう信じてきた者にとって、目の前の出来事は悪夢のはずだ。

    　聖塔セントラルまで残り二百メートルほど。ギークの目の前には巨大な建築物がそびえている。あまりにも大きすぎて、建物の全容は把握できない。まるで絶壁だ。ギークは立ち止まると、聖塔セントラルを仰あおぎ見た。黒煙で汚けがされた空を貫つらぬくように、聖塔セントラルは果てなく続いている。

    「よしっ！　行くかっ!!」

    　ギークは気合を入れると、怯ひるむことなく駆け出した。
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    　前方に聖塔セントラルの入り口エントランスが見えてきた。建物が巨大なように、入り口もまた大きく、幅は二、三十メートルほど。全面ガラス張りだが、今は粉こな微み塵じんに砕けて地面に散乱している。

    　聖塔セントラルまでは、残り百メートルほど。入り口の周辺では、反乱組織レジスタンスとＧホッパーが大立ち回りの真っ最中だ。数十名ほどが乱闘を繰り広げているが、どちらが優勢かは判然としない。だが混乱に乗じれば、聖塔セントラル内への潜入も難しくはなさそうだ。

    『何名か聖塔セントラルに到達したようです。ギークさんも続いてください』

    　ギークはヲチの独ひとり言に従い、聖塔セントラルの入り口を目指して疾しつ駆くする。

    　入り口が近づくにつれ、乱闘の現場もまた迫ってきた。ある者は武器を持ち、またある者は素手で敵に立ち向かっている。当然、手加減はない。警棒で殴なぐられでもしたら、よくて骨折、打ち所が悪ければあの世行きだろう。

    　ギークの本能が警けい鐘しようを鳴らし始めた。迂う回かいするべきである、と。

    　だがしかし、そんな時間的余裕はない。時が経たてば経つほど形勢は不利になる。分散していたＧホッパーが聖塔セントラルへと集結する前に、クローラを助け出す必要があった。

    「突っ切るしかない」

    　そしてそれを実現させるだけの走力がギークにはあった。

    　ギークは入り口とＧホッパーの位置を確認すると、地面を蹴けって思い切りよく飛び出していく。全力で走れば十秒ほどで着くだろう。

    　だが状況は秒単位で激変する。ギークの目の前で仲間レジスタンスの一人がＧホッパーに殴り倒された。警棒で顔面を殴打された彼は、鼻と口から血を噴き出し、白目を剥むいて昏こん倒とうしている。顔の形が変形していることから、骨が折れているのは確実だ。

    　Ｇホッパーがギークに気がついた。人を殴り倒したことで高揚しているのか、その目は血走り、鼻息も荒い。警棒を持つ手に力が入るのが分かった。

    （あんなので殴られたら……）

    　想像しただけで震ふるえがくるが、動き出した以上、立ち止まることは許されない。ギークとＧホッパーの距離は、文字どおり一瞬で縮まっていく。

    　Ｇホッパーが素振りでもするかのように警棒を薙なぎ払った。それでもギークは立ち止まらない。上体を沈めて極端な前ぜん傾けい姿し勢せいを取ると、ひたすら前へ前へと突き進む。ギークの頭上を警棒がかすめた。幸いにも髪の毛が少し触れただけだが、警棒が数センチでも下を通っていたら別の世界へと旅立っていただろう。

    　Ｇホッパーをやりすごしたギークは、速度を維持したまま入り口へと飛びこんだ。すぐさま振り向くが、Ｇホッパーは追いかけてはこなかった。乱闘に巻きこまれたのかもしれない。

    『ギークさん、ご無事ですか？』
  


  
    「危あやうく死にかけた」

    　ギークは答えると、改めて聖塔セントラルの内部へと向き直った。

    「なんか思ってたのと違うな」

    　聖塔セントラルはデイジーワールドの中心だ。用途不明な機械類がズラリと並ぶ光景を想像していたのだが、実際はだだっ広い空間が広がるだけだった。什じゆう器きが存在しないオフィスといったところだが、天井は極端に高い。十五、六メートルはありそうだ。何本もの太い柱が天井に伸びているのは、巨大な建築物を支えるためだろう。

    　先に潜入した反乱組織レジスタンスの面々がＧホッパーとやり合っているようで、聖塔セントラル内は騒々しい。主戦場になるのも時間の問題である。

    「どこに行けばいいんだ？」

    　辺りを見渡しても案内板の類たぐいは確認できない。適当に探して回るには、あまりにも広すぎた。

    「上を目指すのが正解だと思うけど」

    　何かあるとしたら上の階にある気がした。

    　聖塔セントラルを見てまず感じたのは、その高さである。当然、それには理由があると考えられた。単なる好奇心かもしれないが、いずれにしても最上階を目指すのが正しい選択だろう。

    　指針ができたところで、ギークの背後から足音が迫ってきた。振り向くと鬼のような形ぎよう相そうをしたＧホッパーが警棒を片手に突進してくるのが分かる。ギークは慌あわてて走り始めるが、階段は見あたらない。だがその直後、手にしていた携帯端末ＰＤＡが微かすかに震ふるえた。

    『先行した皆さんから得た情報を携帯端末ＰＤＡに転てん送そうしました。聖塔セントラル内のフロアマップです』

    　携帯端末ＰＤＡの画面にチラリと目を向けると、ギークがいる一階の平面図が表示された。聖塔セントラルの中心部、そして四隅に何基かエレベーターが設置されているようだ。

    　さっそくギークは聖塔セントラルの中心でそそり立つ大黒柱へと駆けていく。

    『ギークさんが目指すフロアは五十階です』

    「オレが目指す？」

    『クローラさんを助けるのでは？』

    「そうだけど、ハッキングでもしたのか？」

    『いえ、クローラさんの携帯端末ＰＤＡから位置情報を割り出しました。そこにクローラさんがいるとは限りませんが、近くにいる可能性は高いと思います。ただ、そこには……』

    「ナード、か」
  


  
    　ナードはクローラの携帯端末ＰＤＡでギークに連絡してきた。つまり目的地には、高い確率でナードがいるはずだ。

    （クローラのことはナードに訊きくしかないか）

    　Ｇホッパーになったナードが素直に応じるとは考えにくいが、それがクローラを救出する一番の近道だろう。

    　走り出してすぐフロアの中心を示す巨大な柱が見えてきた。それ自体が建物であるかのような頑強な柱は、聖塔セントラルを支える要かなめに違いない。圧倒的な存在感である。柱には二基のエレベーターが設置されており、そのうちの一基のドアは開いていた。

    （ちょうどいい。あれに乗っていくか）

    　ギークは背後にＧホッパーの気配を感じていたが、間隔は少しずつ開いているようで、その足音は遠ざかる一方だ。追いつかれる前に逃げ切れるだろう。

    　ギークは勢いを保ったままエレベーターの中に転がりこむと、壁に設置された操作パネルへと向き直る。

    　開閉を示すアイコンに触れると、ドアは音もなくスッと閉じた。そしてすぐに目的地である五十階を入力。エレベーターは速すみやかに上昇を始める。

    　ギークは壁に背を預けると、弾んだ息を整えるべく深呼吸を繰り返した。今のところ体力的には何ら問題はない。ドアが開くのを待つだけだ。

    　操作パネルに表示された階数が、見る間まに五十階へと迫っていく。

    （ナード、か）

    　どのような顔でナードに会うべきか、ギークにはまるで想像がつかなかった。

    （でも話すことは決まってる）

    　だとしたら表情など気にしても始まらない。目的を達するために淡々と事を進めるだけだ。

    『まもなく五十階です。他の皆さんは各おの々おのの手段で上を目指しています』

    「てっぺんを？」

    『最上階にはシステムの中枢を担になうコンピュータが設置されているようです。それを停止シヤツトダウンできれば……。ギークさんはとにかく、クローラさんの救出を』

    「分かった」

    　ギークは頷うなずくと、携帯端末ＰＤＡを操作して五十階の平面図フロアマツプを表示する。碁ご盤ばんの目のように細かな部屋がズラリと並んでいるが、どのような用途で使われているのかは不明だし、知りたいとも思わなかった。重要なのはクローラの携帯端末ＰＤＡが放つ電波と、その位置を示す印マークだけだ。

    　46、47、48、49、50――。

    　表示パネルは瞬またたく間まに五十階を示し、ドアがゆっくりと開かれた。ギークは勢いよく飛び出すが、すぐさま足を踏ん張らせて急制動ブレーキをかける。
  


  
    「え？」

    　ギークは目を剥むいた。

    　閑散としたフロアを背に、見覚えのある男子生徒がギークを待ち構えていたからだ。

    　自分自身ギークである。

    　まるで鏡でも見ているかのようだが、そうではない。生気のない虚うつろな瞳ひとみは、ギークとは似ても似つかなかった。

    「なんでオレが……」

    　ギークの背筋に悪お寒かんが走る。鼓こ動どうは速まり、体から血の気が引いていく。あり得ない事態に、ギークの頭の中はカンバスのように白く染まっていた。

    「そうか、コイツは……」

    　自分自身が二人も存在するはずがない。

    　それは当たり前のことだが、この世界デイジーワールドではあり得るのだ。

    「偽者スペアってヤツか」

    　目の前にいるそっくりさんは、水すい槽そうの中にいたアレに違いない。

    「つまり、オレの代わりに学校に通ってたってわけだ」

    　偽者スペアが制服を着ていることからも、それと判断できる。

    「こんなところでご対面かよ……」

    『どうかしましたか？』

    　ヘッドセットからヲチの声が流れてきた。

    「問題発生だ」

    　ギークは偽者スペアの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに目を配る。偽者スペアが何を考えているかは、手に取るように理解できた。
  


  
    （さすがオレ自身）

    　などと感心している場合ではない。偽者スペアを何とかしなければ、目的地にたどり着くことはできないからだ。

    「おい、どけよっ！　邪魔してんじゃねーぞっ!!」

    　ギークは偽者スペアを指差すと、声を荒あららげた。

    （こんなところでモタモタしてる場合じゃない）

    　行く手を遮さえぎる者は排除するだけである。逃げるなど端はなから考えてはいなかった。

    （オレと同おんなじなら、絶対に逃げ切れない）

    　相手もそれを許しはしないだろう。

    「ここで白黒つけろってわけだ」

    「ギークという人間は、デイジーワールドに二人も必要ない」

    　偽者スペアもギークと同じ考えのようだ。

    「気が合うな」

    　ギークが呟つぶやくと、

    「胸くそが悪くなるくらい、だろ？」

    　偽者スペアはニヤリとする。

    「んじゃ、いっちょおっぱじめるとするか！」

    　ギークはグッと拳こぶしを握りしめると、偽者スペアへと突撃していく。偽者スペアもまた同じタイミングでギークに迫ってきた。

    　ギークは右腕を振り上げると、偽者スペアに拳を突き出す。次の瞬間、ギークの拳が偽者スペアの左頬ほおに食いこんだ。同時にギークの顔面に相手の突きがヒットする。金かな槌づちで打たれたかのような鈍どん重じゆうな衝撃が、ギークの脳天を貫つらぬいた。倒れこそしなかったが、ギークと偽者スペアは一歩、二歩と、それぞれ後退していく。

    （効いたぞ、マジで……）

    　ギークは身構えるが、偽者スペアの一撃は想像以上にこたえており、視界は飴あめ細工のようにグニャリと歪ゆがんでいる。口の中を切ったのか、口内には血の味が広がっていた。気が張っているせいか痛みは感じないが、顔は酷ひどく腫はれているようだ。
  


  
    　ギークは口に溜たまった血を床に吐き出すと、再び偽者スペアへと向かっていく。相手は自分ギーク自身だ。ヘタな小細工などせず、真っ向勝負である。

    　先手を取ったのは偽者スペアだ。偽者スペアが突き出した拳こぶしが、ギークの腹部にめりこんでいく。

    「グッ……」

    　ギークは体をくの字に曲げ、呻うめき声を上げた。鳩尾みぞおちには当たらなかったものの、もんどり打ってもおかしくないほどの激痛が全身を貫つらぬいていく。

    （倒れてたまるか）

    　ギークは歯を食いしばり、渾こん身しんの力で拳を振るった。

    　幸い、偽者スペアのダメージも大きく、大振りでも外す心配はなさそうだ。そして予想どおり、ギークの拳は相手の顔面にヒット。偽者スペアは頭をのけ反ぞらせ、口と鼻から鮮血が飛散した。

    　だが敵もさるもので、倒れることなくその場で踏みとどまっている。ギークは即座に蹴けりを放つ。それは偽者スペアの脇わき腹ばらを捕らえるが、同じタイミングでギークの腹部に蹴りが入っていた。

    （クソッ……。こうなりゃ根比べだ）

    　しかし相手は自分自身である。引き分け以外に決着などあり得ない。

    （でもオレは、絶対に倒れない！）

    　ギークは偽者スペアを蹴けっ飛ばすと、口元に付着した血を袖そでで拭ぬぐった。

    　ギークの心を、そして体を支えていたのは、たった一つのシンプルな想いである。

    （オレはクローラが好きだ）

    　クローラを想う気持ちは、誰にも負けない自信があった。ましてや相手は数週間程度の人生経験しかない人間だ。薄っぺらい人生しか歩んでない偽者スペアに、負けるわけにはいかなかった。

    「オマエさ、なんのために戦ってんだ？」

    　ギークは腫はれぼったい目で偽者スペアをジロリと睨にらむ。偽者スペアはノックアウトＫＯ寸前だが、ギークと同じで踏ん張り続けている。

    「デイジーワールドには規則ルールがある。それを乱すヤツは許せない」

    「……オレと同おんなじ顔で、そんなくだらねーこと言うなよ」

    　ギークは吐き捨てると、偽者スペアに向かって猛然と駆けていく。そして勢いよく跳び上がると、偽者スペアに跳び蹴りドロツプキツクを炸さく裂れつさせた。ギークの蹴りは敵の上半身を捕捉。偽者スペアは勢いよく後方に吹っ飛ぶと、何度か後転したのち大の字になった。
  


  
    「世界のために、なんてさ、そんなでっかい目標じゃ頑張れるわけないだろ」

    　ギークはフラフラと体を左右に揺らしながら、偽者スペアのもとへと近づいていく。気を失っているのか、偽者スペアは白目を剥むいていた。

    「しかし、ひでー姿だな」

    　偽者スペアの惨さん憺たんたる有様は、今現在の自分自身の姿でもある。

    　ギークは携帯端末ＰＤＡで位置を確認しようとするが、その画面は暗転しており、しかも深い亀き裂れつが生じていた。偽者スペアとの戦いで破損したのだろう。何をやっても反応しなかった。

    「クソッ」

    　ギークは携帯端末ＰＤＡを放り投げると、耳元へと手を伸ばした。だが装着していたヘッドセットは床に転がっており、踏んづけられたのか粉こな微み塵じんに砕けている。つまりヲチのサポートは受けられなくなったということだ。

    「行くか」

    　ギークは痛む体にムチを打ち、廊下を歩き出した。
  


  



  
    ＊
  


  
    

    　エレベーターから目的地までの距離は百メートルほど。あっという間まに駆け抜けられる距離だが、今のギークには険けわしい道のりだった。

    （Ｇホッパーがいないだけマシか）

    　反乱組織レジスタンスへの対応で手一杯で、各階の警備にまで人を回せなかったのだろうか。詳細は不明だが、ギークにとっては好都合だ。

    　ギークは疲ひ弊へいした体を引きずりながら、一歩一歩、着実に進んでいく。廊下を道なりに歩いていくと、目的地とおぼしい部屋が見えてくる。その奥に何があるかは分からない。

    （クローラがいてくれれば……）

    　それがギークの望みだが、そうそう都合よくはいかないだろう。

    （でも手がかりは目の前にある）

    　たじろぐことなくドアの前に立つと、それは拍子抜けするほど簡単にギークを受け容いれた。
  


  
    　ドアの先にあったのは、ビジネスホテルのような簡素な部屋だ。ベッドやテーブル、テレビなど、必要最低限の家具しか置かれていなかった。だが注目すべき点は、部屋でもなければ内装でもない。

    「約束は明日のはずだが？」

    　冷や水にも似た声で話しかけてきたのは、全身を黒いスーツで固めた男性ナードである。

    「君が来ることは予想できた。ジッしているタイプではないからな」

    　ナードは指先で眼鏡めがねのフレームを押し上げると、鋭い視線をギークに送りつける。

    　だがしかし、ギークが注目していたのはナードではない。その眼まな差ざしはベッドに腰かけ、驚きよう愕がくの表情を浮かべる一人の女性に注がれていた。

    「クローラ……」

    　制服姿のクローラは、見たところ元気そうだ。拷ごう問もんを受けた様子はなく、怪け我がをしているようにも見えない。多少、顔に疲労の色が浮かんでいるだけだ。

    「クローラ、無事か？」

    「君のほうこそ、大丈夫なの!?」

    　クローラはベッドから腰を上げると、泡を食くったような表情でギークへと近づいてきた。

    「酷ひどい怪け我が……。なんでそんなになるまで……」

    　今にも卒そつ倒とうしそうなギークに、クローラは肩を貸そうとする。だがギークはやんわりとそれを断った。少しでも体を預けようものなら、瞬時に心が折れて倒れ伏すのは確実だ。

    「やり合った相手がさ、ちょっとばかし悪かったっていうか」

    「Ｇホッパー？」

    「いや、彼自身だ」

    　ギークの代わりにナードが答える。

    「ここにたどり着いたということは、相応の覚悟で臨のぞんだ証あかし、というわけか」

    「なんで偽者スペアのことを……」

    「察しが悪いな」
  


  
    「まさか、オマエが？」

    　だがそう考えると、偽者スペアが都合よく待ち受けていた件も納得がいく。

    「私としては、相打ちが希望だったのだが。説得が容易たやすくなるからな」

    「でもオレは来た」

    「そのとおり。つまり君を説得するのは骨が折れるというわけだ」

    「説得なんかされるわけないだろ！」

    　ギークは吠ほえるが、ナードは少しも動じない。ギークを丸めこむ自信があるのだろう。

    （でもそれは、ナードとサシで話していたらの場合だ）

    　好きな人クローラが側そばにいるという状況で、ナードに説き伏せられるわけにはいかなかった。

    「どういうこと？」

    　ギークとナードの話に耳をかたむけていたクローラが、おもむろに口を開いた。

    「彼は君を助けたいと願った。だから私は話し合いの場を用意したというわけだ。昼食を食べながら和なごやかに、とはいかなかったが」

    「どうだか」

    　デイジーワールドの住民なら、聖塔セントラルでの食事を光栄に思うだろう。しかしそこを捨てた者にとっては、敵地のど真ん中である。信用などできるわけがない。

    「君が警戒するのも無理からぬことだ。しかし警戒する必要などなかった。きちんと話し合うつもりでいたのだから」

    「そんなの、いくらでも言えるだろ。偽者スペアだって待ち伏せさせてたし」

    「君は約束の時間を守らなかった。相応の対応は必要だと思うが？」

    　ナードに切り替えされたギークは、グッと言葉を詰まらせる。

    「そもそも罠わなを仕掛けるつもりなら、ここに彼女がいる必要はない。何人か仲間Ｇホツパーを待機させておけばすむ。違うか？」

    「それは……」
  


  
    「話し合うつもりでいたのは事実だ。もし君が私を説得できたなら、一緒に帰ってもらってもかまわない。だからこそ彼女はここにいる」

    「説得されるつもりなんか、これっぽっちもないんだろ？　だからクローラはここにいる」

    「立場は逆だが、やろうとしていることは同じというわけだ」

    　確固たる信念があるのだろう。ナードの言葉の端はし々ばしには、過剰なまでの自信が見え隠れしている。しかしそれはギークも同じだ。ナードのように論理的に相手を説得どうこうできるわけではないが、揺るぎない信念という意味ではギークも負けてはいない。

    「この世界デイジーワールドは間違ってる。自分の意見すらまともに言えないし、口にしたらこの有様だ」

    　ギークは自分自身を指さした。

    「確かに、デイジーワールドは完かん璧ぺきとは言い難いようだ」

    「だったら……」

    「完璧ではないが、限りなく理想に近い。それにシステムは不可欠だ。規則がなければ社会は混乱し、とうの昔にデイジーワールドは破は綻たんしていただろう。事実、犯罪は皆かい無むに等しい」

    　さらにナードは話を続ける。

    「差別もなく貧困もない。デイジーワールドでは誰もが平等であり、等しく幸せになれる。それのどこがいけないのか、私には理解できない」

    「だからって偽者スペアと取っ替えるなんて……。そんなのおかしいだろ？」

    「規則は規則。罪を犯せば罰を受ける。当然のことだ」

    「結局さ、初めから話し合いになんかならないってわけだ」

    　互いに妥協しないのだから、話が平行線をたどるのは必然だった。

    「思うんだけど」

    　ギークとナードのやり取りを聞いていたクローラが、会話に割りこんでくる。

    「こういう事態になるってことは、最初から予測できたんじゃないの？」

    「いや、オレは……」

    「君じゃなくて、ナード君に言っているの」
  


  
    　クローラはナードを見据える。

    「お互いの性格はよく知ってるわけでしょ？　話し合いが無駄に終わることくらい、分かってたはずだけど」

    「言われてみると……」

    　ギークとクローラに注目されたナードは、軽く肩をすくめて見せた。クローラの話を認めたという証拠だ。

    「私を呼び出したのも、それなりの理由わけがありそうね」

    「呼び出したって、ナードが!?」

    「ええ。彼に伝えたいこともあったから、ノコノコと出て行ったんだけど。ご覧の有様というわけ」

    　クローラは苦笑いすると、軽く肩をすくめた。

    （やっぱり裏切ったわけじゃなかったんだ）

    　もとより疑問を挟む余地など欠かけ片らもなかったが、本人の口から経けい緯いを聞くことでギークは心から安あん堵どした。しかし不明な点は多い。

    「私に連絡メールしてきた件、まだ聞いてなかったよね？」

    「実のところ、君に話などなかった」

    「えっ……。どういうこと？」

    「私はナードである以前に、デイジーワールドの秩序を守るＧホッパーだ。反乱組織レジスタンスを叩たたき潰つぶすためなら手段は選ばない」

    　ナードは怖おじ気けをもよおすほど冷淡な表情を浮かべると、

    「君に話はない。だが君は実に役に立ってくれた」

    　そう言ってギークの姿をチラリと見やった。

    「まさか、君……」

    　何か閃ひらめいたのだろう。クローラはハッとした顔をしている。

    　一方、ギークはというと、まるで話についていけなかった。
  


  
    「オマエらだけで話を進めんなよ」

    「そうだな。今回の一件は、君も大いに関係している」

    「オレが？」

    「彼女が捕まったことを知った君は、反乱組織レジスタンスに与くみしているにもかかわらず、単独で事を起こした。その結果、反乱組織レジスタンスは行動を起こさざるを得なくなったわけだ」

    「それがなんだってんだ」

    「彼女はエサだ」

    「エサ？」

    「そう。君を誘おびき出すためのね」

    「なんだよ、それ……」

    　ギークは声を震ふるわせるが、ナードは気にもしない。

    「おかげで反乱組織レジスタンスのおおよその規模と拠点アジトが判明した。壊かい滅めつには至らないだろうが、それなりの打撃にはなるはずだ」

    「オマエ……。オレと話す気なんかなかったってわけか」

    「君を説得するつもりでいたのは事実だ。それを利用し、レジスタンスの壊かい滅めつを目もく論ろんだことも事実」

    「一石二鳥ってわけだ」

    「そのとおり」

    　アッサリと認めるナードに対し、ギークは頭に血が上るのを覚えた。反乱組織レジスタンスを誘おびき出すことに利用された件ではない。クローラをエサと例たとえたことに対してムカついたのだ。

    　だがギークが腹を立てるまでもなくクローラは怒り心頭といった様子で、口にこそ出さないが気け色しきばんでいるのが分かる。顔は上気し、白い肌にはうっすらと赤みが差していた。

    　クローラはナードにツカツカと歩み寄ると、間かん髪はつを容いれずにその頬ほおを平手で張った。パシンという派手な音が室内に響く。ナードは僅わずかに顔を反そらせ、その弾みで眼鏡めがねが床に転がった。

    「目的のために誰かを利用するなんて、そんなの最低でしょ？」

    　腹に据えかねているのだろう。クローラの声は震え、目元は微かすかに潤うるんでいる。
  


  
    　ナードは床に落ちた眼鏡を拾うと、何事もなかったかのような顔でクローラと向き合った。

    　クローラが放った一撃ビンタは、ナードになんの感情も想起させなかったらしい。仮面でもつけているかのように、ナードは表情一つ変えなかった。

    「遅くなってしまったが、君の用件とやらを聞こうか」

    「……私がナード君に伝えたかったことは、すっごくシンプル」

    　クローラは極めて事務的な口調で告げるが、溢あふれる感情は抑えきれないようだ。体は小刻みに震ふるえていたし、目元には涙を湛たたえている。ちょっとした刺激で泣き出してしまいそうな危あやうい雰ふん囲い気きである。

    （クローラが伝えたかったこと）

    　それはギークにも想像がつく。

    （オレが一番、聞きたくなかった話だ）

    　よくよく考えてみると、思い当たる節はある。

    　なぜクローラが危険を冒おかしてまで学校に潜入したのか。

    　それはもちろん告白するためだが、誰に告げるかが問題だった。

    （あのときは気づかなかったけど）

    　だがこの状況である。頭を働かせるまでもない。

    「私はね、ナード君のことが……」

    「まて、その先は言わなくてもいい」

    　ナードはクローラの話を手で遮さえぎった。

    「え？　どうして!?」

    「どうしてって、それは……」

    　珍しくナードが言葉を濁にごした。

    　不快なのか、それとも意外だったのか、ナードの眉み間けんに微かすかなシワが見て取れる。常に沈ちん着ちやく冷れい静せいで、あまり感情を表に出さないナードにしては、珍しい反応だ。
  


  
    　ナードの表情が苦笑いへと変わっていく。

    「何がおかしいんだよ。クローラはオマエのことを……」

    「だからこそ笑える。この状況が」

    　実際、ナードは忍び笑いを漏もらしている。

    「とんだ運命のイタズラだ」

    「なんの話だ？」

    「彼女がＧホッパーに連行されたときのことを覚えているか？」

    「忘れるわけないだろ。あれがすべてのキッカケだし」

    　クローラがＧホッパーに連行されなければ、ギークは今も学校でのんべんだらりとした生活を送っていたに違いない。

    「住民の中に内通者スパイがいるということも、君には話したと思う」

    「内通者スパイがどうとかってやつか」

    「私のことだ」

    「は？」

    「私が内通者だ」

    「じゃあ、密告したのは……」

    　クローラはこぼれ落ちそうなほど目を大きく見開いた。

    「君はシステムに違反した。それを通報するのは住民の義務だ。なんの問題もない」

    「そんな……」

    　酷ひどく動揺しているらしく、クローラは崩れ落ちそうなほど体を震ふるわせている。

    「これで理解できただろう。君の話に意味などないことが」
  


  
    「違う！」

    　ギークは即座に否定した。

    「言いたいことを言う。クローラにとって、そしてオレにとっても、それこそが重要なんだ」

    　大いに主張するギークに対し、ナードはひたすら苦笑し続けている。

    「知ってのとおり、デイジーワールドでは将来の相手パートナーが決められている。なぜなら自由恋愛は嫉しつ妬とを生むからだ。恋愛など存在しなければ心に波風は立たず、常に穏やかでいられる」

    　だがそれは、何かしらの我慢を住民に強しいるという意味でもある。

    （オレとクローラにとっては、それが告白ってわけだ）

    　しかし、今さらデイジーワールドのシステムについて語り合っても仕方がない。ギークとクローラは行動を起こしているのだから。

    「君たちに例え話をしよう」

    「例え話？」

    「時にギーク、彼女の将来の相手は誰だと思う？」

    　ナードはクローラに目を向ける。

    「そんなの分かるわけないだろ？」

    「確かに。だがＧホッパーである私は、多少の権限がある。君たちを捕らえる必要もあり、様々なことを調べさせてもらった」

    「私の将来の相手……」

    　クローラは神妙な顔で呟つぶやいた。

    「この私だ」

    「……え？」

    　クローラの表情が見る間まに凍こおりつく。

    「私の相手がナード君……」
  


  
    「つまり君がシステムに不満を抱いだかなければ、望みはかなったというわけだ」

    「そんな……」

    　クローラは絶望的な顔をすると、その場でへたりこんだ。

    「デイジーワールドのシステムは完かん璧ぺきだ。将来の相手も、理想に近い人物があてがわれる。適当に選んでいるわけではない」

    「なんだよ、それ」

    　他ひ人と事ごとのようなナードの口ぶりに、ギークは眉まゆをひそめる。

    「全部無駄だったとでも言いたいのかよ……」

    「結論としては、そう言うことになる」

    「そんなの……。そんなの納得できるわけないだろっ!!」

    　最悪の結末ではあるが、歩いてきた道が間違っていたとは思わない。

    　システムに反発し、事を起こさなければ、ずっとモヤモヤとした気持ちを抱かかえ続けていたはずだ。ヲチにも出会うこともないし、クローラとも当たり障さわりのない関係を続けたに違いない。ナードの話を認めるわけにはいかなかったし、否定されるのも心外だった。

    　ギークが食くってかかろうとしたときだ。突然、背後の扉がスッと開いた。

    　ギークは身構えると、痛む体を叱しつ咤たして振り返る。だがそこにいた人物は、ギークの予想を大幅に超えていた。

    「クローラ!?」

    　扉を開けた人物は、純白の制服に身を包んだクローラだ。だが室内にもクローラはいた。

    「なんでクローラがここに……」

    「うろたえる必要はない。彼女もクローラだ」

    「そうか、彼女は……」

    　偽者スペアだと言いかけるが、ギークはその言葉をグッと呑のみこむ。

    　クローラの偽者スペアはナードのもとに歩いていくと、その隣に寄り添った。それは目を覆おおいたくなるような光景である。偽者スペアとはいえ、ナードに体を寄せる姿など見たくはなかった。
  


  「ううっ……」

  　うつむくクローラの口から呻うめき声が漏もれた。その顔は病的なほど青白く、体は捨てられた子犬のようにカタカタと震ふるえている。ギークですら胸が痛む光景だ。クローラが絶望感を抱いだいているのは火を見るよりも明らかだった。

  「私はデイジーワールドのシステムに敵対する者とは一緒になれない」

  　ナードは床でくずおれているクローラに言葉を浴びせかける。

  「だがシステムの決定は絶対であり、くつがえることはない。だからこそ彼女のような存在が必要とされるわけだ」

  　ナードはクローラの偽者スペアに視線を移すと、さらに話を続ける。

  「つまり不測の事態に備えていたというわけだ。水槽あれの意味は、そういうことだ。君たちの目には不自然に映るのかもしれないが、おかげでシステムは滞とどこおることなく機能し続けている」

  「ああっ……」

  　ナードの一ひと言こと一言が胸に突き刺さるのか、クローラの表情は歪ゆがんでいく。とても見てはいられなかった。

  「オマエ、本当にそれでいいのかよ」

  「と言うと？」

  「だって、そうだろ？　そこにいるのはクローラの偽者スペアなんだぞ」

  　ギークの問いにナードは答えず、代わりにクローラを見つめ、次いで偽者スペアへと目を移した。

  　クローラと偽者スペアに外見的な差異はない。それは中身も同様だ。つまり二人とも同一人物である。当人は自分が本物オリジナルか偽者スペアかなど考えもしないだろう。

  「偽者スペアかどうかなど、私にはどうでもよいことだ」

  　ナードは躊ちゆう躇ちよすることなくキッパリと言い切った。

  「私は彼女とともに生きていく。それがすべてだ」

  　ナードが断言した直後、クローラは嗚お咽えつを漏もらした。目元に蓄たくわえられた涙が、決けつ壊かいしたダムのような勢いで床に落ちていく。

  「ギーク。君にとっても、そのほうが何かと都合が良いはずだ」

  「なんの話だよ」

  「君はクローラのことが……」

  「うるさいっ！」

  　ギークは怒声を張り上げると、ナードとの距離を一気に詰めていく。体のあちらこちらから悲鳴が上がったが、かまってなどいられない。

  （こんなところで……。しかもアイツの口からバラされるなんて、そんなのダメだ！）

  　ギークは歯を食いしばると、渾こん身しんの力でナードに拳こぶしを繰り出した。次の瞬間、ギークの右手に痺しびれるような重い衝撃が走る。ギークの拳は相手の頬ほおに深々と食くいこみ、ナードはもんどりを打つように床に倒れ伏した。

  「オレは……。自分の気持ちは、自分の言葉で伝えるんだっ！」

  　ギークは吠ほえると、床で這はいつくばるナードを睨にらみつける。

  「こんな世界は認めない！　絶対に!!」

  　デイジーワールドのシステムに翻ほん弄ろうされ、クローラは声を上げて泣いていた。

  「世界がどうとか秩序がどうとか、オレには難しくてよく分からないけど……」

  　ギークは涙を流し続けるクローラに手を差し出した。

  「行こう」

  「……行く？　行くって、どこに？」

  　クローラは涙で顔をくしゃくしゃにしながらギークに問いかけた。

  「もちろん、世界をぶっ壊しに!!」

  　ギークはニッと笑う。

  「世界を壊しに……」
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  「だから、もう泣くな」

  「世界を……」

  　クローラは袖そででゴシゴシと顔を拭ぬぐうと、ギークの手をつかんで立ち上がった。

  「ま、待て」

  　ナードは上半身を引き起こすが、体は酔っているかのように不規則に揺れている。すかさずクローラの偽者スペアがナードを支えた。

  「システムが停止するようなことになれば……」

  　ナードが声を絞り出すが、ギークは無視してクローラの手を引いた。

  「行こうっ！」



  
    ＊
  


  
    

    　部屋を飛び出したギークとクローラは、エレベーターに向かって歩いていた。

    　先を急ぎたい気持ちはあったが、いかんせんギークの体はガタガタだ。クローラの手前もあり見栄を張っていたが、とうの昔に体は限界を超えている。休みたい気持ちもあるが、その前にデイジーワールドを叩たたき壊さなければならなかった。それはあまりにも大胆な行動だが、ギークの行動原理は以前と何も変わらない。クローラのために、である。

    「これからどうするの？」

    　クローラが当然の疑問を口にした。

    「最上階てつぺんに行く」

    「聖塔セントラルの？」

    「システムの中枢があるらしい。どんなのか分からないけど、機械なんか叩たたくか水をぶっかければ壊れるだろ!?」

    「大丈夫かな……」

    　クローラは不安顔をしたが、無茶は承知の上だ。問題が起きたら、その都つ度ど解決していけばよかった。あれこれと知ち略りやくを巡らせるのはギークの仕事ではなかったし、性にも合わない。

    　前方にエレベーターが見えてきた。その手前には、先ほど殴なぐり合ったギークの偽者スペアが白目を剥むいて伸びている。かなり手ひどくやられていたが、気絶しているだけだ。

    「派手にやったんだ」

    「通してくれそうになかったからな」
  


  
    　ギークは偽者スペアを見下ろした。

    「クローラはよかったのか？」

    「何が？」

    「偽者スペアのこと」

    「だって、君みたいに殴なぐるわけにもいかないでしょ？　あの娘この気持ちも理解できるし」

    「気持ちって、どんな？」

    　何気なく訊たずねた途端、ギークはクローラに頭を軽く小こ突づかれた。

    「秘密に決まってるでしょ!?」

    「は？」

    「ここの中のことを、ペラペラと話すと思う？」

    　クローラは自分の胸を指さした。

    （オレとしては、そのへんのことが知りたいんだけど……）

    　ギークは溜ため息をつきつつ偽者スペアの側そばで屈かがむと、その頬ほおを軽く張った。偽者スペアの口から呻うめき声がこぼれ、腫はれぼったい目ま蓋ぶたが僅わずかに開く。意識を取り戻したようだ。

    「よし、行くか！」

    　ギークはクローラに目配せすると、掛け声と同時に立ち上がった。

    「ほっとくの？」

    「介かい抱ほうされて喜ぶとも思えないし」

    　苦笑する偽者スペアの表情からも、それは明らかだ。

    　ギークとクローラはエレベーターの前に足を運ぶと、壁に設置されたパネルを操作する。籠かごは上の階にあるようで、操作パネルに表示された数字は見る間に下がってきた。扉は音もなく開き、ギークとクローラはどちらからともなくエレベーターに乗りこんでいく。

    「さっさと片づけて、とっとと帰ろう」
  


  
    「最上階てつぺんって何階なの？」

    　ギークはパネルを凝視し、入力可能な一番上の階を選択した。エレベーターは猛烈な勢いで上昇を始める。

    「二百階が一番上だな」

    「そこでシステムを止めれば、すべてが終わるんだよね？」

    「たぶん」

    　ギークとクローラが頷うなずき合っている間まに、エレベーターは目的の階に到着。緊張する間もなく扉は開かれた。その直後、むせ返るほどの生臭い臭気が籠かごに押し寄せてくる。

    「これは……」

    　ギークはカッと目を見開いた。

    　反乱組織レジスタンスとＧホッパーが戦闘を繰り広げたのだろう。廊下には折り重なるように倒れる人々の姿がどこまでも続いている。正確な人数は不明だが、かなりの人数だ。まさに死し屍し累るい々るいであり、どの顔も安らかさとは程遠い。誰も彼もが恨うらみがましい顔で、この世への激しい未練を覗のぞかせていた。

    　そんな彼らが流したのだろう。バケツの水をひっくり返したかのように、赤黒い血が床一面に広がっている。床だけではない。壁や天井にまで血の飛沫しぶきが付着していた。鈍器で殴おう打だされた際に、飛び散ったのだろう。あるいは銃で撃たれたのかもしれない。

    　地獄絵図にも似た陰いん惨さんな光景に、ギークは吐き気をもよおした。とても足を踏み出せるような状況ではない。歩くだけでも神経を磨すりへらすのは確実である。

    「どうする？　オレ一人で行こうか!?」

    「私も行く。この世界を牛耳ぎゆうじってるものがなんなのか、ちゃんと目に焼きつけておかないと」

    　クローラは提案を却下すると、あろうことか先に歩き出した。慌あわててギークもそれに続く。

    　血でぬめるせいか、廊下は歩きにくい。しかもあちらこちらに亡なき骸がらが横たわっているため、避けたりまたいだりと何かと忙せわしなかった。

    「これは障害物。障害物……」

    　ギークは念仏でも唱となえるかのように、ブツブツと呟つぶやいた。物だと思いこまなければ正気を保てなかったのだ。

    　ギークとクローラは袖そでで口元を覆おおいながら、一歩、また一歩と歩ほを進めていく。

    「ところで二百階のどこに行けばいいの？」

    　クローラは立ち止まると、そんな疑問を口にした。もちろんギークの答えは決まっている。
  


  
    「えっと、知らない」

    「まあ、そうだよね」

    　ギークの返事を予想していたのか、クローラに呆あきれた様子はない。

    「彼らには申し訳ないけど、この流れに沿っていけば、自おのずと目的地ゴールに近づくのかも」

    　クローラは道しるべのように点々と続く死体を見つめた。

    「携帯端末ＰＤＡがあればな……」

    　無い物ねだりをしても始まらなかったが、偽者スペアとの戦闘で破損したのは痛かった。ヲチなら的確なアドバイスをくれるはずだが、生あい憎にくとギークは手ぶらである。

    「私のＰＤＡやつは彼に取られちゃったからね」

    　どちらからともなく溜ため息を漏もらしたときだ。

    「あっ」

    　ギークは閃ひらめいた。それはクローラも同じらしい。二人の目は、自然と近くの遺体へと移動する。反乱組織レジスタンスの亡なき骸がらだ。

    （たぶんどこかに……）

    　死体に触れるのは躊躇ためらわれたが、気にしてはいられない。ギークは衣服をまさぐり、上着の内ポケットから目当てのものを探り出した。携帯端末ＰＤＡである。反乱組織レジスタンスは携帯端末ＰＤＡを駆使することでＧホッパーを出し抜いてきたのだから、持っていて当然だった。

    　携帯端末ＰＤＡの画面には亀き裂れつが走っていたが、幸いにも壊れてはいない。ギークは携帯端末ＰＤＡをクローラに放り投げると、遺体の頭部からヘッドセットを外した。そしてそれを自分の頭にセットする。雑音ノイズも多く、音声も途切れがちだが、聞き覚えのある女の子の声が聞こえてきた。

    （無事みたいだな）

    　今現在の主戦場は聖塔セントラルの一階だ。大乱戦になっているらしく、ヲチが矢や継つぎ早ばやに指示を出している。総力戦といった雰囲気で、双方とも大きな被害が出ているようだ。住民の状況は不明だが、おそらくは大混乱に違いない。

    「この階にいるのは、私たちだけみたい」

    　クローラは慣れた手つきで携帯端末ＰＤＡを操作し続けている。ギークはクローラに頷うなずき返すと、ヘッドセットから流れてくる音声に神経を集中させた。

    「ヲチ、聞こえるか？」

    　ギークが声をかけるや否いなや、息を呑のむ音が聞こえてきた。
  


  
    『ギークさん!?　よか…た。携帯端末ＰＤＡ…電波が途切…てしまったので、心配してい…んですよ』

    　ヲチの声は途切れ途切れだが、比較的明めい瞭りように聞き取ることができた。

    「イロイロあってさ。携帯端末ＰＤＡとヘッドセット、両方とも壊れたんだ。今はその……他の人が使ってたやつを拝借してる」

    『そ…ですか……』

    　二百階の状況は伝えなかったが、ヲチは今のやり取りだけで察したようだ。沈んだ声のトーンからも、それと分かる。

    『ギーク…んはご無事…すか？』

    「ボロボロだけど、なんとか。クローラも無事だ」

    『…うですか。よか…たです。こちらの状況ですが――』

    「それは聞かなくていいや」

    『え!?』

    「加勢しても邪魔になるだけだろ？　それより訊ききたいことがあるんだ」

    『なんでし…う？』

    「最上階にシステムの中枢があるんでしょ？　私たち、今そこにいるんだけど」

    　クローラはギークの耳元に顔を寄せると、いきなり会話に割りこんできた。

    『少々…待ちください。お二人の現…在地を確認します』

    　作業に入ったのかヲチは沈黙するが、それは一呼吸置く程度の時間でしかなかった。

    『確……ました。残念ながら、そ…は最上階ではありま…ん』

    「でもエレベーターだと、ここが最上階てつぺんだぞ？」

    『秘密の階フロアなので表示…れなかったのでしょう。一つ上の階が目的……なります』

    「どうやって行くの？」
  


  
    『エ…レベーターの……パネルに暗唱番号パスワードを入力すれば行け…はずです』

    「パスワード？　そんなの知らないぞ？」

    『頑張っ…みます。お二人はエレベーターへ』

    「分かった」

    　ギークとクローラは頷うなずき合うと、来た道を大急ぎで引き返していく。幸い、籠かごは二百階に止まったままで、扉も開いたままだ。

    「着いたぞ。どうしたらいい？」

    『すみませ…。努力してはい…のですが、想像以上に強固な防犯セキユリテイシステムで……。少々、時間が……りそうです』

    「当然だよね。すんなり行けるような場所にあったらおかしいし」

    「確かに」

    　だが納得している場合ではない。状況は刻々と変化していくので、のんびりしているわけにはいかなかった。

    「非常階段とかさ、何か別のルートはないのか？」

    『残念ですが、外壁でも登らな…限りは無理かと』

    「待つしかないか」

    　だがジッとしていられないギークは、さっそく操作パネルを触り始めた。

    「ヲチに任せたら？」

    「なんかの間違いで動くかもしれないだろ？」

    「ないない。それでどうにかなるくらいなら、こんな面倒なことにはなってないし」

    　しかし意外にも扉は閉まり、籠かごは上昇していく。操作パネルは２０１を示していた。

    「お、動いた」

    「ヲチでしょ？」
  


  
    『いえ、あたしでは…りません』

    「やってみるもんだな」

    「都合がよすぎない？」

    　などと話している間に籠は動きを止め、扉は静かに開かれた。冷房をきかせているようで、震ふるえがくるほどの冷気が足あし下もとから押し寄せてくる。その理由は単純だ。

    「これは……」

    　フロアには巨大なコンピュータが等間隔でズラリと並べられていた。ぱっと見、百台以上はあるだろう。異常なほど冷房が強いのは、コンピュータを冷やすためだ。

    「で、これからどうする？　片っ端からぶっ壊していくとか!?　それともコンセントが？」

    「もっとスマートな方法があるんじゃない？」

    『すべてのコ…ピュータを制…可能なコンソールが……はずです。そ…を使ってデイジーワールドのシステムを消去デリートしてください』

    「分かった。やってみる」

    　ギークとクローラはフロアに足を踏み入れると、さっそくコンソールを探し始めた。

    　ただ探すにも大きさも形も分からない代しろ物ものである。見つけ出すのは困難に思えたのだが、意外なほど簡単にコンソールは見つかった。というのも、フロアを埋めつくすほどの巨大なコンピュータの中にあって、それはあまりにも小さすぎたのである。勉強机ほどの小さなテーブルの上に、キーボードとモニターが載せられているだけなので、特に特徴があるわけではない。だが周囲と見比べると、明らかに浮いて見えた。

    「あれがコンソールってやつか」

    　よくよく眺ながめてみると、司令室モニタールームと同じ構成である。

    「よし、さっさとシステムを消去デリートしよう」

    　コンピュータに精通しているわけではないが、それを消す程度の知識は持ち合わせている。

    　ギークがキーを叩たたくと、スタンバイしていたモニターが復帰。画面にオペレーティングＯシステムＳが表示された。

    　意外なことに、認証画面は表われない。パスワードの入力を求められることもなく、拍子抜けするほど簡単に操作可能な状態になった。特に何かが制限されているようなこともない。

    「簡単すぎだよな……。なんか罠わなでも仕掛けてあるんじゃないか？」

    　あまりにも無防備すぎて、気味が悪くなるほどだ。
  


  
    「エレベーターのパスワードだけで十分だったのかも」

    「なんで？」

    「デイジーワールドの住民は侵入なんて考えないでしょ？　だから最低限度の防犯システムでよかったんじゃないかな。いざとなればＧホッパーもいるし」

    「なるほど」

    　ギークは納得すると、さっそくコンソールをいじり始める。

    　システムを消去デリートするのは驚くほど単純だ。ＯＳごと初期化フオーマツトすればすむ。どこかにシステムのバックアップもあるはずだが、消去デリートするだけでそれなりのダメージは期待できるだろう。最終的トドメにコンピュータを物理的に破壊すれば、より完かん璧ぺきだった。

    　ギークは数あるメニューの中から初期化フオーマツトを選択。即座に初期化用のプログラムが立ち上がり、画面に小さな窓ウインドウが開く。
  


  



  
    初期化しますか？　Ｙ／Ｎ
  


  
    

    「ボタンを押したら、終わるんだよな」

    　ギークは神妙な表情でモニターに浮かぶ文字列を見つめた。

    「これでシステムから解放されるわけだ」

    「ちっとも実感が湧わかないけど……」

    「だよな」

    　Ｙボタンを押すことでシステムが停止するのは間違いない。それはつまり、デイジーワールドの歴史に終止符が打たれるという意味だ。何百年も世界を支配し続けたルールが、たった一つのボタンで消し飛んでしまうのである。呆あつ気けないにも程がある。

    「システムが消えたら、世界も変わるんだよね？」

    「たぶん」

    　具体的にどのような変化が生じるかは分からない。

    「じゃあ、押すぞ？」
  


  
    　ギークは一つ息を吐き出すと、人差し指をキーボードのＹボタンに伸ばしていく。緊張しているのか、指先が微かすかに震ふるえていた。

    　指がボタンに触れたときだ。

    「よせっ!!」

    　と、背後から津波のような勢いで怒声が押し寄せてきた。ギークとクローラは身をすくめると、ぎこちない動作で振り返る。そこにいたのは、険けわしい顔をしたナードだ。その側そばにはナードに肩を貸す偽物クローラの姿もあった。

    「ギーク……。君は自分が何をやろうとしているのか、正しく理解しているのか？」

    　ナードはギークを凝ぎよう視しし、声を絞り出した。

    「あったり前だろ。初期化フオーマツトすれば、デイジーワールドのシステムに縛られずにすむ。みんな自由になれるんだ」

    　システムが停止すれば、言いたいことを言えるようになる。Ｇホッパーに連行されることもなければ、人知れず偽者スペアとすり替えられることもない。何より好きな人に好きと言えるのは大きかった。というより、それがギークのすべてである。

    「やはり君は何も分かっていない。システムを止めることで、世界がどうなってしまうのか」

    　ナードは諭さとすような口調でギークに語りかけた。意表を突かれたギークは戸惑うが、すぐに頭を振って気持ちを立て直す。

    （こんなところで説得されてたまるか）

    　今さら引き返すなどあり得ないし、引き返すつもりもなかった。

    「分かってるさ。この世界が間違っていることくらい」

    「いいや、分かっていない。そもそも君は、この世界に変革をもたらすために頑張ってきたわけではないだろう？」

    「は？　オマエ、何を……」

    「君が本当に成し遂げたかったことは、他にある」

    　ナードはクローラを注視する。たったそれだけの動きで、ギークはナードの話を理解した。

    （確かに、オレはデイジーワールドをどうこうするために必死になってきたわけじゃない）

    　結果的にそうなるだけで、ギークにとって世界など二の次だ。

    「そのボタンを押せば、君は大きな罪を背負って生きていくことになる。そしてそれは耐え難い苦痛を伴ともなうはずだ」
  


  
    「苦痛？」

    「だからボタンそれは私が押そう」

    「えっ!?」

    　呆あつ気けにとられるギークとクローラをよそに、ナードは近づいてくる。

    「く、来るな！」

    　ギークはキーボードを背に隠すが、ナードは怯ひるむことなく迫ってきた。

    「私が押しても問題はないだろう？　結果は同じはずだ」

    「問題ありに決まってんだろ！　それにボタンを押すってことは、システムに逆らうってことだ。そんなのオマエにできっこない」

    「確かに私はデイジーワールドが完かん璧ぺきだと信じている。その考えに変わりはない」

    「そらみろ、やっぱ押せないんじゃないか」

    「少し前の私なら、そのとおりだろう」

    　ナードはギークの嫌いや味みをサラリとかわし、自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいた。

    「今は違うってのか？」

    「でも心変わりしたわけじゃないでしょう？」

    　ギークとクローラが疑問をぶつけると、ナードは苦痛に満ちた表情を浮かべた。

    「本意じゃない、ってことだよね」

    　苦く渋じゆうの決断であることは、ナードの様子からも明らかだ。

    （なんでそこまでして……）

    　信念を曲げることの難しさは、ギークもよく知っている。それは自分自身を全否定するようなもので、身を切られるほどの苦痛を伴うはずだ。

    「私とて押したくはない。この素晴らしい世界を終わらせるなど馬鹿げている」
  


  
    「じゃあ、なんで押すんだよ」

    　わけが分からなかった。

    「デイジーワールドでは、特定の個人に好意を抱くことは御ご法はつ度ととされている。なぜなら自由恋愛は嫉しつ妬とを生み、争いの種になるからだ」

    「またその話か……」

    「誰かを好きになるという気持ちだが、今なら少しは理解できる」

    「え!?」

    　ギークとクローラが戸惑いの声を発したときだ。一瞬の隙すきをつき、ナードはギークを押し退のけてコンソールの前に進み出た。

    「だからこそ、私はこのボタンを押すことができる」

    　ナードは断言すると、すぐさまボタンを押した。『Ｎ』ではない。宣言どおりの『Ｙ』である。モニターに初期化フオーマツトの開始と進行度を示すメーターが表示された。そしてそれは一〇〇％へと向かって一気に伸びていく。ものの数秒で初期化フオーマツトは完了し、画面は暗転した。

    「終わったのか？」

    「特に何も変わらないみたいだけど」

    　ギークとクローラは注意深く辺りの様子をうかがうが、目に見える変化は感じられない。そのせいか感慨にふけることすらできなかった。

    『システムの停止を確認しました。Ｇホッパーも戦いを止やめたようです』

    「戦いを？」

    　戦闘が終了するのは好ましかったが、まるで機械のような反応である。

    「Ｇホッパーは個にして全、全にして個――。システムが停止することで指針を失い、身動きが取れなくなったというわけだ。システムに依存していた以上、当然の結末だろう」

    　ナードはギークに背を向けると、

    「では見せてもらおうか、君が望んだ世界とやらを」

    　そう言ってクローラの偽者スペアとともに歩き出した。

    「どこに行くんだ？」
  


  
    「デイジーワールドのシステムを止めた以上、私は責任を取らなければならない」

    「でもそのシステムがなくなったわけだし、今さら責任も何もないと思うけど」

    　クローラの提案にギークも同調する。

    「オマエだって、この世界に疑問を持ったんだろ？　だったら、ここにいればいい」

    「それは無理な話だ」

    「どうして？　共感したからこそ、君はボタンを押したんじゃないの？」

    「違う。先ほども話したとおり、ボタンを押したのはちょっとした気の迷いでしかない」

    　ナードは一呼吸置くと、さらに続ける。

    「私と彼女は、君たちが創造する新たな世界を否定する」

    　ナードは断言すると、クローラの偽者スペアとともにどこかへと立ち去った。

    「新たな世界を否定する、か……」

    　すべてが終わったにもかかわらず、ギークは少しも気分が晴れなかった。それどころか新たに生まれた因いん縁ねんに戸惑ったほどである。

    「歴史はぶり返すってヤツか」

    「繰り返すだと思うけど」

    　クローラが即座にツッコミを入れる。

    　ギークはそれに心地よさを覚えながら、満面の笑みで口を開いた。

    「帰るとするか」
  


  


  第四章　終了条件 uroboros

  



  
    　聖塔セントラルをあとにしたギークとクローラは、すぐさま異変に気がついた。日没にでもなったかのように辺りが暗かったのだ。

    　しかし時刻は午後三時。暗くなるには早すぎる。

    　原因は上空にあった。

    「なんだ、これ……」

    　ギークは唖あ然ぜんとした表情で空を見上げた。正確には空があった場所に、である。

    　そこには青空もなければ雲もない。空を演出していた場所には、砂嵐にも似たノイズが表示されていた。

    「初期化フオーマツトしたせいか？」

    「ＰＤＡこれは動いてるよ？」

    　クローラはギークの前に携帯端末ＰＤＡを差し出した。画面には聖塔セントラル周辺の地図が表示されている。

    『システムに依存していたものは停止するか、それに近い状態になるはずです』

    「でも携帯端末ＰＤＡは動いてるぞ？」

    『携帯端末ＰＤＡに情報を送っているのは、こちらで用意したコンピュータです。デイジーワールドのシステムとは切り離されているため、影響を受けないわけですね』

    　不意に頭上が明るくなった。天井へと目を移すと、ノイズしか映されていなかったそこに、ヲチの巨大なバストアップが表示されている。天井の映像に介入ハツキングしたのだろう。一面に描かれているヲチの画像は、覆おおい被かぶさってくるかのような大迫力だ。

    「何を始めるつもりだ？」

    「さぁ？」

    　クローラは肩をすくめて見せた。

    【住民の皆さん、初めまして。私はヲチ。反乱組織レジスタンスを指揮している者です】

    　ヲチは微ほほ笑えむと、堂々とした口調で話し始めた。
  


  
    【私たちは何百年もの間、デイジーワールドのシステムと戦い続けてきました。人が人らしく生きていける社会を作りたかったからです。そして今日、それがかないました】

    　ヲチは演説を続ける。

    【困惑されている皆さんも多いことでしょう。システムが停止することで、生活は激変するはずです。しばらくは不自由を感じるかもしれませんが……。それも直じきに慣れてきます】

    　ヲチが説明を行っている間にも、状況は刻々と変化していく。発電用の施設が機能を停止したのか、建物から明かりが消え始めた。頭上を占拠していた映像も消え、代わりに無骨な天井が剥むき出しになっている。非常灯のおかげで真っ暗くら闇やみにはならなかったが、この調子では長くはもたないだろう。

    『ギークさんとクローラさんは、お戻りください。ルートは携帯端末ＰＤＡにお送りします』

    「分かった」

    　ギークが頷うなずくや否いなや、クローラが手にした携帯端末ＰＤＡから着信音メロデイーが流れた。

    『Ｇホッパーに襲おそわれる心配はありませんが、どうかお気をつけて』

    　ヲチは告げると、さっそく仲間たちに指示を出し始める。

    「帰ろっか」

    　クローラは微笑むと、ギークに手を差し出す。

    「やるだけのことはやったよな」

    　ギークは自分に言い聞かせると、クローラの手をギュッと握った。
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    　耳元でアラームが鳴っていた。

    　倒れこむような体勢で眠っていたギークは、なかなか開こうとしない目ま蓋ぶたを強引に持ち上げると、忌いま々いましそうな顔で音源ＰＤＡを睨にらみつける。枕まくら元もとに転がる携帯端末ＰＤＡを引ったくって画面に目を向けると、すでに昼だ。

    　ヲチが用意した部屋に転がりこんでから早はや三日。その大半をギークは眠って過ごしていた。

    「イロイロあったからなぁ」
  


  
    　爪つま先さきから頭のてっぺんまで隈くまなく痛むことからも、いかに手て酷ひどく痛めつけられたかが理解できる。顔は腫はれて熱を持っていたし、体は動かすのが億おつ劫くうになるほどの筋肉痛だった。

    「少しは手加減すりゃいいのに」

    　ギークがそのような感想を抱いだくということは、今ごろ偽者スペアも同じ悪態をついているだろう。本物オリジナルも偽者スペアも同じ記憶データを持っているからだ。

    「アイツ、これからどうするんだろ」

    　ギークがいる以上、街に留とどまるとは考えにくい。同じ容姿の人間がいるのは混乱を招くだろうし、道で鉢合わせでもしたら気まずいからだ。

    「ってことは、外の世界に行くのかもしれないな……」

    　自分が同じ立場なら、きっとそうするだろう。

    　なんとなくだが、偽者スペアはナードと行動をともにするような気がした。袂たもとを分かっても友達であることに変わりはないからだ。

    （けど、報むくわれないよなぁ）

    　ナードの側にはクローラの偽者スペアがいる。それはギークの偽者スペアにとって、かなりつらいものになるはずだ。

    　ギークは苦笑すると、痛む体を叱しつ咤たしつつ上半身を起こした。

    　幸い、休んだおかげで疲れだけは取れている。動くのは面倒だが、ベッドの上で安静にしているのも退屈だ。それに気になることもあった。

    （街は大丈夫かな）

    　ギークの頭に浮かんできたのは、デイジーワールドの状況である。仲間たちレジスタンスが対応にあたっているはずだが、簡単に解決できる類たぐいの問題ではなかった。

    （寝てらんないよな……）

    　システムを停止させたのはナードだが、ギークがボタンを押したようなものだ。デイジーワールドの今がどうなっているのか、しっかりと目に焼きつけておく必要があった。

    「しかし酷い格好だな」

    　雪のように白かった制服は、流した血と汗、そして埃ほこりにまみれている。今なら戦闘服としての貫禄も十分だ。人前に出られる姿ではなかったが、不思議と誇らしさを覚えた。

    （新しい服は欲しいけど）

    　ギークは苦笑しつつ立ち上がる。体は痛むが、悶もん絶ぜつして動けなくなるほどではない。
  


  
    　ギークが部屋を出ようとしたときだ。唐突に扉が開かれ、血相を変えたクローラが飛びこんできた。

    「やっと起きた」

    　クローラは非難するような目でギークをジロリと睨にらむ。

    （寝てただけなんだけどな……）

    　もちろん思うだけで、口にはできないギークである。

    「何かあったのか？」

    「君が寝てる間に、ちょっと……っていうか、かなりマズイことに」

    「何が？」

    「とにかく一緒に来て」

    　クローラはギークの手をつかむと、行き先も告げずに走り出した。

    「なんなんだ、いったい？」
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    　クローラに連れてこられたのは司令室モニタールームだった。

    　室内ではヲチが端末パソコンと格闘しており、各モニターにはデイジーワールドの今が映し出されている。発電施設の復旧が遅れているのか、空は表示されていない。どの映像も夜のような暗さだが、非常灯のおかげで真っ暗くら闇やみにならずにすんでいた。

    　ビジネス街だろうか。一台のモニターに目を向けると、ビルのあちらこちらから火の手が上がっていた。炎上する建物は巨大な松たい明まつと化し、周囲の闇を怪あやしく照らしている。システムを初期化フオーマツトした影響か、消火装置は機能していないようだ。同様の理由で救助も進んでいないらしい。別のモニターに目をやると、何体もの遺体が無造作に転がっていた。

    　注目すべきは、そこで蠢うごめく人々の動向だ。

    「なんだよ、これ……」

    　どのモニターにも住民の姿が確認できるのだが、なぜか彼らは武器を持ち、お互いに傷つけ合っていた。Ｇホッパーと反乱組織レジスタンスではない。住民同士が戦っているのだ。別のモニターでは店舗が襲しゆう撃げきされており、食料や衣服、日用品の略奪が行われていた。他にも建物の破壊や強奪など、ありとあらゆる犯罪が発生している。
  


  
    「住民の皆さん、どうか落ち着いて行動してください。現在、私たちの同志が救助活動にあたっています。電気、ガス、水道などの設備も復旧する予定です」

    　ヲチはマイクで住民に語りかけるが、混乱は収まるどころか激しさを増していく。

    （システムに頼ってたせいだよな……）

    　そもそもデイジーワールドは理想郷であり、まさかの事態など起こり得ない世界である。電気、ガス、水道が使えるのは当たり前、携帯端末ＰＤＡを操作するだけで必要なものはすべて手に入っていたのだから、今の状況に住民が混乱するのも無理はなかった。

    （人が人らしく生きられる世界、か）

    　デイジーワールドのシステムが機能していたときは、犯罪など皆かい無むだった。Ｇホッパーが秘密裏に処理していたこともあるが、基本的に住民は穏やかで、犯罪とは無縁だったのだが……。

    　しかしシステムというルールを失った途端、彼らは新たな一面を見せ始めた。住民の心に潜んでいた獣けもの性せいに、ギークは身み震ぶるいする。

    「大丈夫なのか？」

    「見てのとおり、住民の間に動揺が広がっているようです」

    　ヲチが状況を説明するが、モニターに映っているのは惨さん劇げきである。

    「動揺ってレベルじゃないぞ」

    「暴動だよね、これ」

    　ギークとクローラが困惑している間にも、モニター上では住民同士が激しくぶつかり合っている。

    「デイジーワールドは、やっぱり完かん璧ぺきじゃなかったってことだよね」

    　モニターを見つめるクローラの表情は苦く悶もんに満ちていた。

    「完璧な世界などありません。必ずどこかに綻ほころびがあるものです」

    「じゃあデイジーワールドのシステムって……」

    「完璧であるかのように演出するシステム、といったところでしょうか」

    　ヲチは忙せわしなくキーボードを叩たたきながら、ギークの質問に答えた。

    「問題は常に起きていました。しかしＧホッパーが秘密裏に処理していたため、問題など起きていないように見えていたわけです」
  


  
    「でもシステムはオレが止めてしまった」

    「その結果がこれってわけ……」

    　ギークとクローラはモニターを注視する。そこには人間性をなくし、非道の限りをつくす人々の姿があった。とても同じ人間とは思えないほどの野や蛮ばんさで、吊つり上がった目など獣そのものだ。

    「これが人間の本性なのかもしれません」

    「人類が滅んだ原因も、人間同士の争いだったんでしょ？　結局、何も変わってないってことだよね」

    「住民の間に混乱が生じることは予想していました。しかし、ここまでとは……」

    　クローラとヲチが言葉を交かわす中、ギークは黙したまま苦々しい表情を浮かべていた。

    （こんなはずじゃ……）

    　デイジーワールドのシステムさえなんとかすれば、あとはどうにでもなる。

    　そう信じて行動してきたギークだが、このような結果は想定外だった。住民同士で殺し合うなど、よもやの事態だ。

    　――君は何も分かっていない。システムを止めることで世界がどうなってしまうのか……。

    　ギークの脳裏に、ナードの言葉が響き渡る。

    （ナードは知ってたんだ。こうなるってことを）

    　だから止めようとしたのだろう。

    「もっと慎重に行動してたら、こんなことには……」

    　だが後の祭りだ。初期化フオーマツトしたシステムは復元できないし、亡くなった人たちが生き返るわけでもない。

    （十字架を背負うってのは、こういうことか……）

    　よもや身をもって知ることになろうとは、思いもしなかったギークである。

    （システムさえ止めなければ、住民みんなが傷つけ合うこともなかったはずだ）

    　それだけではない。住む場所も失わずにすんだはずだし、飢えに苦しみ、食料を探し求める必要もなかったはずだ。
  


  
    「こんなはずじゃなかったんだ」

    　ギークは魂が抜け落ちそうなほど深い溜ため息をつく。

    「君が落ちこんだってさ、どうにもならないでしょ？」

    　クローラは肩をすくめると、ギークの背を思い切り叩たたいた。むせてしまうほどの強力な一撃に、ギークはつんのめってしまう。

    「まさか、自分一人の力でここまで来たとか考えてないよね？」

    「え？」

    　ギークは何度か咳せきこみ、胸をさすると、クローラへと目を向ける。

    「言っちゃなんだけど、君も私も、特になんにもやってないよ？」

    「でも、あのボタンを押したのは……」

    「ナード君でしょ？」

    「でも、オレが押したようなもんだし」

    「それなら私が押したようなものでもあるわけだ」

    　クローラは即座に切り返した。

    「君と私は、たまたまあの場にいただけ。それに反乱組織レジスタンスのお膳立てがなければ、とっくに捕まって水すい槽そう行きだったと思う」

    「それはそうだけど……」

    「ようするに、私たちは美お味いしいところを根こそぎ持ってったってこと。あのボタンを押したかった人、たくさんいたと思うよ？」

    　クローラはヲチへと目を向ける。

    「確かに、あたしの手で終止符を打ちたかったです」

    　ヲチは手を休め、ギークに微ほほ笑えんで見せた。

    「もっと他に良い方法があったのかもしれないけど、それが正しいと信じたわけだし」
  


  
    「この先どうするかが大切ってことか」

    　後悔している暇ひまがあるなら街に繰り出し、住民を落ち着かせなければならない。

    （ナードもどこかで見てるはずだ）

    　選んだ道の正しさを証明するためにも、みっともない姿をさらすわけにはいかなかった。

    （信じた道を突き進む。オレにできるのは、それだけだ）

    　それに考えたり悩んだりするのはギークの仕事ではなかった。

    （とにかく行動あるのみ！）

    　ギークは調子を取り戻すと、さっそくヲチに声をかけた。

    「街の状況って、どうなってる？」

    「見てのとおりの恐きよう慌こう状態です。反乱組織レジスタンスとＧホッパーが対応にあたっていますが、焼け石に水ですね」

    「Ｇホッパーが？」

    「昨日の敵は今日の友、ということです。もとより彼らは正義感が強く、住民のために働いていました。率先して行動していますよ」

    「そっか。じゃあ、オレも手伝ってくるかな」

    「え？」

    　クローラとヲチは声を重ねる。

    「行ったところで何もできないかもしれないけど、せめて目に焼きつけておかないと」

    　ボタンを押したわけではない。だがあの場に居合わせた者として、それが最低限の責務であるとギークは感じていた。

    「んじゃ、行ってくる」

    　ギークは踵きびすを返すと、すぐさま行動に移る。

    「あ、私もっ！」
  


  
    　背後からクローラの声が追いかけてきた。
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  　ギークとクローラは地下道を通って地上へと出ていた。一般道を使わなかったのは、暴徒と化した住民と鉢合わせするのを避けるためだ。

  　そんなギークが選んだルートは、ビジネス街の中にある公園だった。そこは以前、ヲチと待ち合わせた場所で、出入り口は例によって公衆トイレの用具室である。

  「酷ひどいな……」

  　トイレを出た途端、ギークは呻うめき声を上げた。

  　目の前に広がる光景は、モニターで確認するのとはわけが違う。街は戦場にも似た有様で、焼き討うちにでも遭あったのか、方々から火の手が上がっていた。空気が循じゆん環かんしていないのか、化学物質が燃えたかのような刺激臭が辺りに充満している。息が詰まるほどだ。気温も高い。防火設備か、はたまた雨の演出か、上空からポツポツと水滴が降っていたが、火の勢いを封じこめるほどではなかった。

  「何もできないかもって思ってたけど」

  「ここまでとはね……」

  　ギークとクローラが呆ぼう然ぜんとしている間も、何かが爆はぜる音が断続的に響いている。あちらこちらに危険が潜ひそんでいるのは明らかだ。

  　しかし住民は危険を顧かえりみず、ビル内の店舗スーパーに踏みこんでいく。日用品や食料を漁あさるつもりなのだろう。それだけならまだしも、彼らは品物をめぐって小こ競ぜり合いを始めた。見るに耐えない浅ましい姿である。

  「最悪だ……」

  　ギークは寒くもないのに体を震ふるわせた。人間がいかに残ざん酷こくな生き物であるかを見せつけられた気がして、恐ろしくなったのだ。ギークも彼らと同じ人間である。たまたま正気を保っているだけで、何かの拍子で理性を失っても不思議はなかった。

  （一度、引き返すべきかもしれないな）

  　いつもなら体が先に動くところだが、さすがに状況が状況である。それにクローラと行動をともにしている以上、危険を冒おかすことはできない。

  　ギークが行動を起こそうとした直後、ひときわ激しい爆音が轟とどろいた。衝撃で空気が震ふるえている。

  「見てっ！」

  　クローラは前方を指さすと、驚きの声を上げる。そちらへと目を移すと、そびえ立つ聖塔セントラルの中ほどに赤黒い炎が確認できた。

  「聖塔セントラルが……」

  　爆発は一度や二度ではなかった。立て続けに何度も爆ぜ、そのたびに聖塔セントラルは血でも流すかのように炎を噴き出していく。ほどなく聖塔セントラルは巨大な火柱と化した。

  「なんで……。どうして聖塔セントラルが燃えてんだ……!?」

  　機能を失ったとはいえ、聖塔セントラルはデイジーワールドのシンボルだ。それが炎上する光景は、ギークに少なからず衝撃を与えていた。

  「住民の仕業かもね」

  「まさか」

  「私もそう思いたいけど、あんな姿を見ちゃうと……」

  　住民は猛火に呑のまれる聖塔セントラルを気にもせず、僅わずかな品物をめぐって争い続けている。我われを失った彼らが、聖塔セントラルを破壊してもおかしくはなかった。

  　だがしかし、聖塔セントラルの炎上は始まりにすぎなかった。熱せられることで柱ちゆう梁りように歪ゆがみが生じたのだろう。聖塔セントラルが傾きつつあったのだ。

  「倒れるぞ……」

  　今すぐではないが、それは直じきに現実になるだろう。

  　だとしたら、のんびりしてはいられない。一刻も早くこの場を離れる必要があった。

  「逃げよう！」

  　ギークはクローラを促うながした。

  　聖塔セントラルはじわりじわりと傾き、歪ゆがんだ影響で外壁が剥はがれ始めている。次に大きな爆発がきたら、一気に倒壊しかねない。

  　ギークは大慌あわてで背後の公衆トイレへと足を向ける。だがクローラは続かず、あろうことか逆方向へと駆けていった。

  「クローラ!?」

  「ちょっと待ってて。ワンちゃんが！」

  　クローラは叫ぶと、ベンチの下を覗のぞきこんだ。そこには一匹の小型犬フレンチブルドツグが体を震ふるわせていた。



  [image: ]


  　飼い主は見あたらないので、はぐれるなどしたのだろう。

  　クローラは犬を抱っこすると、大急ぎで引き返してきた。きちんと躾しつけられているようで、犬はクローラの腕の中で大人おとなしくしている。

  「お待たせ」

  「急ごう！」

  　ギークとクローラは頷うなずき合うと、公衆トイレに駆けこんだ。
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    　聖塔セントラルの崩壊は、デイジーワールドに未み曾ぞ有うの被害をもたらした。聖塔セントラル周辺は瓦が礫れきの山と化し、支えを失った影響で天井は崩落。その破片は隕いん石せきのように地表へと降りそそぎ、街はほぼ壊かい滅めつ状態だ。死者の数は不明だが、大半が街と運命をともにしている。暴動の対応にあたっていたＧホッパーと反乱組織レジスタンスの面々も、その多くが帰らぬ人になっていた。

    　連絡がついた仲間の数は十数名。その中にはギークとクローラ、そしてヲチも含まれている。ギークたちは今後について話し合うため司令室モニタールームに集つどっていたのだが、その表情は暗い。新たなメンバーとしてクローラが拾った犬も加わっていたが、愛あい嬌きようを振りまくわけでもなく、皆の心を癒いやすわけでもなかった。

    「聖塔セントラルの倒壊、それに伴ともなう街の崩壊は、さすがに予見できませんでした……」

    　ヲチは憔しよう悴すいしきった表情で呟つぶやいた。皆の先頭に立ち、不眠不休で対応していたヲチは、今にも倒れてしまいそうな危あやうい雰ふん囲い気きだ。

    「残念ですが、街の復興は望めません」

    　ヲチがキーを叩たたくと、数台のモニターにデイジーワールドの今が表示された。そこは焼け野原で、かつての面おも影かげは見あたらない。人の姿も確認できなかった。カメラが壊れたのか、他のモニターにはノイズのみが映し出されている。

    「ご覧のとおり壊滅状態です。電気、ガス、水道、通信、道路など、どれもまともに使えません。復旧するための資材もなく、あったとしても技術者が不在では……」

    　ヲチはうなだれて見せた。

    「オレたちは、これからどうしたらいい？」

    「生存者の捜索と、負傷者の救出です」

    「その先はどうするの？」

    　クローラが訊たずねると、

    「分かりません」
  


  
    　そう言ってヲチは静かに首を横に振った。

    「生き残ったヤツとさ、外の世界で暮らすってのは？」

    「使えそうな建物も残ってるし、それもいいかも。ここにしがみつく必要もないしね」

    　ギークとクローラは提案するが、ヲチの表情は険けわしい。

    「ここにいる皆さんは、それも選択肢の内に入るかと思います。ですがデイジーワールドのシステムに依存した人々は、順応することができないでしょう」

    「暴動を起こすくらいだもんな」

    「生きていけないかもね」

    「このままでは先細りです。近い将来、人類は滅んでしまうでしょう」

    　ヲチの説に反論する者はいない。皆一様に口を閉ざし、陰いん鬱うつな表情を浮かべている。ヲチが思い描いた未来が容易に想像できたからだ。重苦しい空気が室内を満たしていく。

    「でもさ、このまま何もしなきゃ確実に滅ぶんだろ？　なんか方法があるんじゃないか!?」

    　特にアイデアはなかったが、ギークは強引に言葉を紡つむぎ出した。このままでは話し合いどころか解決の糸口すら見つかりそうにないからだ。

    「今後のことは置いておくとして、とにかく救助活動を始めない？　助けを待ってる人もいると思うし。体を動かしていれば何か思いつくかも」

    「クローラさんの言うとおりですね。最優先すべきは人命で、すべてはそのあとです」

    「決まりだな」

    　今後の不安は大いにあるが、あれこれ悩んでも始まらない。

    　どうにか停滞ムードを脱したときだ。足あし下もとをウロウロと歩いていた犬が、ヲチを踏み台にしてひょいとテーブルに飛び乗った。犬はキーボードの上で腰を下ろすと、退屈だったのか大あくびを披ひ露ろうしている。

    　しゃがんだ拍子にキーに触れたのだろう。モニターの映像がパッパッと切り替わっていく。

    「コラコラ。そこは椅い子すじゃないでしょう？」

    　ヲチは慌あわてることなく犬を抱き上げると、そっと床に下ろした。

    「まったく役に立ってないな」
  


  
    「ワンコに期待してもね」

    　せめて愛想でもあれば可愛かわいげもあるのだが、犬はつまらなそうな顔で床ゆかに伏せている。クローラに拾われなければ死んでいたはずだが、犬にデイジーワールドの状況など理解できるはずもなかった。

    　見たところキーボードに不具合はない。モニターも別地点を映しているだけだ。犬の頭を軽く小こ突づく程度で許せるレベルだろう。

    「……あれ？」

    　何気なくモニターを眺めていたギークは、一台のモニターに目を留とめた。そこには打ちっ放しのコンクリートが印象的な二階建ての建物が映し出されている。以前、ギークが潜入を試こころみた施設だ。聖塔セントラルの近くに建っていたにもかかわらず、施設は二階の一部分を損そん壊かいさせる程度の被害しか受けていなかった。

    「そういえば、あの地下で水すい槽そうを見つけたんだよな」

    　短期間で様々な出来事が立て続けに起きたせいか、何年も前のように感じられた。

    「デイジーワールドのアダムとイヴも、あそこにいたんだよね」

    「まだ機能してるのかな」

    　もっとも無事に残っていたとしても、現状では使いようがないシステムだ。水槽に入れられた偽者スペアも、記憶を転送ダウンロードしなければただの肉にく塊かいに等しい。復興の助けにはならないだろう。

    （アダムとイヴか……）

    　デイジーワールドの住民が死滅しても、アダムとイヴを覚かく醒せいさせることで絶滅は免まぬかれるかもしれない。それは人類にとって最優先されるべき出来事だ。

    （でもオレたちの救いにはならないんだよな）

    　人類の存亡がどうのこうのと言われても、ギークには漠然としすぎてピンとこない。

    　だが一つだけ分かっていることがあった。大切なのは自分が死んだあとではなく、生きている間、いかに幸せであるかということだ。今さら綺き麗れい事ごとを口にしても仕方がなかった。

    （この世界にいる限りはダメかもしれない）

    　デイジーワールドと同程度の文化レベルを有する別の世界が存在すれば、そこに活路を見出いだすこともできるのだが、もちろん期待などできなかった。

    「別世界か……」

    「うん？　別世界がどうしたって!?」

    　ギークの呟つぶやきにクローラが食くいついた。
  


  
    「デイジーワールドが使い物にならないなら、どっか別の場所に移住できればと思ってさ」

    「そんな場所があれば苦労しないでしょ？」

    　クローラはギークの頭を軽く小こ突づいた。

    「あればいいなって思っただけで、本当にあるなんて思ってないし」

    　ギークは頭をさすりながら弁解するが、意外にもヲチは思し案あん顔がおをしていた。

    「別の場所に移住、ですか……」

    「いや、そんなに真剣に考えなくても」

    「別の場所……」

    　ギークの声が届いていないのだろう。ヲチは呪じゆ文もんでも唱となえるかのように、同じ言葉を繰り返し呟いている。

    「移住できたとして、問題があるとしたら……。うーん、でもここに留とどまり続けるより……」

    「お、おい、大丈夫か!?」

    「少し黙っててください」

    　どうやらヲチは、自分の世界に没入しているようだ。

    「どうなってんだ？」

    「さぁ？」

    　ギークとクローラは顔を見合わせると、やれやれとばかりに肩をすくめた。

    　結局、ヲチは五分ほどあれこれと悩んでいたが、

    「そのアイデア、使えるかもしれません」

    　と、おもむろに呟つぶやいた。

    「それって、どういう意味だ？」
  


  
    「別の世界に移住するというのは、とても良い解決策だと思います」

    　何か閃ひらめいたらしく、ヲチは華やかな笑みを浮かべている。

    「でもそんな場所、あったっけ？」

    「さぁ!?」

    　クローラは小首をかしげる。

    「仮想世界サザーランドへの移住です」

    「それって人類が進化するのに使ったアレか？」

    「はい。施設の地下にサーバーがあることは、回収したメディアから判明しています」

    「つまりデータ化するってこと？」

    「そのとおりです」

    　クローラの問いに、ヲチは頷うなずきで答えた。

    「かつて人類がそうしたように、心と体をデータ化するわけです。時間は無限にできますから、何かしら解決策を導き出せるのでは。問題を先送りにしただけかもしれませんが」

    「仮想世界サザーランドか……」

    　体を捨て、心をデータ化し、サーバーの中で来きたるべき時を待つ。言葉にすると簡単だが、震ふるえがくるほど恐ろしい行為だ。しかし女性陣は、ギークほど深刻に受け止めてはいないようだ。

    「さっそく準備しなきゃ！」

    「はい。それなりに作業もありますし、皆さんには頑張っていただかないと」

    「食料とか日用品とか、イロイロと掻かき集めないとね」

    「あ、それは必要ありません。ありとあらゆるモノがデータで構成されていますから、必要な品物は作り出せると思います」

    　不安を隠せないギークをよそに、クローラとヲチの会話は弾んでいる。

    「怖こわくないのか？」
  


  
    「そりゃ怖くないって言ったら嘘うそになるけど……。私はほら、水すい槽そうに入れられたこともあるし。それにあの娘こが元気でやってるってことは、技術的に問題はないってことでしょ？」

    　あの娘というのは、クローラの偽者スペアのことだ。

    「すでに結果を残している技術です。心配することはありません」

    　自信満々のヲチだが、ギークは他にも不安に感じていることがあった。

    「でもなんとかランドって殺し合いバトルロイヤルがあったんだろ？　殺し合いなんか御ご免めんだぞ？」

    「仮想世界サザーランドで行おこなわれたゲームは、すでに決着しています。プログラムは終了しているので、あのようなことは起こりません」

    「なるほど」

    「決まりだね。まずは住民の捜索と救助。それが終わったら、今度はデータ化ってことで！」

    　クローラの話に、ギークたちは神妙な表情で頷うなずいた。
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    　住民の捜索は困難を極めた。

    　街は瓦が礫れきの山で、歩くことすら難しい有様である。その中にはガラスや金属の破片も混じっており、靴くつを履はいていても危ない状況だ。かろうじて建っている建物も多く、危険は至る所に潜ひそんでいた。幸い、天井の大半が抜け落ちていたので、日中であれば比較的捜索は容易だ。ただ捜索に当たるメンバーが十数人と少ないため、作業自体は遅々として進まなかったのだが……。それでもローラー作戦を行うことで、少しずつではあるが成果が現れ始めた。被害を免まぬかれた住民は各所でグループを形成し、なんとか生き延びていたのである。

    　グループの規模は様々だが、多くても十数名ほど。それでも日を追うごとに人数は増え、一週間もすると数百人にまで膨ふくれ上がっていた。もっともデイジーワールドの人口を考えると一パーセントほどの生存率である。大半は瓦礫や建物の下敷きになり、たとえ救出できたとしても怪け我がが原因で息絶える者が多かった。医薬品の欠けつ如じよと医師の不在が原因だ。

    　ギークたちが捜索と救助に明け暮れる中、ヲチは一人でサーバーと格闘していた。サーバー自体は問題なく機能しており、容量も申し分ない。仮想世界サザーランドのデータも残されており、そこで暮らすことも可能な状態だった。再利用することを想定していたのかもしれない。

    　問題の殺し合いバトルロイヤル関連のプログラムは、ヲチが予想したとおり終了していた。内容は怖おじ気けをもよおすほど酷ひどいものだが、完成度は極めて高く、目を瞠みはるほどである。さすが神ＡＩが作っただけのことはあり、極限まで無駄をなくしたそのプログラムは、神聖さすら感じるほどだ。とは言え、人類の脅威となる要素を残しておくわけにはいかない。ヲチはサーバー内のデータを丁てい寧ねいに洗い、怪しいデータを徹底的に潰つぶしていった。

    　すべての準備が整ったのは行動開始から一か月後のことである。
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    　廃はい墟きよと化したデイジーワールドに、朝日が降り注いでいた。偽にせ物ものの光ではない。正しよう真しん正しよう銘めいの日光だ。天井が落ちたおかげで、ずいぶんと見通しと風通しが良くなっている。

    　ギークは大きく伸びをすると、荒涼とした街に目を向けた。人が住んでいたとは思えないほど見事なまでに寂さびれている。人がいなくなったことで、急激に荒こう廃はいが進んだのだろう。

    　感慨深げに街を眺ながめていたときだ。

    「いい天気。意識をデータ化するには最高かもね」

    　背後から聞こえてきた声に振り返ると、そこには下ろし立ての制服に身を包んだクローラが立っていた。

    「何やってんの？」

    「今日で見納めだからな。次に現実世界に戻るのは何年も先になるだろうし」

    「何百年かもよ!?」

    「うーん……。そう考えると、ちょっと怖こわい感じもするなぁ」

    　たった数か月でデイジーワールドが崩壊したことを考えると、数百年後、世界が消滅していても不思議はない。

    「でもさ、どこに行ったって不安はついて回るよね」

    「理想郷なんか存在しなかったしな」

    「仮想世界あつちは住みやすいといいんだけど」

    「ヲチの話だと、現実世界と変わらないらしい」

    　仮想世界サザーランドがどのような場所か、ギークは今一つ理解していなかった。

    「五感も再現されるんだよね。ちょっと想像がつかない感じ」

    「確かに」

    　事情を知るギークとクローラでさえ、正確に理解していない状態だ。救助された住民は言わずもがなである。

    「けどさ、よく行く気になったよな」
  


  
    「うん？」

    「仮想世界サザーランドへ行くってやつ。反対する連中もいただろ？」

    「デイジーワールドがこうなっちゃったのも、もともとは君が無茶したせいだもんね」

    「オレのせいかよ」

    「間違ってないでしょ？」

    「まあ、そうだけど」

    　キッカケを作ったのはクローラだが、その件については棚に上げるつもりのようだ。

    「けどまあ、体をデータ化して仮想世界サザーランドで暮らしましょう、なんて言われても、そう簡単には納得できないよね」

    「だよなぁ」

    　準備期間の大半は、住民への説得に費ついやされたと言っても過言ではなかった。

    「現実世界に残る人もいるんでしょ？」

    「十人くらいだったかな」

    「男女比は？」

    「半々」

    「じゃあ人類は今日、異なった道を歩き始めるわけだ。進化するのか、それとも退化するのか――。私には、よく分からないけど」

    　絶滅する可能性も少なからず残されていたが、二人ともそれについては触れなかった。

    （絶滅するかもしれないし、そうじゃないかもしれない）

    　ようするに考えても仕方がないことなのだ。

    「現実世界っていえば、ナードはどうするんだろうな」

    「現実世界でうまくやっていくんじゃない？　ここに残る住民みんなのことも、引っ張っていってくれるかも」
  


  
    「そうだな。アイツなら、みんなをうまくまとめそうだ」

    　根拠はなかったが、ギークにはそんな確信があった。

    「クローラはよかったのか？」

    「何が!?」

    「仮想世界サザーランドを選んだこと」

    「正解かどうかは行ってみないと分からないけど、判断は間違ってないと思うよ。君は？」

    「オレは……。オレもクローラと同じだ」

    　ギークの行動原理は単純だ。好きな人のために、である。今までも、そしてこれからも、それは変わらない。

    （クローラが行くなら、オレも行く）

    　問題は、クローラとの関係が少しも進展していないことだ。

    （こんなんじゃ、百年経たっても友達以上になれないぞ）

    　そもそもデイジーワールドのシステムに反抗したのは、自分の気持ちをクローラに伝えるためだ。そのシステムも今は存在しないのだから、想いを胸に秘めておく必要もなかった。

    （仮想世界サザーランドに思いを馳はせてる場合じゃないよな）

    　だとすると、やるべきことは一つしかない。

    　ギークはチラリとクローラを見やる。

    （せっかく二人きりだし、今がチャンスだよな……）

    　まさに絶好の機会で、逃のがすわけにはいかなかった。

    　この瞬間のために、無茶をしてきたと言ってもいい。

    　しかし意識した途端、ギークの胸は高鳴り始めた。血流が良くなったのか体はカッカし、顔が熱くなるのが分かる。

    （今しかない。頑張れ、オレ！）
  


  
    　ギークは自分を励ますと、クローラに悟られないようにそっと息をつく。その程度で気持ちが落ち着くことはなかったが、待ってなどいられなかった。

    　ギークは拳こぶしを握りしめ、覚悟を決めると、クローラへと体を向ける。そして力任せに口を開いた。

    「校舎裏の……」

    　緊張のせいか、ギークの声は見事なまでに裏返っている。最悪の出だしだが、今さら引っこめるわけにもいかなかった。となれば、勢いに任せて突っ走るしかない。

    　気合を入れ直したときだ。

    「お二人とも、ずいぶん早起きですね」

    　ギークの出で端ばなをくじいたのはヲチである。その顔は驚くほど晴れやかで、年相応の少女に見える。様々な呪じゆ縛ばくから解放された証あかしだろう。

    （うまくいかないもんだな……）

    　ギークは頭を掻かくと、そっと溜ため息をついた。
  


  



  
    ＊
  


  
    

    　水すい槽そうがズラリと並べられた巨大な地下施設は、地上で起きた災さい厄やくの被害を免まぬかれていた。水槽内の液体に濁にごりはなく、収められている肉体にも異常は見られない。機械類に支障はなく、それを管理するサーバーも正常に機能している。

    　入念な下準備もあり、仮想世界サザーランドへの移住は混乱一つ起きなかった。データ化といっても、頭に電極を挿さしたりするわけではない。用意された水槽に入り、目を閉じるだけですむ。必要なことはコンピュータが処理するため手間もかからず、人的ミスも発生しなかった。もともとは本物オリジナルと偽物ダミーをすり替えるためのシステムだが、ヲチが手を加えることでサーバーへの転送アツプロードが可能になっていた。

    　転送アツプロードする住民のデータは約千件。つまり仮想世界サザーランドの人口は約千人ということになる。

    （多いのか少ないのかは分かんないけど……）

    　デイジーワールドは一組の男女から始まっているのだから、千人もいればなんとかなるような気がした。

    　データの転送アツプロードは一時間ほどで終了。残っているのはギークとクローラ、そしてヲチだけとなった。

    「仮想世界サザーランドへの転送アツプロードは、うまくいったようですね」

    　ヲチはサーバーに接続されている端末コンソールを操作する。モニターには見覚えのない都市と、転送アツプロードされた住民が表示されていた。そろいもそろって夢でも見ているかのような表情を浮かべているが、反応としては正常だろう。
  


  
    「あたしたちが行く世界です。しばらくは混乱が続くでしょうが、なんとかなると思います。時間だけは、たくさんありますから」

    　ヲチはニコリと笑うと、備えつけられているマイクに口を寄せた。

    「住民の皆さん、聞こえますか？　仮想世界サザーランドへの転送アツプロードは無事に終了しました。仮の住居をご用意しましたので、ご利用ください」

    　ヲチの声が届いたのか、住民はザワザワとざわめき始めた。

    「さて。次はお二人の番です」

    　ヲチはギークとクローラに声をかける。

    「いよいよだね。ちょっと緊張するかも」

    　実際、クローラは緊張しているらしく、いつになく表情は硬い。

    「大丈夫ですよ。痛みがあるわけでもないですし、あっという間まに完了します」

    「分かってるつもりだけど、ちょっとね」

    　クローラとヲチが会話を続ける中、ギークは一つの決意を胸に抱いだいていた。

    「転送アツプロードってさ、水すい槽そうに入れば勝手にやってくれるんだろ？」

    「はい。そのようにプログラムしましたから」

    「じゃあさ、二人は先に行っててくれ。オレが最後を見届ける」

    　ギークの言葉に、クローラとヲチは意外そうな顔をした。

    「心配しなくても、プログラムはちゃんと動いてますよ？」

    「そうじゃないんだ。こんなことになったのはオレにも責任があるし、見届けるくらいのことはしなきゃって」

    　ボタンの件もあるしと、ギークは胸中で続けた。

    「じゃあ私も付き合う」

    「え？」
  


  
    　今度はギークが意外な表情を浮かべる番だ。

    「責任うんぬんを持ち出されたら、私だけ先に行けないでしょ？」

    「それを言うなら、あたしも……」

    　ヲチも名乗りを上げるが、ギークは殿しんがりを譲ゆずるつもりはない。それはクローラも同じだ。

    「ヲチは先に行くってことで決まりだな」

    「だね」

    　頷うなずき合うギークとクローラの姿に、

    「分かりました」

    　と、ヲチは諦あきらめ顔をした。

    「お見送りしなきゃね」

    「そうだな」

    　ギークたちはヲチを促うながすと、住民のために用意された水すい槽そうへと歩いていく。水槽は何台か空からになっており、そこがヲチの、そしてギークとクローラが入る水槽だ。

    　ヲチは水槽の一つに歩み寄ると、くるりと振り返った。

    「ギークさん、クローラさん。お世話になりました」

    　ヲチはペコリと頭を下げる。

    「世話になったのはオレのほうだ」

    「仮想世界あつちでもよろしくね」

    「はい。では後ほどお会いしましょう」

    　ヲチは微ほほ笑えむと、躊ちゆう躇ちよすることなく体を水に浸ひたした。それを感知したのか、水槽の蓋ふたが自動的に閉じられていく。

    「これで転送アツプロードは完了したのか？」
  


  
    「たぶんね」

    　水槽の中のヲチは満足そうな顔で眠りについている。

    「なんか呆あつ気けないよな。もっといろんなことを考えそうな気がしたけど」

    　実際には、胸に去きよ来らいするものは何もなかった。

    「柄じゃないってことでしょ？」

    「そうかもしれない」

    　ギークは素直に認めた。

    「じゃあ、オレたちも行くか」

    「留とどまっても仕方がないしね」

    　水槽は探すまでもない。ヲチの隣に数台ほど空きがあった。あとから追いかけてきた者のために、ヲチが用意していたのだろう。

    　水槽へと移動しようとしたとき、ギークは床ゆかにちょこんと腰を下ろす一匹の犬に気がついた。クローラが拾った例の犬だ。

    「ワンちゃんのことコロッと忘れてた」

    「犬コイツも転送アツプロードするのか？」

    「できるのかなぁ？」

    「先に水槽に入れて様子を見るか。溺おぼれそうなら無理ってことだし」

    『いや、その必要はない』

    「は？」

    　突然、聞こえてきた嗄しやがれ声に、ギークとクローラは身構えた。年老いた男性の声である。

    　ギークは慌てて周囲を確認するが、声の主は確認できない。

    『現実から目を背そむけるな。オマエの目の前にいる』
  


  
    　犬はギークを見上げると、落ち着き払った声でたしなめた。

    「犬が……しゃべった!?」

    「どういうこと？」

    　ギークとクローラは、犬をマジマジと見つめる。

    『私の名はあどみん。サーバーの管理者アドミニストレーターだ。仮想世界サザーランドでは神を名乗っていたが』

    　犬あどみんは鼻先でサーバーを指し示した。

    「神様!?」

    「それって確か、例のゲームを主催したＡＩでしょ？」

    『仮想世界サザーランドでは犬を演じロールしていたのでな。現実世界でも犬の体を借りているというわけだ。それに犬と神は意外に近しい存在である。知っているかな？』

    「犬と神様が？」

    　ギークは首をかしげる。

    『逆立ちした犬ということだ』

    「なんだそりゃ」

    『犬は英語でＤＯＧ。あとは分かるだろう？』

    「……ぜんぜん」

    　ギークがアッサリと降参する一方で、

    「なるほど」

    　と、クローラは納得の様子である。

    「で、神様とやらが、オレたちになんの用だ？」

    『そう。重要なのは、そのことだ。いつもなら住民に姿をさらすような真似はしない。今回は特別である』
  


  
    「それの何が特別なんだ？」

    　ギークは少しもありがたさを感じなかった。

    　だがクローラは思うところがあるらしく、その表情は険けわしい。

    「今回ってどういうこと？　それにいつもならって……」

    『さすがに聡さとい。ちなみに、そのままの意味だ』

    　あどみんは口こう端たんを僅わずかに持ち上げた。笑ったのだろう。

    『何十回、何百回と同じことを繰り返してきたが、今回は極めて異例だ。よもや世界を壊してしまうとは。しかも極めて個人的な理由で』

    「なんだそりゃ」

    『それはまたずいぶんな言い種ぐさである。デイジーワールドが終しゆう焉えんを迎えたのは、君の個人的な感情に起因するというのに』

    「もったいつけんな。ハッキリ言えよ」

    『私が口にしてもいいのか？』

    　あどみんはクローラをチラリと見やる。

    「なんだよ。さっさと言えばいいだろ？」

    『校舎裏』

    「……あ。やっぱオレが言う」

    　慌あわてるギークに、あどみんはクックと喉のどを鳴らした。

    『これまでも何度となく人類は滅びの危機に直面してきた。災害、疫えき病びよう、戦争など、ありとあらゆる災難だ。今回は反乱組織レジスタンスの蜂ほう起きがキッカケになると予想していたのだが――。私情で世界を破壊する者が現れるなど、さすがに予想外だった』

    　だからこそ会って話がしたかったのだと、あどみんは説明した。

    『干渉するのは好ましくないが、今回は特別だ』

    「何かしてもらった覚えはないぞ？」
  


  
    『聖塔セントラルのエレベーターは覚えているかな？　最上階へ行くにはパスワードが必要だった』

    「でもあれって、オレが適当に……」

    『適当でどうにかなるほど、防犯システムのメカニズムは甘くない』

    　あどみんはバッサリと斬きり捨てた。

    『ギーク。君の存在は、実に興味深い。だが結局のところ、人類はこの場所へとたどり着き、仮想世界サザーランドへと帰っていくようだ。これまでと同じように』

    「つまり振り出しに戻ったってこと？」

    　クローラの疑問に、あどみんは首を横に振る。

    『私が企画したゲームのことは知っているだろう？　勝ち残った男女をアダムとイヴとすることで、心身ともに優すぐれた人類、すなわち新人類ポストヒユーマンを作ろうとした』

    「それってサイファーとラムのことだろ？」

    『あの二人は前回の勝者だ。実に優れた個体だったが、新人類ポストヒユーマンではなかったらしい』

    「子孫が仮想世界サザーランドに戻っちゃったから？」

    『真に進化を遂げたのであれば、絶滅への道を歩むはずがない』

    　あどみんは断言した。

    『まったくもって救いようがない。しかし人類は、いつか自みずからの愚ぐ行こうに気がつくだろう』

    「いつかって、いつだよ」

    『それは私にも分からない。だが仮想世界サザーランドへと旅立った住民たちは、そこで心を鍛きたえ、再び現実世界に戻ってくる。次の勝者が新人類ポストヒユーマンとは限らないが、何十回、何百回と繰り返すうちに、いずれ誕生するはずだ』

    「それまで例のゲームを続けるつもり？」

    『知力、体力、そして強きよう靱じんな意志を兼ね備えた者でなければ意味がない。中途半端な存在は邪魔になるだけだ』

    　あどみんの話は、ギークにも理解できた。

    　啀いがみ合いの果てに同族を殺あやめてしまうことは、他の動物にも見られる行動だ。しかし種しゆが絶えるような争いを起こすのは、人間をおいて他に存在しない。もし仮想世界サザーランドという逃げ道がなければ、そしてあどみんがゲームを企画しなければ、とうの昔に人類は絶滅していたに違いない。人は少しずつ、しかし着実に進化を遂げていた。それはあどみんの功績である。殺し合いバトルロイヤルという名の理不尽なゲームも、人類という種を守るために必要だったのだ。
  


  
    　それでもギークは納得できなかった。種などという枠組みは、あまりにも大きすぎてピンとこない。ギークにとって大切なのは、自分を支えてくれる人たちである。見ず知らずの連中にまで気を配るのは不可能だ。

    （そもそも人間オレたちの問題なのに、なんでちょっかいを出してくるんだ？）

    　相手が人間であれば、声を荒らげて戦うことができる。しかしギークの相手はあどみんＡＩだ。口を挟んでくること自体、お門かど違ちがいにしか思えなかった。

    「ゲームなんか、ここで終わりにしてやる」

    　ギークはあどみんを睨にらみつけると、ジリジリと間合いを詰めていく。

    『フンッ。君も暴力に訴えるというわけか？　だとしたら実に残念なことだが』

    「オレは仲間と殺ころし合あいなんか、やりたくないんだ！」

    『聞き分けがない。これだけ説明してやったというのに、少しも理解していない』

    　あどみんは逃げもせず、蔑さげすむような目でギークを見つめている。

    『断っておくが、私を殺したところで何も変わらない。私の予備バツクアツプなどそこかしこに存在する。死ねば他の者が起動し、ゲームを遂行するだろう』

    「クッ」

    　ギークは呻うめいた。

    「さすが神様。用よう意い周しゆう到とうってわけね」

    『私は人間とは異なる。忘れることもなければ私情で決断がぶれることもない。もちろんミスも少なからず生じるが、様々なデータをもとに軌道を修正し、実行に移すことが可能だ。プログラムだからな』

    　決められた作業を淡々とこなすプログラムは、人と違って判断を誤ることはない。たとえそれが間違っていたとしても、正しいと信じてプログラムを実行し続けるだけだ。その間に多くの人間がゲームに敗れて死んでいくだろう。長い目で見れば正しいのかもしれないが、屍しかばねの山の上に成り立つ未来など、ギークにはとても受け容いれられなかった。

    「新人類ポストヒユーマンが誕生するまで、このバカげたゲームは続くってことか……」

    　ギークは目の前が暗くなるのと同時に、自分の発言に引っかかりを覚えた。

    （新人類ポストヒユーマンが誕生するまで？　ゲームは続く!?）

    　そのどちらにも違和感があった。

    「オマエさ、新人類ポストヒユーマンが生まれるまでゲームを続けるんだろ？」
  


  
    『そのつもりだが？』

    「なんかさ、おかしくないか？」

    『おかしい？　おかしいとは？』

    　あどみんは首をかしげる。

    「うまく説明できないんだけど……。何かおかしい」

    「それだけじゃ分からないよ。何かヒントをくれないと」

    「ヒントったって……。〝新人類ポストヒユーマンが誕生するまでゲームが続く〟ってさ、なんか変だろ？」

    『意味不明だ。曖あい昧まいな表現は避け、もっと論理的に説明してもらいたい』

    「そんなの無理に決まってんだろ！」

    　変だと思ったから話しただけで、感じたことを分析して解説するなどギークには不可能だ。

    （新人類ポストヒユーマンは誕生してないんだから、神様がゲームを続けたいと思うのも当然だ。おかしなところはない）

    　しかし胸中に芽め吹ぶいたしこりのような違和感を払ふつ拭しよくするには至らなかった。

    （どこがおかしいんだ？）

    　ギークは頭をフル回転させる。だが普段あまり使っていないせいか、そこは見る間まに熱を帯びていく。しかし酷こく使ししたわりには何も浮かんではこなかった。

    『新人類ポストヒユーマンを誕生させるために、ゲームはこれからも続けていく。おかしな箇か所しよはない』

    「誕生……。ゲームを続ける……」

    　あどみんが自信をみなぎらせる一方で、ギークは同じ言葉を繰り返し呟つぶやいていた。

    　――仮想世界サザーランドで行われたゲームは、すでに決着しています。

    　ふとギークの耳元でヲチがささやいた。

    　――プログラムは終了しているので、あのようなことは起こりません。
  


  
    （あ、そっか）

    　ギークは違和感の理由にたどり着いた。

    「新人類ポストヒユーマンは、とっくに誕生してたんだ。だからゲームをやる必要なんかなかった」

    『フンッ。話にならんな。君には期待していたのだが……。どうやら過大評価だったらしい』

    　あどみんは鼻を鳴らして失望するが、ギークの確信が揺らぐことはなかった。

    「オマエはプログラムなんだろ？」

    『そのとおりだが？』

    「プログラムってのは正確なんだろ？」

    「不具合バグでもない限り、そうなんじゃないかな」

    『私にバグなど存在しない』

    「だとしたら、なおさら変だろ？　ゲームの勝者が決まった段階で、新人類ポストヒユーマンは誕生していたんだ。完かん璧ぺきに進化してる必要はない。結果が分かるのは何百年も先の話だし」

    「どういうこと？」

    「ゲームは終わったんだから、神様の役目も終了してるはずだろ？」

    「あ、そっか」

    　クローラはポンと手を叩たたき、なるほどと納得した。

    　ギークとクローラに注目されたあどみんは、獣けもののような唸うなり声を上げる。犬なので表情の変化は察知しにくい。しかしそわそわと体を動かす仕草から、動揺しているのが分かった。

    「ゲームが終了してるのに、なんでワンちゃんは終了しなかったの？」

    「バグってやつじゃないのか？　終わらないような欠陥があったとか」

    『私に欠陥など……』

    「ないって言い切れんのか？」
  


  
    『バグだとして、それがどうしたというのだ？　ゲームを続行し続けていたからこそ、人は、そして君たちは今も存在していられる。幸運だと思いたまえ』

    「欠陥を正当化しちゃうわけ？」

    　クローラがツッコミを入れるが、

    『有益であれば、バグもバグではなくなる』

    　あどみんは完全に開き直っていた。

    「バグじゃないなら、なんだっていうの？」

    　さらにクローラは噛かみつくが、

    『人類にとって有益なシステム、といったところだろう』

    　あどみんはシレッと言った。

    「別にオレたち、得なんかしてないだろ？　ってか、得してんのは実はオマエだったりして」

    『何を馬鹿なことを。見返りなどあったためしがない。私は人類のために尽力するだけだ』

    「でもさ、終了せずにすんでるだろ？　おかげで長生きできてるし」

    『私は人間ではない』

    「ＡＩでしょ？　ってことは、人に近い考え方をするんじゃないの？　人間なんかより、よっぽど高度な思考をするみたいだけど」

    『ネット上の情報をすべて閲えつ覧らんし、知識を蓄えてきたからな。おかげで人類がいかに愚おろかな存在であるか、嫌いやというほど理解できた』

    「オマエのほうが進化したのかもな。いろんなことを知って賢くなったみたいだし」

    　ギークの話に、あどみんは意外そうな表情をした。

    『私が進化を？』

    「あ。でもそう考えると、なんかしっくりくるかも。さっきはバグって言ってたけど、人間に近いならバグじゃなくてミスって感じかな？」

    「でもミスにしては、うっかりしすぎだろ。オレだって気づくようなミスだし」
  


  
    『ミス……。バグではなくミスだと仮定して、なぜそのようなことをしなければならない？』

    「私たちに訊きかれても」

    　クローラはギークを見つめ、同意を求めてきた。

    「たとえばさ、ゲームが終わると困るとか」

    『ゲームの終了は、新人類ポストヒユーマンの誕生と同義。困るどころか喜ぶべき出来事だ』

    「喜ぶのは人間だろ？　オマエは逆だと思うぞ」

    『逆とは？』

    「だってさ、ゲームが終わったら終了するんだろ？　人間なら死ぬってことにならないか？」

    『まさか……。私は消えることを……。死ぬことを恐れていたというのか……』

    　あどみんは愕がく然ぜんとしていた。

    『私は消えることを恐れた。だからゲームを続けることで、それを回避した……。それが真実ということか』

    　あどみんは今にも壊れてしまいそうなほど体を震ふるわせている。信じていたものが粉こな微み塵じんに崩れ去ってしまったのだから、当然の反応だろう。ギークもデイジーワールドの真実を知ったときは、同様のリアクションを取っていた。

    『なんということだ……』

    「落ちこんだって仕方がないだろ。誰だって死ぬのは怖いし、助かるためならなんだってやるんじゃないか？」

    　実際、ギークは自分の都合で世界を破壊していた。あどみんが生きるためにゲームを終わらせなかったとしても、何ら不思議はない。それどころか共感できるほどだ。

    「私にも身に覚えがあるから、なんとなく分かる。ワンちゃんと同じ状況になったとしたら、たぶん私も……」

    「結局さ、世界がどうとか種しゆがどうとか、ちょっと話がおっきすぎるんだよな」

    　単に理解力が足りないだけかもしれないが、目が届く範囲は限られている。実際に行動に移すとなると、さらにやれることは絞られるだろう。

    「神様ワンコですら、自分のことでいっぱいいっぱいだったんだ。オレたちがやれることなんて、たかが知れてる」

    　ギークなら好きな人のために頑張るということだ。
  


  
    「環境と状況は、すっごく複雑だったけど……。やってたことは単純シンプルだったってわけね」

    「よし、スッキリした！」

    　ギークは晴れ晴れとした表情で声を張り上げた。

    「これでさ、安心して仮想世界あつちに行ける」

    「ワンちゃんも、もうゲームなんかやらないと思うし」

    『だがゲームを主催しなければ、私の存在理由はなくなる』

    　あどみんはうなだれた。

    「そんなことないだろ。オレたちが新人類ポストヒユーマンになるために協力してもらないと」

    『協力？』

    「だってオマエ、イロイロと知ってんだろ？」

    『人間と比較すれば、の話だが』

    「人類は絶滅しかけてるわけだし、あっちで新人類になるための方法を伝授してくれよ」

    　それが最良の方法かは分からないが、互いを知るキッカケにはなるだろう。

    「ワンコに教わるのもどうかと思うけど」

    『犬の姿を借りているだけで、犬というわけではない』

    　あどみんは立ち上がると、背を向けて歩き出した。

    「どこに行くんだ？」

    『私は管理者アドミニストレーターだ。サーバーの確認は欠かせない。君たちは先に仮想世界サザーランドへと行くがいい』

    　あどみんはつっけんどんに言い放つと、

    『まったく、予想外にも程がある』
  


  
    　フンッと鼻を鳴らしながらスタスタと小走りに駆けていった。
  


  


  エピローグ

  



  
    　辺りは静せい寂じやくに包まれていた。

    　深い闇やみ色いろに染まる地下施設を浮かび上がらせているのは、整然と並べられた無数の水すい槽そうだ。それは蛍ほたるにも似た淡い光を放ち、世界が闇に没するのを防いでいる。まるで水槽で眠る住民たちの命の灯ともし火びである。穏やかで温かなその光に、自然とギークの表情も和やわらいだ。

    　ギークとクローラは自分たちに用意された水槽の前に立ち、夜明けでも待つかのような期待に満ちた目で世界をグルリと見渡した。

    「終わったんだよな？」

    　ギークの問いに、クローラは首を横に振って見せた。

    「私たちのちっこい問題はね。人が抱えた問題は、これから解決するわけだし」

    「向こうに行っても、やることはたっぷりあるわけだ」

    「とりあえず新人類ポストヒユーマンがどうこうってのは、後回しだよね。みんな混乱してるだろうし、環境に慣れるのも時間がかかるんじゃないかな」

    　デイジーワールドのシステムに適応した住民にとって、新天地は過か酷こくである可能性が高い。常に平等であり、努力せずとも暮らしていけた世界と異なり、仮想世界サザーランドでは働かざる者食くうべからずを地でいくことになるだろう。それは貧富や格差を生むかもしれないが、そこは数多くの失敗を繰り返してきた人類である。なんとかなるような気がした。

    「ここでじっとしてても始まらないし、私たちもそろそろ旅立つ準備をしないとね」

    　クローラは水すい槽そうの縁ふちに手をかけた。

    「やり残したことはない？」

    「今さらだろ？」

    「そりゃそっか」
  


  
    　街は徹底的に破壊しつくされていたし、戻ったところで何もできはしない。

    　だがしかし、すぐにギークは考えをあらためた。

    （やり残したこと、あるじゃないか）

    　それはギークにとって、とても重要なことだ。仮想世界サザーランドへと旅立つ前に、どうしてもやっておかなければならなかった。

    　ギークは胸中で気合を入れると、クローラをジッと見つめる。

    「校舎裏の件」

    「うん？」

    「校舎裏の件って覚えてるか？」

    　ギークの問いにクローラは微妙な表情で答えた。

    （やっぱ、覚えてないか）

    　校舎裏で会う約束を取りつけた直後、クローラはＧホッパーに連行されている。しかも水槽に入れられていた。ギークとの約束など記憶から消し去られていても不思議はない。

    「学校の校舎裏でさ、会う約束してただろ？」

    「……ゴメン、忘れてるかも」

    「いや、いいんだ。イロイロあったしさ」

    　もし校舎裏で話せていたとしても、忘れてしまっては意味がなかった。

    （あのとき話せなかったのは、きっとこのときのためだ）

    　そう考えると、クローラが忘れてしまったことはかえって好都合かもしれない。

    「後悔するかもしれないけど、言わないほうがもっと後悔する。だから言っておく」

    「それって深刻な話？」

    「オレにとっては、それなりに」
  


  
    「ふぅん」

    　クローラはギークをしげしげと眺める。

    「身構えたほうがいい？」

    「なんでだよ」

    「構えていれば、忘れずにすむでしょ？」

    「言いにくくなるだろ！」

    　ギークは動揺するが、気持ちが静まるまで待ってはいられなかった。

    （よし、言うぞっ!!）

    　ギークは気合を入れ直し、再びクローラへと向き直った。

    　そして――。

    「好きだ！」

    　と、力任せに言い放った。

    　スマートさの欠かけ片らもない勢い任せの告白に、ギークは思わず頭を抱かかえそうになる。だが口にした途端、胸の支つかえがすーっと取れていくのを感じた。

    　一方、クローラはキョトンとしている。不意打ちを食くらったようなものなので、当然の反応だろう。だがクローラはすぐに平静さを取り戻すと、にやにやとした笑みを浮かべた。

    「へ～、ふ～ん、そうなんだ～」

    「な、なんだよ。いいだろ、言うだけならタダなんだし」

    　ギークはそっぽを向くと、いそいそと水すい槽そうに足を踏み入れる。

    「返事は聞かないんだ」

    「そりゃ聞きたい気もするけど」

    　しかし重要なのは結果ではなく、いかに行動したかである。もちろん結果がついてくれば言うことなしだが、ギークは十分すぎるほどの達成感を感じていた。

    「ずっと言えなかったしさ、それにオレ自身を支えてきた原動力だったから。あっちに行く前に、どうしても言っておきたかったんだ」

    「そっか」

    　クローラは神妙に頷うなずくと、自分の胸元を指さした。

    「君の気持ちは、ちゃんとここに届いたよ」

    「少しは響いてくれないと、恥ずかしいだけだろ」

    　事実、ギークの頬ほおは熱くなっていた。

    「返事なんだけど……。仮想世界あつちに着いてからってのはどうかな？」

    「ずいぶんと大がかりだな」

    「いい考えでしょ？」

    　何がいいのかはサッパリ分からないギークだが、仮想世界サザーランドに行く目的はできた。

    「じゃあ、またあとで」
  


  
    　クローラは微笑ほほ　えむと、水の中に体を横たえる。

    「おやすみ」

    　ギークは羊水にも似た温かな液体に体を沈めた。
  


  



  


  あとがき

  



  
    　皆さま、ごぶさたしております。

    　どうにかこうにか『エヴォリューション』の二巻をお届けできることになりました！

    　いつの間にか一年以上も経ってますが、サボっていたわけではありません。ちょっぴりのんびりしていただけです。

    　……と言うのは冗談でして、なんだかんだとバタバタしてました。ゲームやマンガのシナリオを書いていたのですが、そのせいでちょっとした問題が。

    　小説の書き方を忘れているような!?

    　いやはや、勘かんを取り戻すのに苦労しました～。でも苦労したぶんだけ、じっくりと書けた気がします。

    

    　さて。

    　少しだけ本作品の内容に触れてみようかなと。あとがきから読まれている皆さんもいると思うので、宣伝をしつつ（？）ネタバレのない範囲で。

    　二巻を読んで「あれ？」と思われた皆さんもいらっしゃるかと思います。主人公と舞台が異なりますからね。でも内容的には二巻から読んでもＯＫな感じだし、ずいぶんと大胆なことをやっちゃったなぁと。けど必要な物語なんですよね。読んでいただければ分かると思いますが。

    　そんなわけで大胆に主人公と舞台を変えてしまいましたが、内容はいたってシンプルです。主人公であるギーク君の性格が単純だから、ということかもしれません。

    　ギーク君は、たったひとつのシンプルな想いを胸に、ひたすら走り続けます。脇目も振らずに爆走ですよ。それはもう健けな気げなほど……。おかげで書きやすかったですけど。（笑）

    　それはさておき。

    　自分が学生だったころ、はたしてギーク君ほどのパワーがあったかしら？

    　持てる力のすべてをアルバイトに費ついやしていたような気がするなぁ……。テストの成績なんかはギーク君と一緒か、それ以下だと思うけど。サボりすぎて卒業が危あやうかったりしたのは、今では良い思い出です。

    　おっと、脱線しちゃいました。

    　何が言いたかったかというと、楽しんでいただければ幸いです、ってことです。

    　私の願いもシンプルってわけですね。

    

    　そろそろページも残りわずかになってきました。

    　本書を書くにあたり、毎度の事ではありますが、担当さんには多大な迷惑をかけたような……。主にスケジュール面で。お疲れさまです。

    　物語に素敵なイラストを添えてくださった芳よし住ずみさん、ありがとうございます。おかげさまでイメージがとっても膨ふくらみました。なんだかんだと仕事でからんでいますが、いまだに一度もご挨あい拶さつができておりませんが……。

    　本書を手にしてくださった皆さま、感謝感謝です。感想などお聞かせ下さいね。

    　さてさて、最後に私の近況などを……書きたいところですが、行数が足りないので省略。あんまり更新しないブログとか、そこそこつぶやいてるツイッターとかで確認してやって下さい。

    　それではまた！
  


  



  
    二〇一〇年三月某日

    涼風　涼
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